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籔
●福川伸次(ふくかわしんじ）

1932年生まれ。東京大学法学部卒業後、

通産省（現経済産業省）入省。内閣総理

大臣秘書官等を経て、８６年通商産業省事

務次官に就任。退官後、野村総合研究所

顧問、神戸製鋼所副社長・副会長、電通

総研社長兼研究所長を経て、現在、電通

顧問。

他にも、中央環境審議会（環境省)、産業

構造審議会（経済産業省）など政府審議

会委員の他、東洋大学理事、米曰財団理

事などを務める。著書は「２１世紀．日本

の選択」（1990年)、「美感遊創・プラスサ

ムヘの途」（1993年)、「｜Ｔ時代・成功者

の発想」（2000年)、「活力ある産業経済モ

デルへの挑戦」（2004年）など多数。

人
□
問
題
は
、
二
重
の
意
味
で
脚
光
を

浴
び
て
い
る
。
｜
つ
は
、
曰
本
、
韓
国
、

ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
に
典
型
的
に
現

れ
て
い
る
人
□
減
少
傾
向
と
高
齢
化
問
題

で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
発
展
途
上
国
を

中
心
と
し
た
地
球
上
の
人
□
増
加
問
題
で

あ
る
。
前
者
は
、
経
済
成
長
力
の
停
滞
を

望
Ⅲ
畠
川
畑
国
冊
山
豈
刑
里
珊
畠
珊
、
壺
珊
皿
廷
明

通
じ
て
国
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、

後
者
に
は
、
地
球
環
境
の
劣
化
と
人
々
の

貧
困
化
を
招
く
こ
と
に
な
る
な
ど
の
問
題

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

私
は
、
こ
の
よ
う
な
人
□
動
態
の
変
化

が
国
際
社
会
の
構
造
に
深
刻
な
影
響
を
及

ぼ
す
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
一
国
家
百
年

だ
し
か
に
、
人
□
減
少
と
高
齢
化
は
、

貯
蓄
率
の
低
下
、
社
会
保
障
負
担
の
増
加
、

財
政
構
造
の
悪
化
、
金
利
の
上
二
、
世
代

間
の
対
立
な
ど
を
招
き
、
経
済
成
長
力
を

低
下
さ
せ
る
。
そ
の
結
果
、
人
□
減
少
国

は
、
国
力
が
低
下
し
、
世
界
の
パ
ワ
ー
構

造
と
秩
序
運
営
シ
ス
テ
ム
か
ら
後
退
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
。

の
計
Ｌ
の
認
識
を
も
っ
て
人
□
政
策

を
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

こ
の
種
の
議
論
に
お
い
て
と
か
く
人

□
の
臺
的
側
面
に
重
点
が
置
か
れ
、

人
□
問
題
の
雪
一
の
側
面
、
す
な
わ
ち

人
間
力
に
関
す
る
分
析
が
十
分
に
な

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
て
な

ら
な
い
。
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一
鰯
噂
鯵
鯵
蟻
鐵
懲
霞
鰯
慰
慰
鯵
翰
鐵
騒
織
鰯
鱒
織
鐵
鍾
亀
嬢
鶴
懲
鰯
鯵
繊
鰯
建
露
鐵
穆
懲
鹸
醗
鐘
鰯
懲
感
鐵
露
趣
曇
懇
鐘
蟻
謹
鰯
轍
珍
露
蟻
騨
鐘

）
錘

昨
年
ゴ
ー
ル
催
－
マ
ン
サ
ッ
ク
ス
社
が
、

情
報
収
集
、
処
理
、
価
値
創
造
に
優
れ
た
ろ
。
曰
本
に
は
、
知
を
融
合
し
て
新
し
い

懲

》
蘂

杣
年
後
に
は
Ｂ
Ｒ
ｌ
ｃ
Ｓ
（
ブ
ラ
ジ
ル
、

も
の
が
市
場
で
勝
利
す
る
の
で
あ
る
。

文
化
や
技
術
を
創
り
、
絶
え
ず
自
己
の
資

曇

》
鰯

麟

》
錘

□
シ
ア
、
イ
ン
ぱ
ｌ
、
中
国
）
の
刎
守
力
国
の

し
か
も
、
別
世
紀
に
は
、
印
世
紀
以
上
罠
と
能
力
を
一
局
め
、
人
と
人
と
の
信
頼
関

繊
》
塗

国
内
総
生
産
が
米
国
、
曰
本
、
英
国
、
催
‐
に
技
術
フ
□
ン
｜
テ
ィ
ア
が
拡
大
す
る
で
あ
係
を
大
切
に
し
、
自
然
と
の
共
生
の
中
で

蝉
｝
傘

解針》

》
鰯

イ
ッ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
の
合
計
を
ろ
う
。
ｌ
Ｔ
が
《
つ
後
重
要
と
な
る
雲
〈
分
野
美
を
追
求
す
る
伝
統
と
美
風
が
あ
っ
た
。

《一．》

》
錘

上
回
り
、
国
内
総
生
産
で
は
中
国
、
米
国
、
の
技
術
融
《
□
を
安
易
に
し
、
技
術
デ
ー
タ
曰
本
は
、
人
□
減
少
を
＋
分
に
カ
バ
ー
し
信

露
》
蕊

襲
）
窪

イ
ン
ド
、
曰
本
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ
ア
、

ベ
ー
ス
を
豊
か
に
し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
る
人
間
力
が
備
わ
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

鐸
》
趣

英
国
の
順
に
な
る
と
予
想
し
て
い
る
。
こ
ン
な
ど
実
証
手
段
を
一
局
度
化
す
る
か
ら
で

発
展
途
上
国
に
お
い
て
も
、
人
□
の
質

詞》
》
鋒

鰺

れ
に
は
、
人
□
の
動
態
変
化
が
か
な
り
の
あ
る
。
私
は
、
《
つ
後
、
Ｓ
Ｍ
ｌ
ｌ
」
Ｅ
技
術
の
向
上
が
欠
か
せ
な
い
。
人
□
の
増
加
に

》
鐘

黛

》
露

要
素
を
占
め
て
い
る
。

（
の
Ⅱ
の
く
の
（
の
「
二
三
Ⅱ
三
日
の
「
一
四
｜
」
Ⅱ
絡
む
諸
問
題
、
例
え
ば
、
貧
困
、
健
康
の

｛二》

》
“

鋤
私
は
、
｜
」
の
予
測
に
与
し
な
い
。
な
ぜ
一
つ
す
「
ヨ
ロ
（
一
○
二
Ｆ
Ⅱ
Ｆ
一
一
の
①
○
一
の
。
。
①
ｍ
Ⅱ
悪
化
、
焼
畑
農
業
の
限
界
、
都
市
の
過
密
、

》
熱

渇岳．印←

》
曇

な
ら
、
別
世
紀
に
は
一
」
の
よ
う
な
己
｜
雲
的
拡
ｍ
つ
く
一
「
・
コ
ョ
の
。
計
）
が
技
術
フ
□
ン
テ
ィ
ア
を
生
活
条
件
の
低
下
、
地
球
環
境
の
劣
化
な

》辱

》
蘂

簿）
大
を
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
条
件
が
こ
れ
を
リ
ー
ド
す
る
一
」
と
に
な
る
と
考
え
て
お
り
、
ど
に
関
し
、
人
々
の
理
解
が
進
め
ば
、
家

》
鱈

蟻

》
鍾

許
さ
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
よ
り
大
き
な
要
こ
の
挑
戦
に
成
功
す
れ
ば
、
未
来
は
我
々
族
計
画
の
琶
及
、
女
性
の
地
位
の
向
上
な

癖〉
》
錘

鰯
因
と
し
て
、
人
間
の
知
力
が
社
一
二
の
活
力
に
微
笑
み
か
け
る
だ
ろ
う
。

ど
、
社
会
環
境
の
改
善
が
加
速
し
、
人
□

》
｜
錘

綱
〉

》
傘

の
星
般
亘
を
左
右
す
る
か
一
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
別
世
に
は
文
化
へ
の
関
心
が
増
加
の
重
圧
を
緩
和
す
る
こ
と
に
つ
な
が

蟻

》
傘

現
在
進
行
し
つ
つ
あ
る
ｌ
Ｔ
革
一
ｍ
は
、

高
ま
り
、
知
の
進
化
を
通
じ
て
文
化
と
産
る
だ
ろ
う
。
全
地
球
、
全
人
類
の
問
題
と

鰯
》
唾

鐘

）
鰯

た
だ
単
に
情
報
通
信
手
段
を
一
局
度
化
す
る
業
、
技
術
と
芸
術
の
相
乗
発
展
も
期
待
で
し
て
世
界
が
教
彗
自
支
援
な
ど
を
通
じ
て
発

懲
》
蕊

だ
け
で
な
く
、
人
間
の
知
的
活
動
領
域
を
き
よ
う
。

展
途
上
国
の
人
々
の
能
力
向
上
に
貢
献
す

趨
》
鐘

鯵
》
錘

飛
躍
的
に
拡
大
し
、
－
Ｔ
一
王
導
の
経
済
で

私
が
強
調
し
た
い
こ
と
は
、
人
間
力
を
完
る
必
要
が
あ
る
。
人
□
動
態
の
悪
化
は
、
社

籔
》
曇

は
、
こ
れ
ま
で
の
モ
ノ
中
心
の
経
済
と
異
実
し
て
創
造
力
を
一
局
め
て
い
け
ば
、
人
□
減
会
に
、
そ
し
て
世
界
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を

鯵
一
蕊

鐙
》
鐘

な
り
、
収
穫
逓
増
の
法
則
が
働
き
、
ネ
ッ
少
を
カ
バ
ー
し
得
る
価
値
創
造
に
つ
な
げ
及
ぼ
す
。
し
か
し
二
頭
も
重
要
な
鑓
は
人
間

懲
一
蕊

ト
ー
ワ
ー
ク
の
利
益
が
効
果
を
発
揮
す
る
。

て
い
く
一
」
と
が
で
き
る
と
い
う
一
」
と
で
あ
力
で
あ
る
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
あ
る
。

鐵
一
錘

露

３
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渚にて杉本雄三.固く元・関西電力病院長〉

表紙の写真

扉・スケッチ

巻
頭
言
／
人
口
問
題
と
人
間
力

第
幻
回
人
ロ
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議

ｌ
緊
急
時
に
お
け
る
人
口
ｌ
於
瑚
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
プ
ノ
ン
ペ
ン

○
主
催
者
挨
拶
中
山
太
郎
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
長

○
挨

拶
谷
津
義
男
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長

○
閉
会
挨
拶
清
水
嘉
与
子
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
副
理
事
長

》
地
球
〃
勿
肝
川
映
」

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
会
・
評
議
員
会
開
催

新
著
紹
介
「
青
木
一
能
編
・
地
球
型
社
会
の
危
機
」

性
教
育
問
題
で
参
考
人
招
く
ｌ
参
院
Ｌ

ｌ
ｌ

タ
イ
料
理
屋
の
風
景
か
ら

恩
返
し
の
国
際
協
力
Ｉ
五
月
女
Ｎ
Ｇ
Ｏ
大
使
を
招
い
て
国
際
部
会
ｌ

性
教
育
問
題
で
参
考
人
招
く
ｌ
参
院
少
子
高
齢
社
会
調
査
会

性
の
健
康
を
考
え
る
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
・
女
性
部
会
開
催

・
女
性
の
健
康
と
少
子
化
を
め
ぐ
っ
て

松
本
清
一

に
ゅ
－
す
ふ
ぉ
１
ら
む

年
に
一
○
六
○
万
人
死
亡
／
似
年
Ｏ
Ｄ
Ａ
、

前
年
割
れ
／
３
割
が
セ
ッ
ク
ス
レ
ス
夫
婦
／

患
者
・
感
染
者
一
万
人
に
／
少
子
化
、
母
親

■
な
ぜ
今
人
口
問
題
か
側

「
世
界
人
口
デ
ー
」
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

，
セ
ッ
シ
ョ
ン
ー

・
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ

・
視
察
報
告
ｌ
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
・
津
波
被
害
に
お
け
る
緊
急
支
援
議
員
視
察
プ
ロ
グ
ラ
ム

ス
マ
ト
ラ
沖
津
波
被
災
地
域
視
察
事
業
派
遣
に
参
加
し
て

長
浜
博
行

・
視
察
報
告
Ⅱ

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
援
助
の
実
態
を
観
る

尾
崎
美
千
生

・
カ
ン
ボ
ジ
ア
視
察

・
援
助
す
る
側
、
さ
れ
る
側

．
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
プ
ノ
ン
ペ
ン
会
議
に
参
加
し
て

■ ■
地
球
温
暖
化
を
考
え
る

緊
急
時
に
お
け
る
人
口

災
害
と
国
際
協
力

■

＞

Ｉ

就
労
が
カ
ギ
／
仏
人
口
、
欧
州
連
合
最
大
に
／

幼
児
死
亡
率
先
進
国
で
最
悪
／
人
口
減
社

会
、
目
前
に

〈

福
川
伸
次
２

國
井

桜
井

武
山
百
合
子

生
方
幸
夫

海
江
田
万
里

降
矢
憲
一
蛆

尾
崎
美
千
生
弱

尾
崎
美
千
生

新修ミ
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‐
き
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＄
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６
‐
ｒ
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ｐ
□
－
６

℃
，
侭
醒
－
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－
□
一

二
』
》
房
Ｌ
ｒ
ロ
■
■
可
‐

》‐か．．・・・・邨埠片『‐
一》，アパ紅”蝋”
毎
口
田
１
ロ
ー
β
わ
び
⑩

鐸》』一一一
叫損』ｂ内←一宗‐‐宮
。
汚
く
・
』
砠
醇
注
‐
、

咀
設
止
沿
，
・
朕
併
叱
歩
价
沃
巧
‐
ｒ
Ｌ
ｚ
・
「
』
，
γ
４
］
・
卜
Ｌ

ｆ
汎
出
甲
，
珀
咀
則
企
Ｊ
Ⅱ
｝
亡
二
』
眼

１Ｍ
!1

1,6

鰹
。
（
。
、
！
｜
：
Ｌ
｝
Ｄ
Ｉ
Ｄ
二
ヶ
処
’
」
◇
二
二
口
Ｆ
動

座
．
叩
繧
．
ｕ
ｒ
誰
正
｛
》
‐
Ⅷ
え
・
処
』
【
鉾
’
２
’

蛙

茨－５躍霧Ｈ 1..を

L÷－０蝿 蝿
｢~.シ-6

i･￣午

L声」

一男

1鵜

１
１
Ｊ

｛
許
｛

’
、
。
‐

‐
｜
●
■
ｌ

》》《』｜が
－
．
Ｎ
。
‐

劉
一
寵 NｉＶＷ

子

轤
鴇
時
に
お
け
る
人
口

獄灘鍵

鞠,ﾄﾞﾙｰ蝿i鑿震蕊霧議iiilii11I歴;;i蕊鑿鱸議霧鬮ｉｌ２ｌＵ;ilHEi
左からイメルダ・ヘンキンUNFPA事務局次長､谷津義男AFPPD議
長､ヘン・サムリン・カンボジア国会議長代行､清水嘉与子APDA
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ツ
ボ
ジ
ア
・
プ
ノ
ン
ペ
ン

第
四
回
目
を
迎
え
た
「
人
口
と
開
発
に
関

す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
」
（
Ａ
Ｐ

Ｄ
Ａ
会
議
）
が
、
摂
氏
如
度
の
暑
さ
が
続
く

４
月
羽
、
和
日
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
・
プ
ノ

ン
ペ
ン
で
開
か
れ
た
。
会
議
に
は
ア
ジ
ア
を

中
心
に
怡
力
国
か
ら
国
会
議
員
や
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
、
国
際
機
関
の
代
表
な
ど
総
勢
叫
人
が

集
ま
り
、
歴
史
的
な
被
害
を
出
し
た
ス
マ
ト

ラ
沖
地
震
・
津
波
被
害
の
生
々
し
い
記
憶
が

残
る
中
、
「
緊
急
時
に
お
け
る
人
口
」
を
テ
ー

マ
に
、
国
際
的
協
力
の
あ
り
方
や
国
会
議
員

の
役
割
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
熱
い
議
論
が
展
開

さ
れ
た
。

５



Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
会
場
で
ｌ
左
か
ら
長
浜
博
行
生
方

幸
夫
、
海
江
田
万
里
、
武
山
百
合
子
各
衆
議
院
議
員

と
り
わ
け
自
然
災
害
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ

の
ア
ジ
ア
へ
の
拡
大
、
未
だ
に
各
地
で
煙
の

収
ま
ら
ぬ
国
内
紛
争
な
ど
の
中
で
犠
牲
に
な

り
が
ち
な
女
性
や
子
ど
も
、
障
害
者
な
ど
の

保
護
や
緊
急
警
戒
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
黒
死

病
や
ス
ペ
イ
ン
風
邪
に
次
ぐ
「
第
三
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
」
（
大
規
模
な
流
行
病
）
の
勢
い
を

見
せ
て
い
る
エ
イ
ズ
対
策
、
平
和
の
維
持
に

向
け
て
の
ア
ジ
ア
の
連
帯
な
ど
が
取
り
上
げ

ら
れ
た
。

会
議
を
通
じ
て
主
催
国
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
の

積
極
的
な
姿
勢
が
目
立
ち
、
実
質
的
な
リ
ー

ダ
ー
役
を
務
め
た
ム
エ
ン
・
サ
ム
・
ア
ン
人

口
と
開
発
に
関
す
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
議
員
連
盟

（
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
議
長
（
女
性
）
を
筆
頭
に
国

会
議
員
型
人
が
討
論
に
参
加
し
た
。
イ
ン
ド

シ
ナ
の
歴
史
の
中
で
最
大
級
の
不
幸
と
称
さ

れ
た
内
戦
の
傷
跡
か
ら
や
っ
と
抜
け
出
し
、

復
興
へ
の
歩
み
を
速
め
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
へ
の

加
盟
を
き
っ
か
け
に
国
際
的
な
舞
台
に
登
場

し
よ
う
と
い
う
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
意
欲
を
示
し

た
も
の
と
受
け
取
ら
れ
る
。

日
本
か
ら
は
憲
法
記
念
日
行
事
で
出
席
を

断
念
し
た
中
山
太
郎
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
長
に
代

わ
っ
て
団
長
役
を
務
め
た
副
理
事
長
の
清
水

嘉
与
子
参
議
院
議
員
を
は
じ
め
、
谷
津
義
男

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー

ラ
ム
議
長
、
桜
井
新
国
際
人
口
問
題
議
員
懇

談
会
副
会
長
、
武
山
百
合
子
、
海
江
田
万
里
、

長
浜
博
行
、
生
方
幸
夫
各
衆
議
院
議
員
が
参

加
し
た
。
ま
た
、
リ
ソ
ー
ス
パ
ー
ソ
ン
と
し

て
参
加
し
た
國
井
修
長
崎
大
学
熱
帯
医
学
研

究
所
教
授
が
、
外
務
省
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
イ
ラ
ク
の
現
地
を
踏
ん
だ

経
験
を
活
か
し
て
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
貴
重
な

貢
献
を
し
た
。

国
際
機
関
を
代
表
し
て
参
加
し
た
国
連
人

口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
の
イ
メ
ル
ダ
・
ヘ

ン
キ
ン
事
務
局
次
長
や
ベ
テ
ィ
ナ
・
マ
ー
ス
・

カ
ン
ボ
ジ
ア
駐
在
代
表
、
国
際
家
族
計
画
連

盟
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
）
の
ラ
ー
ジ
・
カ
リ
ム
地
域

事
務
局
長
ら
も
地
震
・
津
波
被
害
へ
の
緊
急

対
策
な
ど
を
報
告
、
災
害
時
に
お
け
る
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
重
要
性
を
強
調

し
た
。

日
本
側
の
代
表
団
は
、
会
議
終
了
後
、
地

震
・
津
波
被
災
地
視
察
班
と
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

国
内
視
察
班
に
分
か
れ
て
、
日
本
の
援
助
の

実
態
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
の
現
場
を
見
学
し
た
。
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第２１回人□と開発に関するアジア国会議員代表者会議

プノンペン・カンボジア

2005年４月29日、３０日

緊急時における人口
一社会・経済的復興における国会議員としての対応一

開会式

主催者挨拶中山太郎衆議院議員・アジア人口開発協会（APDA）理事長
代読清水嘉与子参議院議員・APDA副理事長

歓迎挨拶ムエン・サム・アン人口と開発に関するカンボジア議員連盟(CAPPD）
議長

挨拶谷津義男衆議院議員・人口と開発に関するアジア議員フォーラム(AFPPD）
議長

挨拶イメルダ・ヘンキン国連人口基金（UNFPA）事務局次長

開会挨拶ヘン・サムリン・カンボジア国会議長代行

基調講演：緊急時における国会議員の活動について

ムェン・サム・アンCAPPD議長

セッションＩ：緊急時における人ロー課題・対応策―

國井修長崎大学熱帯医学研究所教授

セッションⅡ：災害と国際協力、国会議員の役割一津波被害対策を中心に－

桜井新参議院議員・AFPPD食料安全保障委員会委員長

セッションⅢ：緊急時における人ロと公衆衛生

ベテイナ・マースUNFPAカンボジア駐在代表

セッションⅣ：国際／国内紛争時におけるリプロダクテイブ・ヘルス／ライツ

オック・ヴオン・ヴァニテイ・カンボジア・リプロダクテイブ・ヘル

ス協会（RHAC）事務局長

セッションＶ：ラウンドテーブルディスカッション：緊急時における国会議員の役割

一生活環境の復興と社会・経済発展に向けて－

閉会式

閉会挨拶

挨拶

清水嘉与子APDA副理事長

ラージ・カリム国際家族計画連盟・東・東南アジア・オセアニア地域

（IPPF-ESEAOR）事務局長

イメルダ・ヘンキンUNFPA事務局次長

ムエン・サム・アンCAPPD議長

拶
拶

挨
挨

７



本
日
は
、
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア

国
会
議
員
代
表
者
会
議
」
に
ご
参
集
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
ず
、
は
じ
め
に

会
議
開
催
に
向
け
て
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
国
会
議
長
代
行
ヘ
ン
・
サ
ム
リ

ン
殿
下
、
ム
エ
ン
・
サ
ム
・
ア
ン
人
口
と
開

発
に
関
す
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
議
員
連
盟
（
Ｃ
Ａ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
議
長
、
ペ
ン
・
パ
ン
ー
ー
ャ
Ａ
Ｐ
Ｄ

Ａ
会
議
準
備
委
員
会
委
員
長
、
ベ
テ
イ
ナ
・

マ
ー
ス
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
カ
ン
ボ
ジ
ア
駐
在
代
表
、

そ
の
他
関
係
者
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
は
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
の
中
で

も
最
後
ま
で
戦
火
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。
後

世
の
歴
史
家
が
別
世
紀
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
史
を

振
り
返
っ
た
と
き
、
人
類
最
大
級
の
不
幸
で

あ
っ
た
と
い
う
評
価
を
下
す
こ
と
は
間
違
い

な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
な
ぜ
起
こ
っ
た

の
か
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て

い
た
の
か
、
あ
ま
り
に
も
重
い
歴
史
的
な
事

実
が
冷
静
に
判
断
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め

に
は
、
今
し
ば
ら
く
の
時
間
が
必
要
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
、
こ
の
Ａ
Ｐ
Ｄ

Ａ
会
議
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン

で
開
催
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
は
大
き
な
意

義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
カ
ン
ボ
ジ

ア
国
に
は
深
い
思
い
入
れ
が
あ
り
ま
す
。
１

９
９
１
年
、
私
が
外
務
大
臣
在
任
中
に
カ
ン

ボ
ジ
ア
和
平
の
道
筋
が
決
ま
り
ま
し
た
。
そ

の
年
の
ｎ
月
ｎ
日
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
和
平
パ
リ

国
際
会
議
が
開
か
れ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
各
派
の

代
表
、
私
自
身
を
含
む
咀
力
国
の
外
務
大
臣

が
集
ま
り
４
つ
の
文
書
か
ら
な
る
パ
リ
協
定
、

■■一口庁■一口太・・郎

一
、
Ａ
」
理
事
長

い
わ
ゆ
る
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
紛
争
の
包
括
的
政

治
解
決
の
た
め
の
協
定
」
が
で
き
た
の
で
す
。

日
本
が
国
際
的
紛
争
の
和
平
協
定
に
署
名
し

た
の
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
終
了
を
宣
言
す

る
ベ
ル
サ
イ
ユ
条
約
へ
の
署
名
以
来
加
年
ぶ

り
の
出
来
事
で
し
た
。
そ
の
後
、
１
９
９
３

年
に
明
石
康
国
連
次
長
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る

国
連
暫
定
統
治
機
構
（
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
の
も

と
で
制
憲
議
会
選
挙
が
行
わ
れ
、
現
在
の
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
基
礎
が
築
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
以
来
、
シ
ア
ヌ
ー
ク
元
国
王
を
は
じ

め
、
ご
臨
席
の
ラ
ナ
リ
ッ
ト
殿
下
、
フ
ン
セ

ン
首
相
と
親
密
な
交
流
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

今
会
議
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
プ
ノ
ン
ペ
ン

の
町
は
か
つ
て
の
荒
涼
と
し
た
町
並
み
が
夢

で
あ
っ
た
か
の
ご
と
く
、
賑
わ
い
、
平
和
を

享
受
し
て
お
り
ま
す
。
私
自
身
、
政
治
家
と

し
て
こ
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
和
平
と
い
う
歴
史
的

な
出
来
事
に
そ
の
当
事
者
と
し
て
関
わ
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
は
誇
り
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
現
在
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
平
和
と
繁
栄
を
心

か
ら
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
の
思
い
出
深
い
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
地
で
、

私
が
理
事
長
を
務
め
ま
す
財
団
法
人
ア
ジ
ア

人
口
・
開
発
協
会
が
主
催
す
る
、
「
第
皿
回
人

８



第２１回人口と開発に関するアジア国会議員代表者会議

口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表

者
会
議
」
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
思
い

万
感
に
迫
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
会

議
の
テ
ー
マ
は
「
緊
急
時
に
お
け
る
人
口
」

で
す
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く
今
、
私
た
ち
が
直

面
し
て
い
る
課
題
で
す
。
イ
ン
ド
シ
ナ
地
域

で
最
後
ま
で
紛
争
の
被
害
を
受
け
た
カ
ン
ボ

ジ
ア
が
見
事
に
立
ち
上
が
り
、
新
し
い
歩
み

を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
世
界
の
各
地
で
紛

争
は
引
き
続
い
て
お
り
ま
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
な
ど
一
応
の
安
定
を
見
せ
た
地
域
で
も
、

そ
の
後
遺
症
は
深
刻
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
昨
年
⑫
月
ス
マ
ト
ラ
北
部
沖
で
発
生

し
た
史
上
最
大
級
の
地
震
は
、
巨
大
な
津
波

を
引
き
起
こ
し
、
か
つ
て
な
い
甚
大
な
被
害

を
イ
ン
ド
洋
沿
岸
諸
国
、
遠
く
は
ソ
マ
リ
ア

に
ま
で
及
ぼ
し
ま
し
た
。
つ
い
３
月
に
も
大

規
模
な
余
震
が
発
生
し
、
被
害
を
拡
大
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
地
震
は
ス
ン
ダ
地
塊
の
周

辺
部
で
発
生
し
た
典
型
的
な
プ
レ
ー
ト
型
地

震
で
し
た
。
わ
が
国
日
本
も
、
ユ
ー
ラ
シ
ア

プ
レ
ー
ト
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
、

北
米
プ
レ
ー
ト
、
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
の
境
界

に
あ
た
り
、
世
界
に
冠
た
る
地
震
国
で
す
。

つ
い
昨
年
も
、
月
泌
日
に
新
潟
中
越
地
方
で

大
規
模
な
地
震
が
起
き
ま
し
た
し
、
１
９
９

５
年
１
月
Ⅳ
日
に
は
阪
神
淡
路
大
地
震
が
襲

い
神
戸
の
町
を
壊
滅
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
自
然
災
害
は
ど
の
国
で
も
起
こ
り
う
る

こ
と
で
あ
り
、
国
際
的
な
協
力
が
必
要
で
あ

り
ま
す
。
今
回
の
津
波
被
害
に
向
け
て
は
、

日
本
も
国
際
的
に
見
て
も
す
ば
や
い
対
応
を

取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
日
本

の
地
震
被
害
の
経
験
が
国
際
的
に
生
か
さ
れ

た
結
果
で
す
。
津
波
被
害
は
緊
急
援
助
の
段

階
か
ら
、
現
在
で
は
生
活
復
興
支
援
の
段
階

へ
と
移
行
し
、
国
際
社
会
か
ら
の
支
援
を
含

め
復
興
を
ど
の
よ
う
に
後
押
し
す
る
か
と
い

う
こ
と
が
最
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

戦
争
で
あ
れ
、
国
内
の
内
紛
で
あ
れ
、
津

波
な
ど
の
自
然
災
害
で
あ
れ
、
そ
こ
で
最
も

被
害
を
受
け
る
の
は
女
性
で
あ
り
、
子
ど
も

た
ち
で
あ
り
、
障
害
者
で
あ
り
、
少
数
民
族

や
社
会
の
周
辺
に
追
い
や
ら
れ
た
人
々
で
す
。

ス
マ
ト
ラ
沖
の
地
震
で
も
女
性
や
子
ど
も
た

ち
が
様
々
な
暴
力
の
深
刻
な
被
害
者
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
同

時
に
不
眠
不
休
で
緊
急
対
策
の
た
め
に
身
命

を
賭
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
数
多
く
の
尊
い

善
意
の
活
動
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
そ
こ

に
人
間
性
の
「
す
ば
ら
し
さ
」
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
私
た
ち
国

会
議
員
の
役
割
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ

う
か
。
私
た
ち
は
国
民
か
ら
選
ば
れ
、
国
民

の
民
意
を
国
政
に
反
映
す
る
た
め
に
活
動
し

て
お
り
ま
す
。
国
民
の
幸
福
を
願
い
、
一
人

一
人
が
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
社
会
を
つ
く
る
と
い
う
私
た
ち
共
通
の

目
的
の
た
め
に
、
手
を
つ
な
い
で
努
力
し
て

い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
会
場
に
は
、

懐
か
し
い
顔
も
数
多
く
見
え
ま
す
。
こ
の
会

議
が
、
「
国
会
議
員
と
し
て
緊
急
時
に
何
を
す

べ
き
か
」
を
考
え
る
端
緒
と
な
り
、
ア
ジ
ア

地
域
の
連
帯
を
さ
ら
に
強
化
す
る
き
っ
か
け

と
な
れ
ば
こ
れ
に
過
ぎ
る
喜
び
は
あ
り
ま
せ

ん
。
皆
様
方
の
積
極
的
な
ご
討
議
を
期
待
し
、

主
催
者
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

（
清
水
嘉
与
子
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
副
理
事
長
代
読
）
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本
日
は
「
第
ｎ
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る

ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
」
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
ま
し
た
す
べ
て
の
方
々
に
Ａ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
を
代
表
し
て
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
と
り
わ
け
公
務
多
忙
の
中
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
に
お
け
る
本
会
議
開
催
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
た
国
会
議
長
ノ
ロ
ド
ム
・
ラ
ナ

リ
ッ
ト
殿
下
を
は
じ
め
、
ム
エ
ン
・
サ
ム
・

ア
ン
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
カ
ン
ボ
ジ
ア

議
員
連
盟
」
（
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
議
長
、
ペ
ン
・

パ
ン
ニ
ャ
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
準
備
委
員
会
委
員

長
、
ベ
テ
ィ
ナ
・
マ
ー
ス
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
カ
ン

ボ
ジ
ア
駐
在
代
表
な
ど
関
係
者
の
皆
様
に
感

謝
の
念
を
捧
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
今
回
の
第
ｎ
回
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
で
は

主
要
テ
ー
マ
と
し
て
「
緊
急
時
に
お
け
る
人

口
問
題
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
か
つ

て
凄
惨
な
紛
争
の
舞
台
と
な
り
、
今
は
平
和

と
民
主
主
義
を
め
ざ
し
て
発
展
を
遂
げ
つ
つ

あ
る
当
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
地
で
、
こ
の
テ
ー
マ

を
め
ぐ
る
国
会
議
員
の
責
任
が
静
諦
な
雰
囲

気
の
中
で
議
論
さ
れ
る
こ
と
自
体
、
大
変
意

義
深
い
と
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
爆
発
的
な
人

口
増
加
が
民
族
紛
争
の
原
因
に
な
る
こ
と
は

多
く
の
専
門
家
が
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
日
本
を
含
む
多
く
の

関
係
国
の
協
力
の
も
と
で
和
平
を
達
成
し
た

こ
と
は
、
平
和
を
願
う
国
際
協
力
の
１
つ
の

モ
デ
ル
を
提
供
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

世
界
の
各
地
で
は
未
だ
に
民
族
や
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
の
対
立
か
ら
紛
争
が
絶
え
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
和
平
達
成
の
プ
ロ
セ

ス
が
平
和
を
求
め
る
人
類
の
英
知
の
発
露
と

し
て
、
今
後
も
国
際
的
な
貢
献
を
果
た
し
て

Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長

義
男

い
く
こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

今
回
の
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
の
大
き
な
焦
点
は

言
う
ま
で
も
な
く
、
昨
年
暮
れ
と
そ
の
後
と

２
度
に
わ
た
っ
て
イ
ン
ド
洋
沿
岸
を
襲
っ
た

地
震
と
津
波
に
よ
る
人
類
規
模
の
被
害
で
あ

り
ま
す
。
別
世
紀
の
初
期
に
活
躍
し
た
日
本

の
自
然
科
学
者
で
あ
り
、
ま
た
作
家
で
も
あ
っ

た
寺
田
寅
彦
は
１
９
２
３
年
に
日
本
を
襲
っ

た
「
関
東
大
震
災
」
に
際
し
て
「
災
害
は
忘

れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」
と
の
名
言
を
残

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
忘
れ
る
ど
こ
ろ
か
、

ま
っ
た
く
経
験
の
な
か
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

ス
リ
ラ
ン
カ
、
モ
ル
デ
ィ
ブ
、
タ
イ
そ
の
他

の
沿
岸
住
民
の
驚
樗
と
、
釦
万
人
の
家
族
を

失
っ
た
人
々
の
嘆
き
は
想
像
を
絶
す
る
も
の

で
あ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

私
自
身
、
今
年
の
３
月
初
め
タ
イ
の
ク
ラ

ビ
島
で
開
催
さ
れ
た
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
学
術

会
議
」
に
出
席
し
た
機
会
に
、
ス
マ
ト
ラ
沖

地
震
の
津
波
被
害
を
受
け
た
ピ
ピ
島
、
プ
ー

ヶ
ッ
ト
、
カ
オ
ラ
ッ
ク
の
各
地
を
空
か
ら
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
で
視
察
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
島
々
で
は
広
範
囲
に
及
ぶ
海
岸
が

大
波
に
洗
わ
れ
、
か
つ
て
は
緑
に
覆
わ
れ
て

い
た
で
あ
ろ
う
土
地
が
白
く
変
色
、
土
が
む
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第２１回人ロと開発に関するアジア国会議員代表者会議

き
出
し
に
な
っ
て
い
る
情
景
を
目
の
あ
た
り

に
し
て
、
被
害
の
す
さ
ま
じ
さ
を
実
感
い
た

し
ま
し
た
。
こ
の
惨
事
は
、
世
界
中
で
跡
を

絶
た
な
い
人
為
的
な
争
い
の
愚
か
さ
と
、
人
々

は
自
然
の
予
期
せ
ぬ
猛
威
に
も
日
ご
ろ
か
ら

備
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
、
多
く
の
人

命
の
犠
牲
の
上
で
教
え
ま
し
た
。
こ
う
し
た

自
然
災
害
に
際
し
て
で
き
る
だ
け
犠
牲
を
最

少
化
す
る
決
意
と
、
地
震
に
対
す
る
知
識
や

万
一
の
場
合
に
備
え
て
の
警
報
シ
ス
テ
ム
の

確
立
が
急
務
で
あ
り
ま
す
。
今
回
の
Ａ
Ｐ
Ｄ

Ａ
会
議
に
は
被
災
国
か
ら
も
代
表
が
参
加
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
会
議
の
討
論
を
通
じ

て
、
今
こ
そ
ア
ジ
ア
を
代
表
す
る
我
々
国
会

議
員
が
そ
の
責
務
を
自
覚
し
、
協
調
精
神
を

Ｌｂ．□９・リグも、ＪＰｔ７ＦＱ、ログＦＱｑＪ〃ｑＣｐｐｒＬｂＪ７０ＪｒＬ凸Ｊ８、Ｊｒｏ１Ｊ１、○Ｊ、■ＪｒⅦⅡけ由、Ｊ●、。‐・ｄＬｂｊＩ、ＰＩ、呪・ｒｑ、。〃、クゴ５ＱＤｆ９〃２１か１，クゴ９Ｑ６ｄＩｑムゲ８℃Ｊ日ｃＪ０ｑ６け０●ｑノリ々６〃０９０．６４０けＯｑ９■ＯＨ０ｉｊｈ６ｄ６●ｈ０ｆ●、。。Ｏ‐、ＣＰＯ、Ｕ７Ｐ４、８グーも卜．。－＄・ＢＰＩｌザ、＄●〃、１Ｊも＄β●、ｆＪも。■β凸、ロロヴｑｐｐＪ、ｉＰＰＡ１ＪｑｑＪＪｑ．、■ｆ●■もＪｆ０Ｑ１ｐ〃０１口”と。〃ず、●Ｉ”ｉ、ＳＪ７Ｏｑログ７勺●１Ｆ■１。●１Ｆ口。いざ●田、Ｚｒ、▽０口、、ｊ彗曰、９Ｊひｓｑｊｄ１、Ｊ■＄、ｄｊＬ、ｊ●＄、・ｊｒ。、△●、▽夕４１９ββ▼、ひび、。。ゴ、、ロ●４ｑ、。ごＩｑＰＪ』、ＰＯＢ●夕〃、ＤＰ■、。ｆ●ｑ、△ｆ、、クヴ９５・ｒｑ可。〃ｇＱｊＪ●、ゲ０●９ケ０．口●Ｊ６ｑノリ■ｏａｑｂグ０『‐〃〃０。‐’”１０－グＪ９ｑ↓けⅡ⑤－，口Ｏｑ６ぴⅡ寺６ゲ０■－ザ０寺↓け０■十‐ｆ■。◇●グ

「
第
皿
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
」
を
、
皆
様
方
の
熱
心

通
し
て
国
境
を
越
え
た
連
帯
の
精
神
が
発
揮

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

ア
フ
リ
カ
で
猛
威
を
振
る
っ
て
お
り
ま
す

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
も
、
ｕ
世
紀
と
釦
世
紀
初

頭
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
世
界
を
襲
い
、

数
千
万
人
の
命
を
奪
っ
た
ペ
ス
ト
と
ス
ペ
イ

ン
風
邪
に
次
ぐ
第
３
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
病

気
の
世
界
的
流
行
）
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

す
で
に
２
０
０
０
万
人
が
命
を
奪
わ
れ
て
い

る
エ
イ
ズ
の
治
療
、
ケ
ア
、
予
防
に
世
界
規

模
の
関
心
を
呼
び
起
こ
す
と
と
も
に
、
な
ん

と
し
て
も
予
想
さ
れ
て
い
る
ア
ジ
ア
地
域
で

の
大
流
行
に
歯
止
め
を
か
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
も
は
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
は
単
な

る
個
人
の
病
気
で
は
な
く
、
国
際
社
会
が
一

■■■■■■嘉与子

回
Ａ
副
理
事
長

致
し
て
取
り
組
む
べ
き
人
類
的
課
題
で
あ
り

ま
す
。Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
に
結
集

さ
れ
た
ア
ジ
ア
の
国
会
議
員
と
力
を
合
わ
せ

て
、
各
国
の
政
策
決
定
者
に
強
い
影
響
を
与

え
る
立
場
で
、
す
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
な

紛
争
や
自
然
災
害
や
世
界
的
な
感
染
病
対
策

の
よ
う
な
人
類
的
課
題
に
果
敢
に
挑
戦
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
第
、
回
Ａ

Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
が
実
り
あ
る
も
の
に
な
る
よ
う

お
互
い
に
努
力
す
る
こ
と
を
誓
っ
て
ご
挨
拶

に
代
え
ま
す
。
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

な
ど
協
力
の
お
か
げ
で
成
功
裏
に
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
講
師
の
先
生
方

に
は
卓
越
し
た
ご
講
演
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

今
回
の
会
議
は
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
と
し
て
初
め
て
、

「
緊
急
時
に
お
け
る
人
口
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
近
年
、
大
規
模
な
自
然
災

害
が
引
き
続
く
と
同
時
に
、
国
際
社
会
の
変
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化
を
背
景
に
予
測
の
で
き
な
い
紛
争
や
テ
ロ

が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

最
も
被
害
を
受
け
る
の
が
女
性
で
あ
り
、
子

ど
も
で
あ
り
、
障
害
者
で
あ
り
、
少
数
民
族

で
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
的
に
弱
い
立
場
に

あ
る
人
々
が
最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
る
現

状
の
改
善
の
た
め
に
、
私
た
ち
国
会
議
員
が

ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
う
る
の
か
、
こ

れ
が
今
回
、
最
も
中
心
と
な
っ
た
課
題
で
あ
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
人
口
と

開
発
の
分
野
の
基
本
的
な
事
柄
を
協
議
す
る

こ
と
が
多
か
っ
た
私
た
ち
の
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議

で
す
が
、
様
々
な
関
係
が
よ
り
複
雑
化
し
、

よ
り
困
難
に
な
っ
て
い
く
中
で
「
緊
急
時
に

お
け
る
人
口
」
を
テ
ー
マ
に
国
会
議
員
と
し

て
何
を
な
す
べ
き
か
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ

た
こ
と
は
画
期
的
な
一
歩
で
な
か
っ
た
か
と
、

自
負
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

先
日
、
コ
フ
ィ
・
ア
ナ
ン
国
連
事
務
総
長

が
国
連
改
革
の
一
環
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

国
連
の
方
針
と
し
て
「
人
間
の
尊
厳
が
守
れ

る
社
会
の
構
築
」
と
い
う
こ
と
を
打
ち
出
し

て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
私
た
ち
が
人
口
と

開
発
問
題
を
協
議
し
て
い
く
上
で
の
基
本
的

理
念
、
も
し
く
は
目
標
と
し
て
加
年
以
上
も

前
か
ら
訴
え
か
け
て
き
た
こ
と
で
す
。
し
た

が
い
ま
し
て
、
こ
の
「
人
間
の
尊
厳
が
守
れ

る
社
会
の
構
築
」
と
い
う
主
張
が
国
際
的
に

も
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
は
、
こ
れ
ま

で
の
私
た
ち
の
活
動
が
、
何
ら
か
の
形
で
影

響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

私
た
ち
の
世
界
は
複
雑
化
し
、
同
時
に
相

互
依
存
を
急
速
に
深
め
て
い
き
ま
す
。
ケ
ネ

ス
・
ボ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
た
ち
が
「
宇
宙
船
地

球
号
」
と
私
た
ち
の
地
球
を
呼
ん
だ
と
き
に

比
べ
て
も
、
比
べ
物
に
な
ら
な
い
ほ
ど
相
互

依
存
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。
相
互
依
存
が
深

ま
る
こ
と
で
時
に
は
、
私
た
ち
は
利
害
の
ぶ

つ
か
り
合
う
ケ
ー
ス
も
多
く
な
り
ま
す
。
私

は
、
こ
の
複
雑
化
し
、
関
係
が
深
く
な
っ
た

社
会
に
お
け
る
問
題
解
決
の
知
恵
を
磨
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
ど
の
よ
う

な
協
力
が
可
能
な
の
か
。
ど
の
よ
う
な
問
題

が
さ
ま
ざ
ま
な
争
い
の
原
因
と
な
っ
て
い
る

の
か
、
等
々
・
複
雑
な
状
況
に
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
、
そ
れ
に
十
分
に
対
応
で
き
な
け
れ
ば

人
は
行
動
が
単
純
に
な
り
、
乱
暴
に
な
り
ま

す
。
問
題
が
複
雑
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
そ

れ
を
理
解
し
解
決
方
法
を
見
出
す
知
恵
が
必

要
と
な
る
の
で
す
。
こ
の
知
恵
が
、
力
を
持

つ
た
め
に
は
、
現
実
的
に
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
は
、
相
互
の
理
解
と
信
頼
が
そ
の
基

礎
に
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
複
雑
な
状
況

の
中
で
適
切
に
問
題
に
対
処
す
る
た
め
の
強

靭
な
知
性
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

人
を
信
じ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
明
る
い
未

来
を
信
じ
る
こ
と
な
く
、
国
会
議
員
の
活
動

は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
国
民
の
信
頼

を
得
て
国
政
の
場
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
複
雑
化
す
る
社
会
に

お
い
て
私
た
ち
の
役
割
は
よ
り
一
層
重
要
に

な
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
責
任
も
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
く
る
の
で

す
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
場
で
、
胸
襟
を

開
い
て
率
直
な
協
議
を
行
い
、
問
題
を
把
握

し
、
理
解
し
て
い
く
こ
と
。
そ
し
て
、
こ
の

理
解
を
も
と
に
各
国
政
府
に
働
き
か
け
、
各

国
の
選
挙
民
に
語
り
か
け
る
こ
と
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
責
任
を
果
た
す
べ
く
、

皆
様
と
手
を
取
り
合
っ
て
、
努
力
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
の

活
動
が
基
盤
を
作
り
上
げ
る
た
め
に
貢
献
で

き
る
こ
と
を
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

豹
、
釦
の
両
日
に
わ
た
っ
て
、
こ
こ
プ
ノ

１２



第２１回人口と開発に関するアジア国会議員代表者会議

ン
ペ
ン
で
各
国
代
表
の
間
に
深
ま
っ
た
議
論

が
そ
れ
ぞ
れ
の
お
国
の
開
発
と
人
々
の
生
活

環
境
を
守
り
、
尊
厳
を
高
め
る
た
め
に
少
し

で
も
役
立
つ
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。
今

環
境
を
守
り
、
尊
厳
を
高
め
る
た
め
に
少
し

で
も
役
立
つ
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。
今

回
の
会
議
開
催
に
当
た
っ
て
は
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
国
会
議
長
ノ
ロ
ド
ム
・
ラ
ナ
リ
ッ
ト
殿
下
、

ム
エ
ン
・
サ
ム
・
ア
ン
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
、

ペ
ン
・
パ
ン
ニ
ャ
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
準
備
委
員

会
委
員
長
を
は
じ
め
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
ス
タ
ッ

フ
の
皆
様
、
ベ
テ
ィ
ナ
・
マ
ー
ス
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ

Ａ
カ
ン
ボ
ジ
ア
駐
在
代
表
を
は
じ
め
Ｕ
Ｎ
Ｆ

Ｐ
Ａ
の
皆
様
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
協
会
の
皆
様
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
な

ど
様
々
な
方
々
の
積
極
的
な
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
リ
ソ
ー
ス
パ
ー
ソ

ン
の
卓
越
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
各

国
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
い
た
国
会
議
員
の
皆

様
の
積
極
的
な
討
議
へ
の
参
加
な
く
し
て
、

こ
の
会
議
の
成
功
は
あ
り
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

改
め
て
こ
こ
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
次

の
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
で
皆
様
と
お
目
に
か
か
れ

る
こ
と
を
楽
し
み
に
閉
会
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

３



－－

f鍵輝厩
ＩＷＩ

ｇ~.-Ｗ セッションＩ蕊！

騒騒

霧1蕊 臘詞
÷ 緊

急
時
に
お
け
る
人
口

一和

Ｐ
Ｆ
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
事
務
局
長
、
各
国

代
表
議
員
の
皆
様
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
い

■P
甲Ⅱ

Fも！‘島:ｌｖ

長
崎
大
学
熱
帯
医
学
研
本

二Ibf

竺内［

ム
エ
ン
・

サ
ム
・
ア
ン

Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

議
長
、
清
水

嘉
与
子
Ａ
Ｐ

Ｄ
Ａ
副
理
事

長
、
谷
津
義

男
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
議
長
、
ま

た
イ
メ
ル

ダ
・
ヘ
ン
キ

ン
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ

Ａ
事
務
局
次

長
、
ラ
ー
ジ
・

カ
リ
ム
ー
Ｐ

垣
、
頁

一
一
』
・
ロ
曰

●

所
教
授
國
井

修

過
去
、
年
間
で
自
然
災
害
と
被
災
者
の
数

は
急
速
に
増
え
、
現
在
、
年
間
２
億
５
０
０

０
万
人
以
上
が
被
災
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
は
最
も
災
害

が
起
こ
り
や
す
く
、
自
然
・
技
術
災
害
に
よ

る
死
者
は
、
世
界
中
の
総
数
の
約
別
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
自
然
災
害
は
火
山
の
噴
火
か

ら
暴
風
ま
で
様
々
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
最

も
規
模
が
大
き
く
衝
撃
的
だ
っ
た
の
は
、
イ

ン
ド
洋
沖
大
地
震
と
津
波
で
し
ょ
う
。
私
は

緊
急
援
助
や
感
染
症
流
行
リ
ス
ク
の
評
価
の

た
だ
き
ま
し
て
非
常
に
光
栄
に
思
い
ま
す
。

こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
私
が
携
わ
っ
た

ア
ジ
ア
の
緊
急
災
害
の
事
例
を
取
り
上
げ
な

が
ら
、
緊
急
時
に
お
け
る
課
題
と
対
応
策
に

つ
い
て
説
明
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ゴ
メ
心
宮

実
は
、
ア
ジ
ア
お
よ
び
世
界
で
最
も
頻
繁

に
起
こ
っ
て
い
る
自
然
災
害
は
洪
水
で
す
。

そ
し
て
洪
水
の
一
番
の
被
災
国
は
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
で
す
。
こ
の
国
で
は
洪
水
が
ほ
ぼ
毎

た
め
、
ま
た
復
興
援
助
の
た
め
の
日
本
政
府

代
表
団
と
し
て
、
タ
イ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
被
災
地
を
何
度
か
訪
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
私
が
目
に
し
た
の
は
、
瓦
礫
の

山
と
家
族
や
財
産
を
失
い
、
途
方
に
暮
れ
て

い
る
人
々
で
し
た
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
感
染
病
の
爆

発
的
流
行
に
よ
っ
て
さ
ら
に
過
万
人
も
の
被

災
者
が
命
を
落
と
す
危
険
性
が
あ
る
と
瞥
告

し
、
対
策
を
急
ぐ
よ
う
国
際
社
会
に
呼
び
か

け
ま
し
た
。
私
は
ス
リ
ラ
ン
カ
と
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
専
門
家
の
協
力
を
受
け
、
被
災
地
で

の
感
染
症
の
発
生
状
況
お
よ
び
そ
の
リ
ス
ク

に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。
予
想
に
反
し
て
、

災
害
後
の
初
期
の
段
階
で
は
そ
の
よ
う
な
可

能
性
は
低
い
と
の
調
査
結
果
で
し
た
。
マ
ラ

リ
ア
や
デ
ン
グ
熱
を
媒
介
す
る
蚊
も
津
波
で

流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま

た
国
内
外
か
ら
の
多
大
な
緊
急
援
助
に
よ
り
、

シ
ェ
ル
タ
ー
や
食
料
、
水
の
供
給
と
衛
生
対

策
が
で
き
た
こ
と
も
理
由
の
１
つ
で
し
ょ
う
。
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緊急時における人ロセッションＩ

年
起
こ
り
、
６
年
ご
と
に
国
士
の
釦
％
以
上

が
浸
水
し
て
緊
急
事
態
に
陥
り
ま
す
。
１
９

９
８
年
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
過
去
最
大
の

洪
水
災
害
の
時
、
被
災
者
の
健
康
調
査
を
し

ま
し
た
。
国
土
の
３
分
の
２
が
浸
潤
し
、
深

さ
は
別
メ
ー
ト
ル
以
上
、
期
間
は
２
カ
月
間

以
上
に
も
わ
た
り
ま
し
た
。
３
０
０
０
万
人

が
被
災
し
、
家
を
失
い
ま
し
た
。
被
災
者
の

間
で
伝
染
病
も
広
ま
り
、
蛆
万
人
以
上
が
下

痢
を
起
こ
し
、
ま
た
多
く
の
人
々
が
肺
炎
に

か
か
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
熱
帯
地
域
で

な
ぜ
肺
炎
が
広
ま
る
の
か
疑
問
に
思
う
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
被
災
者

は
安
全
な
場
所
に
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
緊
急
事
態

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
災
し
た
家
に
盗
み
に

●國井修(<'こいおさむ）

長崎大学熱帯医学研究所国際保健学教授。

1988年自治医科大学卒業。公衆衛生学修

士(ハーバード大)、医学博士・内科医と

して病院および僻地で診療後、自治医科

大学衛生学助手、国立国際医療センター、

東京大学国際地域保健学講師、外務省開

発計画課長補佐を経て、2005年10月より

現職。ＮＧＯ、政府を通じて、ソマリア、

カンボジア、バングラデシュ、ペルーな

どの緊急事態(自然災害､紛争・難民、人

質事件など)の医療援助、調査に従事≦

入
ろ
う
と
す
る

者
が
い
た
た
め
、

被
災
者
の
中
に

は
盗
難
が
起
き

な
い
よ
う
、
屋

根
の
上
で
自
分

の
家
や
財
産
を

見
張
っ
て
い
る

者
も
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
水
に

浸
っ
て
呼
吸
器

感
染
に
か
か
り
、

後
に
人
々
が
密

集
し
て
い
た
避

難
所
で
感
染
が

拡
大
す
る
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

洪
水
発
生
の
将
来
予
測
は

悲
観
的
で
す
。
近
年
、
よ
り

多
く
の
国
土
面
積
が
浸
水
す

る
よ
う
に
な
り
、
２
０
５
０

世界の自然災害の発生件数･死者数.被災者数の推移(1900～2004年）

被
害
者

目
日
蔚
貝
冒
薗
㈹
冒
冒
菌
←

Ｉ

。
□
で

。
。
⑭

。
。
ｎ

発
生
件
数

死
者
数

年
ま
で
に
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
周
り
の
海

面
が
１
ｍ
上
昇
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。

森
林
の
伐
採
、
人
口
の
増
大
、
そ
し
て
脆

弱
な
土
地
に
家
を
建
て
て
い
る
た
め
、
洪
水

数
日
汽
目
８
←

Ｉ ：
８
←

｡
●

ｊＨＨ

年
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以
外
に
も
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
様
々
な
天
災

に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
１
９
９
５
年
の
竜

巻
は
わ
ず
か
加
分
間
で
帥
の
村
を
襲
い
、
５

０
０
人
の
命
を
奪
い
、
さ
ら
に
５
０
０
人
が

行
方
不
明
に
な
り
ま
し
た
。
最
も
多
く
死
亡

し
た
人
口
グ
ル
ー
プ
は
、
女
性
や
子
ど
も
で

は
な
く
高
齢
者
で
し
た
。
竜
巻
に
よ
り
鉄
や

ト
タ
ン
屋
根
が
時
速
２
０
０
キ
ロ
の
速
度
で

風
に
飛
ぱ
さ
れ
人
を
殺
傷
し
た
の
で
す
が
、

子
ど
も
た
ち
は
小
さ
い
た
め
ト
タ
ン
屋
根
に

当
た
る
確
率
は
低
く
、
ま
た
家
族
に
擁
護
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
高
齢
者
は
家
族
に

守
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
若
者
に
比
べ
出
血

に
弱
い
た
め
命
を
落
と
す
確
率
が
高
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

災
害
の
備
え
が
あ
る
日
本
で
さ
え
、
天
災

が
与
え
る
被
害
は
多
大
で
す
。
１
９
９
５
年

の
阪
神
淡
路
大
震
災
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
、
輸
送
、
通
信
、
行
政
機
能
を

含
む
イ
ン
フ
ラ
・
対
応
能
力
が
破
壊
さ
れ
、

麻
庫
し
た
状
況
を
わ
が
目
で
見
ま
し
た
。
私

は
地
震
の
直
後
に
神
戸
入
り
し
ま
し
た
が
、

最
初
の
３
日
間
は
ほ
と
ん
ど
医
療
活
動
は
で

き
ず
、
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
の
剖
検
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
、

心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
は
こ
う
い
っ
た

災
害
後
に
多
く
起
こ
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
、

精
神
科
医
や
心
理
学
者
だ
け
が
対
応
す
る
の

で
は
な
く
、
心
理
的
・
社
会
的
ケ
ア
が
家
庭

や
地
域
社
会
や
学
校
と
い
っ
た
様
々
な
場
所

で
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、

救
援
に
あ
た
っ
て
い
る
人
た
ち
の
精
神
的
ケ

ア
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

紛
争
や
内
戦
に
よ
っ
て
避
難
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
人
た
ち
の
数
は
、
こ
の
５
年

で
倍
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
人
間
開
発
指
数

の
低
い
国
で
は
そ
れ
が
顕
著
で
す
。
こ
の
よ

う
な
紛
争
を
「
複
合
人
道
的
緊
急
事
態
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
紛
争
は
ア

ジ
ア
太
平
洋
で
特
に
多
く
、
世
界
中
の
紛
争

に
よ
る
死
亡
者
の
実
に
型
％
が
こ
の
地
域
の

人
々
で
す
。

私
は
１
９
８
０
年
代
に
タ
イ
の
国
境
の
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
を
訪
れ
、
１
９

９
０
年
代
に
は
プ
ノ
ン
ペ
ン
近
郊
で
地
域
保

健
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
は
再
建
・
復
興
プ
ロ
セ
ス
に
お

い
て
多
く
の
教
訓
や
モ
デ
ル
を
他
国
に
提
供

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
過
去
の
負
の

遺
産
も
抱
え
て
い
ま
す
。
対
人
地
雷
が
そ
の

１
つ
で
す
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
も
今
、
再
建
と
復
興
プ

ロ
セ
ス
で
多
く
の
困
難
を
抱
え
て
い
ま
す
。

タ
リ
バ
ン
政
権
下
で
は
女
性
は
家
の
外
で
働

く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
で
は
女

性
の
ヘ
ル
ス
ワ
ー
カ
ー
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
学
校
の

建
物
が
な
く
て
も
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
や
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
国
内
の
屋
外
で
女
児
の
基
礎
教

育
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
女
性
の
識

字
率
は
ま
だ
低
い
の
が
実
態
で
す
。
現
在
行

わ
れ
て
い
る
再
建
の
努
力
に
か
か
わ
ら
ず
、

妊
産
婦
の
死
亡
割
合
、
ま
た
５
歳
未
満
児
の

死
亡
率
は
世
界
で
最
も
劣
悪
な
国
の
１
つ
で

す
。
安
全
な
飲
料
水
、
ト
イ
レ
へ
の
ア
ク
セ

ス
も
劣
悪
で
す
。

イ
ラ
ク
は
、
昔
は
公
衆
衛
生
も
イ
ン
フ
ラ

も
整
備
さ
れ
、
繁
栄
し
た
国
で
し
た
。
高
度

な
技
術
や
医
療
ス
キ
ル
を
必
要
と
す
る
外
科

手
術
を
釦
年
前
に
す
で
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
が
訪
れ
た
病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
は
医
療
機
材
が
略
奪
さ
れ
る
か
破
壊
さ
れ

て
お
り
、
有
能
な
医
師
や
看
護
師
は
国
外
に

避
難
し
て
い
ま
し
た
。

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
ア
ラ
ル
海
は
か
つ
て
世
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界
で
４
番
目
の
湖
で
し
た
。
し
か
し
、
大
規

模
に
潅
概
用
水
を
利
用
し
た
た
め
に
水
面
は

半
分
に
、
量
は
４
分
の
３
に
減
り
、
か
つ
て

の
沃
土
が
今
で
は
塩
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
現
在
と
過
去
で
は
、
キ
ロ
も
水

際
が
引
い
て
し
ま
っ
て
い
る
箇
所
も
あ
り
ま

す
。
メ
デ
ィ
ア
は
殺
虫
剤
や
肥
料
の
過
剰
使

用
が
水
や
食
料
、
空
気
を
汚
濁
し
、
気
管
支

炎
、
肝
臓
病
、
腎
臓
病
ま
た
ガ
ン
が
３
０
０

０
％
も
増
え
た
と
報
道
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
わ
た
し
た
ち
が
ア
ラ
ル
海
地
域
に
お
い

て
子
供
の
健
康
調
査
を
し
た
際
、
そ
の
よ
う

な
環
境
に
よ
る
健
康
へ
の
害
を
裏
付
け
る
科

学
的
な
証
拠
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
健
康
へ
の
悪
影
響
に

関
す
る
報
道
は
、
噂
や
推
測
、
偏
見
の
あ
る

統
計
や
研
究
か
ら
出
て
き
た
も
の
で
し
た
。

私
た
ち
の
調
査
の
結
果
で
は
、
こ
の
よ
う
な

悪
影
響
は
環
境
的
要
因
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
他
の
要
因
も
存
在
し
ま
す
。
ソ
連

が
崩
壊
し
た
後
の
貧
し
い
農
村
の
社
会
経
済

的
変
化
が
そ
の
１
つ
で
す
。

も
う
１
つ
環
境
災
害
の
例
を
挙
げ
る
と
す

れ
ば
、
１
９
９
７
年
に
起
き
た
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
山
火
事
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
東
南
ア
ジ

ア
で
歴
史
上
最
悪
の
山
火
事
と
な
り
ま
し
た
。

１
５
０
０
カ
所
で
５
０
０
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

土
地
が
消
失
し
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
山
火

事
か
ら
発
生
し
た
煙
害
に
よ
っ
て
、
航
空
機

の
墜
落
や
タ
ン
カ
ー
の
衝
突
を
引
き
起
こ
し
、

周
辺
国
の
商
業
へ
の
影
響
は
多
大
で
し
た
。

私
は
大
気
汚
染
物
質
の
測
定
と
住
民
の
健
康

調
査
を
行
い
ま
し
た
が
、
こ
の
煙
の
中
に
い

く
つ
も
の
有
害
物
質
、
特
に
発
が
ん
物
質
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ア

ラ
ル
海
で
の
ケ
ー
ス
と
異
な
り
、
た
か
が
煙

と
思
っ
て
健
康
へ
の
影
響
が
軽
視
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の

経
験
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
感
染
症
も
ま

た
我
々
に
と
っ
て
大
き
な
脅
威
で
あ
り
、
非

常
事
態
で
す
。
こ
う
し
た
伝
染
病
に
よ
り
世

界
で
毎
日
印
万
人
の
人
々
が
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
で
は
恥
力
国
で
８
０
０
０

の
症
例
が
発
見
さ
れ
、
８
０
０
人
が
亡
く
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
１
９
９
７
年
に
日
本

で
起
き
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
の
ほ
う

が
患
者
、
死
者
と
も
に
多
く
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
は

振
り
返
っ
て
み
る
と
そ
れ
ほ
ど
恐
ろ
し
い
病

気
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
む
し

ろ
心
理
社
会
学
的
、
そ
し
て
経
済
的
な
イ
ン

パ
ク
ト
が
非
常
に
大
き
く
、
台
湾
で
は
Ｓ
Ａ

Ｒ
Ｓ
に
か
か
っ
た
と
思
い
込
ん
で
自
殺
し
た

人
さ
え
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
知
ら
ざ
る
敵
に

対
す
る
恐
怖
、
社
会
が
作
り
出
し
た
偏
見
差

別
に
よ
る
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

人
類
の
歴
史
上
、
唯
一
我
々
の
努
力
に
よ
っ

て
こ
の
世
か
ら
根
絶
し
た
感
染
症
は
天
然
痘

で
す
。
そ
し
て
現
在
私
た
ち
は
２
つ
目
の
感

染
症
の
根
絶
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ

が
ポ
リ
オ
で
す
。
し
か
し
、
２
０
０
５
年
末

ま
で
に
こ
の
ポ
リ
オ
を
根
絶
す
る
と
い
う
目

標
達
成
は
困
難
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て

私
た
ち
が
こ
の
１
つ
の
病
原
体
と
の
闘
い
に

四
苦
八
苦
し
て
い
る
こ
こ
加
年
間
で
釦
以
上

も
の
新
し
い
感
染
症
が
新
た
に
台
頭
し
ま
し

た
。
１
年
間
に
２
種
類
く
ら
い
の
病
原
体
が

新
た
に
発
生
し
て
い
る
の
で
す
。
伝
統
的
な

疾
病
、
例
え
ば
マ
ラ
リ
ア
や
結
核
な
ど
も
世

界
で
再
び
台
頭
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
感
染
症
に
お
い
て
、
宿
主
、
病

原
因
子
、
環
境
、
媒
介
動
物
と
い
っ
た
４
つ

の
決
定
要
素
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
感
染
症
の

台
頭
に
は
、
宿
主
で
あ
る
人
間
の
変
化
と
し

て
、
若
い
世
代
や
、
特
定
の
グ
ル
ー
プ
の
感
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染
症
に
対
す
る
脆
弱
性
が
弱
ま
り
つ
つ
あ
る
、

病
原
因
子
の
変
化
と
し
て
、
薬
に
対
し
て
抵

抗
を
持
っ
た
病
原
体
の
変
異
が
多
く
み
ら
れ

る
、
環
境
の
変
化
と
し
て
、
気
候
変
動
に
よ
っ

て
、
マ
ラ
リ
ア
の
媒
介
と
な
る
蚊
が
生
存
で

き
る
地
域
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
、
媒
介
動
物

で
あ
る
蚊
が
航
空
機
で
世
界
中
に
広
が
り
、

例
え
ば
西
ナ
イ
ル
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
に
感
染

ＨｌＶ陽性者720万人 820万人

女性のＨＩＶ陽性者190万人 230万人

新た な感染者 110万人 120万人

エイズ死者 470,000人540,000人

症
を
拡
大
す
る
こ
と
も
あ
る
、
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
が
今
懸
念
し
て
い
る
皿
の

感
染
症
が
あ
り
ま
す
。
テ
ロ
リ
ス
ト
が
こ
う

し
た
病
原
体
を
バ
イ
オ
テ
ロ
と
し
て
用
い
る

危
険
性
よ
り
も
、
む
し
ろ
母
な
る
自
然
が
こ

う
し
た
疾
病
を
も
た
ら
す
危
険
性
の
ほ
う
が

大
き
い
と
思
い
ま
す
。

ｎ
世
紀
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
は
こ
こ
ア
ジ

ア
に
お
い
て
も
非
常
に
大
き
な
脅
威
で
あ
り
、

非
常
事
態
と
な
っ
て
い
る
国
も
あ
り
ま
す
。

ア
ジ
ア
で
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
者
、
女
性
の
Ｈ
Ｉ

Ｖ
陽
性
者
、
新
た
な
感
染
者
、
エ
イ
ズ
に
よ

る
死
者
、
す
べ
て
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
が
リ
ス
ク
の
高
い
特
定
の

グ
ル
ー
プ
の
間
で
急
速
に
広
ま
っ
て
い
る
国

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
一
般
の
人
々
に
浸

透
し
て
行
く
前
段
階
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
朗
報
も
あ
り
ま
す
。
タ
イ
と
カ
ン

ボ
ジ
ア
で
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
有
病
率
が
低
下
し
て

い
ま
す
。
ウ
ガ
ン
ダ
、
セ
ネ
ガ
ル
、
ザ
ン
ビ

ア
と
い
っ
た
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
で
も

成
功
国
が
出
て
い
ま
す
。
様
々
な
部
門
間
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
介
入
、
例
え
ば
行

動
変
容
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
コ
ン
ド
ー

ム
使
用
の
促
進
と
い
っ
た
努
力
が
身
を
結
び

つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
成
功
例
に
お
い

て
１
つ
共
通
し
た
特
徴
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
政
治
家
が
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
、
そ

し
て
政
府
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

緊
急
事
態
の
発
生
、
頻
度
、
そ
の
重
症
さ

は
、
ハ
ザ
ー
ド
（
危
険
源
）
、
脆
弱
性
、
そ
れ

に
対
応
で
き
る
か
ど
う
か
の
能
力
に
大
き
く

影
響
を
受
け
ま
す
。
そ
の
地
域
や
人
々
の
脆

弱
性
は
災
害
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
左
右
す
る
要

素
で
す
。
ま
た
被
災
し
た
地
域
や
国
が
対
応

す
る
能
力
が
な
い
場
合
、
緊
急
時
に
対
す
る

対
応
能
力
の
決
定
要
素
と
な
る
で
し
ょ
う
。

リ
ス
ク
を
予
想
す
る
上
で
は
ハ
ザ
ー
ド
と
脆

弱
性
が
鍵
に
な
り
ま
す
。
災
害
と
い
う
の
は

突
然
発
生
す
る
た
め
、
正
確
な
情
報
な
く
し

て
緊
急
支
援
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
情
報
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
緊
急
時
に

お
い
て
は
多
く
の
場
合
、
関
係
者
の
問
で
共

有
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
緊
急
事
態
に
お
け
る

重
要
な
要
素
の
１
つ
は
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
、

そ
し
て
適
切
に
、
こ
の
ハ
ザ
ー
ド
、
脆
弱
性
、

そ
し
て
対
応
の
能
力
の
有
無
を
き
ち
ん
と
調

査
し
、
評
価
す
る
こ
と
で
す
。
す
べ
て
の
関

係
者
が
情
報
を
共
有
し
、
そ
し
て
そ
れ
を
政

1８



緊急時における人口セッションＩ

策
当
局
と
つ
な
げ
て
介
入
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
す
べ
て
の
関
係
者
、
特
に
政
策
立
案

者
、
学
者
、
行
政
当
局
、
そ
し
て
報
道
機
関

は
緊
密
に
連
携
を
と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

被
災
地
や
被
災
者
に
参
加
を
促
し
、
権
限
を

委
譲
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
共
通
の
認

識
は
あ
り
ま
す
が
、
実
際
は
被
災
者
そ
し
て

被
災
地
は
単
な
る
援
助
の
受
け
手
と
な
っ
て

し
ま
い
、
彼
ら
の
意
思
は
無
視
さ
れ
が
ち
で

す
。
こ
の
緊
急
支
援
お
よ
び
復
興
、
再
建
の

努
力
に
お
い
て
、
だ
れ
が
そ
の
中
核
に
な
る

べ
き
か
を
常
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
地
域
社
会
こ
そ
が

自
分
た
ち
に
と
っ
て
ど
ん
な
支
援
を
ど
の
よ

う
に
行
う
の
が
最
適
か
よ
く
わ
か
っ
て
い
る

か
ら
で
す
。

最
後
に
、
緊
急
事
態
の
そ
の
深
刻
さ
を
低

減
し
、
緊
急
事
態
に
備
え
る
た
め
に
、
予
防

お
よ
び
開
発
プ
ロ
セ
ス
が
非
常
に
重
要
だ
と

い
う
こ
と
を
強
調
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
平

和
の
時
に
は
忘
れ
が
ち
な
災
害
予
防
、
こ
れ

に
対
す
る
開
発
努
力
。
こ
れ
を
真
に
行
動
に

移
す
に
は
、
政
治
家
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、

そ
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
こ
そ
が
要
に
な
る

の
で
す
。
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災
害
と
国

ご
参
集
の
皆
様
、
本
日
は
、
「
災
害
と
国
際

協
力
Ｉ
国
会
議
員
の
役
割
は
何
か
ｌ
津
波
災

害
を
中
心
に
」
を
テ
ー
マ
に
お
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

昨
年
⑫
月
、
史
上
最
大
級
の
大
規
模
な
地

震
が
ス
マ
ト
ラ
島
北
部
を
襲
い
、
巨
大
な
津

波
被
害
を
イ
ン
ド
洋
の
周
辺
諸
国
に
及
ぼ
し

ま
し
た
。
被
災
者
の
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

に
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
か
つ
て

史
上
最
大
と
い
わ
れ
た
津
波
被
害
は
１
８
８

３
年
ジ
ャ
ワ
島
の
ク
ラ
カ
ト
ウ
火
山
爆
発
に

よ
る
津
波
で
死
者
３
万
６
０
０
０
人
で
し
た
。

今
回
の
津
波
被
害
に
よ
る
死
者
・
行
方
不
明

●
は
じ
め
に

際
協
力

●
桜
井
新
参
議
院
議
員

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
食
料
安
全
保
障
委
員
会
委
員
長

者
が
約
型
万
人
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら

今
回
の
津
波
被
害
が
け
た
違
い
に
大
き
な
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

昨
年
は
私
も
、
地
元
で
あ
る
新
潟
県
で
、

月
泌
日
午
後
５
時
弱
分
に
大
地
震
に
遭
い
、

多
く
の
死
者
と
ｎ
万
人
あ
ま
り
の
被
災
者
を

数
え
る
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
地
震
が

起
こ
っ
た
日
と
い
う
の
は
、
ち
ょ
う
ど
前
知

事
か
ら
新
知
事
へ
交
代
す
る
前
日
で
し
た
。

つ
ま
り
、
知
事
が
不
在
の
中
で
地
震
が
起
き

て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
。
私
は
国
会
議
員
で

す
か
ら
執
行
権
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
震
と

い
う
一
分
一
秒
を
争
う
状
況
で
、
橋
が
落
ち
、

道
路
が
寸
断
さ
れ
、
電
話
や
電
気
、
ガ
ス
、

水
道
も
す
べ
て
遮
断
さ
れ
、
ま
た
負
傷
者
も

出
て
い
ま
し
た
の
で
、
国
と
地
方
自
治
体
の

国
会
議
員
の
役
割
は

何
か
‐

間
、
ま
た
地
方
自
治
体
間
が
迅
速
に
連
携
を

図
れ
る
よ
う
に
連
絡
い
た
し
ま
し
た
。
私
も

釦
年
近
く
国
会
議
員
と
県
会
議
員
と
し
て
政

治
家
を
務
め
て
ま
い
り
ま
し
て
、
ま
た
自
分

の
事
業
の
関
係
上
、
各
方
面
の
こ
と
も
承
知

し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
不
在
だ
っ
た
知
事

の
代
わ
り
に
被
災
者
の
方
々
の
要
求
に
応
え

る
べ
く
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。

今
回
の
ス
マ
ト
ラ
島
を
襲
っ
た
地
震
と
津

波
に
よ
る
災
害
を
受
け
、
私
た
ち
国
会
議
員

が
有
益
な
提
案
を
出
し
、
話
し
合
う
た
め
に
、

今
日
こ
の
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア

国
会
議
員
代
表
者
会
議
」
を
開
催
で
き
た
こ

と
は
非
常
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
災
害
を
受
け
た
直
後
は
、
被
災
者
の
方
々

は
途
方
に
暮
れ
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
わ

か
ら
な
い
と
い
う
心
境
だ
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
よ
う
な
方
々
を
元
気
づ
け
、
自
信
を
持

た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
援
助
が
必
要

で
し
ょ
う
。
こ
の
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア

ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
も
、

国
会
議
員
が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
、
被

災
国
・
被
災
者
に
迅
速
に
働
き
か
け
ら
れ
る

組
織
に
な
れ
ば
、
ア
ジ
ア
地
域
で
さ
ら
に
大

き
な
貢
献
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
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セッションⅡ災害と国際協力

私
自
身
、
福
田
越
夫
元
首
相
の
指
導
の
も

と
に
人
口
問
題
に
携
わ
っ
て
約
妬
年
に
な
り

ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
創
生

か
ら
見
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
ｌ
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
の
活
動
は
人
口
と
持
続
可
能

な
開
発
の
問
題
に
、
各
国
の
議
員
が
携
わ
り
、

自
由
闇
達
な
議
論
を
積
極
的
に
繰
り
広
げ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
政
府
間
の
公
式
な
外
交

の
窓
口
と
は
違
い
ま
す
が
、
い
わ
ば
「
勝
手

口
」
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
外
交
で
あ
り
、
非

常
に
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
。
外

交
に
最
も
大
事
な
も
の
は
お
そ
ら
く
「
軍
事

力
」
で
も
、
「
経
済
力
」
で
も
な
く
、
「
信
頼
」

で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
こ
の
議
員
会
議
の

場
こ
そ
、
そ
れ
を
具
体
的
に
示
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
場
で
、
ア
ジ
ア
各
国
の
議
員
が
自

由
に
意
見
を
交
換
し
、
信
頼
を
形
成
し
、
理

解
を
深
め
て
き
た
の
で
す
。

国
際
援
助
の
主
流
は
今
な
お
国
際
社
会
の

原
則
に
則
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

簡
単
に
言
え
ば
、
援
助
を
受
け
取
る
各
国
政

府
が
援
助
を
求
め
な
い
以
上
、
ド
ナ
ー
国
は

援
助
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

●
国
会
議
員
の
役
割

で
す
。
こ
れ
は
国
際
社
会
に
お
け
る
「
主
権
」

の
考
え
か
ら
言
っ
て
も
当
然
で
す
。
国
会
議

員
は
国
民
か
ら
選
ば
れ
て
そ
の
意
見
を
代
表

す
る
存
在
で
す
。
そ
の
意
味
で
、
現
場
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
政
府
の
政
策
に
働
き
か
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
意
味
で
、
私
た
ち

は
各
国
に
あ
っ
て
そ
の
政
府
に
働
き
か
け
、

政
策
に
関
与
し
、
予
算
を
決
定
す
る
役
割
を

持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
私
た
ち
が
こ
の
よ
う

に
一
同
に
会
し
、
様
々
な
国
の
様
々
な
議
員

の
意
見
を
聞
き
、
そ
の
考
え
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

今
回
の
津
波
被
害
は
大
変
な
災
害
で
あ
り
、

そ
の
被
災
者
の
方
々
に
は
で
き
う
る
限
り
の

支
援
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
日
本
も
緊
急
援
助
と
し
て
５
億

ド
ル
の
う
ち
２
．
５
億
ド
ル
を
国
際
機
関
経

由
で
、
更
に
２
．
５
億
ド
ル
を
一
一
国
間
援
助

で
す
で
に
拠
出
し
、
今
後
は
生
活
復
興
支
援

や
イ
ン
ド
洋
の
津
波
早
期
警
戒
シ
ス
テ
ム
の

構
築
な
ど
に
援
助
が
シ
フ
ト
し
て
い
き
ま
す
。

私
自
身
、
今
回
の
津
波
災
害
は
大
変
不
幸
な

こ
と
で
し
た
が
、
こ
こ
に
希
望
も
見
え
た
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
い
う
の

も
、
こ
れ
ま
で
こ
の
よ
う
な
自
然
災
害
に
対

具
体
的
な
支
援
と
い
う
こ
と
か
ら
言
え
ば
、

人
間
の
基
本
的
ニ
ー
ズ
に
直
結
す
る
、
人
口
、

家
族
計
画
、
感
染
症
を
含
む
公
衆
衛
生
の
分

野
に
対
す
る
支
援
が
最
優
先
の
課
題
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
分

野
に
対
す
る
各
国
の
自
己
資
金
の
活
用
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
近
代
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
た

め
に
各
国
の
人
的
資
源
を
最
大
限
活
用
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
れ
に
な
お
足
ら
ざ
る

と
こ
ろ
を
イ
ン
フ
ラ
技
術
や
資
金
に
お
い
て

も
国
際
援
助
で
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
、
ま
ず

基
本
で
あ
り
ま
す
。

私
自
身
、
シ
ピ
ル
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
防
災
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

し
、
こ
れ
ほ
ど
大
規
模
に
国
際
社
会
が
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
や
立
場
を
超
え
て
、
支
援
を
申
し

入
れ
実
行
に
移
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
か

ら
で
す
。
大
げ
さ
に
言
え
ば
、
人
類
が
初
め

て
一
致
団
結
し
て
問
題
へ
の
対
処
に
あ
た
っ

た
の
で
す
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く
歴
史
的
に
見

て
も
画
期
的
な
こ
と
で
あ
り
、
将
来
へ
の
希

望
を
つ
な
ぐ
も
の
で
し
ょ
う
。

●
国
際
協
力
の
あ
り
方
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今
回
の
津
波
も
１
０
０
ｍ
か
ら
２
０
０
ｍ
の

防
風
林
・
防
砂
林
が
で
き
て
い
た
場
所
で
は

そ
れ
ほ
ど
大
き
な
被
害
に
な
ら
な
か
っ
た
と

言
い
ま
す
。
こ
の
防
風
林
・
防
砂
林
を
作
り
、

守
る
た
め
に
は
社
会
の
紐
帯
が
必
要
で
す
。

な
ぜ
な
ら
ば
人
口
が
増
加
し
、
燃
料
が
不
足

す
る
中
で
、
日
々
の
薪
と
し
て
そ
れ
を
切
り

出
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
を
「
社

会
的
な
共
有
財
産
と
し
て
守
る
」
と
い
う
、

共
通
の
理
解
が
な
け
れ
ば
防
風
林
・
防
砂
林

は
維
持
で
き
な
い
か
ら
で
す
。
こ
の
た
め
に

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
（
太
陽
熱
コ
ン
ロ

な
ど
）
を
先
進
国
に
援
助
要
請
す
る
こ
と
も

１
つ
の
ア
イ
デ
ア
で
す
。

私
た
ち
は
各
国
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中

か
ら
選
ば
れ
て
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り

ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
強
化
は
私
た
ち

を
支
持
し
て
く
れ
て
い
る
人
々
の
強
化
で
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
今
回
の
地
震
は
私

た
ち
が
拠
っ
て
立
つ
基
盤
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
強
化
が
防
災
に
も
有
益
で
あ
る
こ

と
を
示
し
た
の
で
す
。

援
助
の
具
体
的
な
各
論
と
し
て
は
様
々
な

対
処
法
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
か
つ
て
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
を
襲
っ
た
大
規
模
な
サ
イ
ク
ロ

ン
は
巨
大
な
高
波
を
引
き
起
こ
し
、
ま
る
で

津
波
の
よ
う
な
被
害
を
与
え
ま
し
た
。
こ
の

と
き
私
た
ち
は
シ
ェ
ル
タ
ー
を
寄
贈
し
た
の

で
す
が
そ
の
後
の
災
害
に
お
け
る
避
難
所
と

し
て
大
き
な
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
ア
ン
ダ
マ
ン
・
ニ
コ
バ
ル
諸
島
で
原

住
民
の
人
々
の
被
害
が
極
め
て
少
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
彼
ら
が
伝
統
的
に
そ
の
よ
う
な
自
然
災
害

を
防
ぐ
知
恵
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に

他
な
り
ま
せ
ん
。
現
地
に
あ
る
資
源
や
、
知

識
、
技
能
を
有
効
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
も

今
後
の
重
要
な
課
題
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
各
国
政
府
が
支
援
要
請
を
行

い
、
援
助
供
与
国
が
援
助
を
行
う
場
合
に
、

各
国
の
内
側
か
ら
働
き
か
け
、
援
助
を
有
効

に
す
る
た
め
の
適
切
な
政
策
形
成
を
行
う
こ

と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
の
よ
う
な
場
で
、
こ

の
政
策
形
成
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
や
可
能
性
を

探
る
こ
と
も
、
援
助
が
本
当
に
必
要
な
人
々

の
手
に
行
き
わ
た
る
た
め
に
は
不
可
欠
な
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
国
会
議

員
と
し
て
、
胸
襟
を
開
き
、
自
由
に
議
論
す

る
中
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
恵
や
、
知
識
が

共
有
さ
れ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
更
に
、

こ
の
よ
う
な
場
で
率
直
な
意
見
交
換
を
す
る

こ
と
で
、
政
府
レ
ベ
ル
と
は
ま
た
異
な
っ
た

共
感
や
理
解
を
作
り
だ
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
う
し
た
議
論
の
中
で
醸
成
さ
れ
る
信
頼
関

係
こ
そ
が
、
今
後
の
協
力
の
基
礎
と
な
る
も

の
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
の
信
頼
関
係

を
現
実
の
も
の
と
し
、
よ
り
一
層
の
発
展
に

つ
な
げ
る
た
め
に
必
要
と
な
る
適
切
な
予
算

配
分
も
私
た
ち
の
課
題
で
す
。

私
は
１
９
９
４
年
に
カ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ

た
「
国
際
人
口
開
発
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
」
に

併
せ
て
開
催
し
た
「
国
際
人
口
開
発
議
員
会

議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
」
で
事
務
総
長
を
務
め
、

そ
の
宣
言
文
の
中
で
、
「
軍
事
費
を
削
減
し
、

人
口
問
題
の
解
決
に
向
け
る
べ
き
で
あ
る
」

と
い
う
、
一
文
を
採
択
し
ま
し
た
。
こ
の
信

念
は
今
も
変
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
皆
様
と
手

を
携
え
な
が
ら
、
ま
た
政
府
に
働
き
か
け
て
、

｜
人
一
人
が
人
間
ら
し
い
、
尊
厳
を
も
っ
て

生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
作
る
た
め
に

努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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スマトラ沖大地震･津波被害における

”議一三房一

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
は
、

５
月
１
日
か
ら
８
日
に
「
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地

震
・
津
波
被
害
に
お
け
る
緊
急
支
援
視
察
と

人
口
・
開
発
問
題
に
関
す
る
議
員
活
動
活
性

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
を
実
施
し
た
。
本
プ
ロ
グ

スヒマトラ沖大地震･津波被災地視察日程

；
は
じ
め
に

鼬
万
一
罷
鐡
鑓

調
合
旅
一
銅

甲
、
亘
匡

隣
一
巾

ラ
ム
は
、
①
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
・
津
波
被

害
に
伴
う
日
本
国
の
人
口
分
野
で
の
協
力
の

現
状
を
日
本
国
国
会
議
員
が
視
察
す
る
、
②

各
国
の
人
口
・
開
発
に
関
す
る
国
会
議
員
国

会
議
員
グ
ル
ー
プ
と
会
合
を
行
う
こ
と
で
、

各
国
の
人
口
・
開
発
問
題
に
対
す
る
国
会
議

員
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
、
こ
と
を
目
的
と

し
て
実
施
さ
れ
た
。
視
察
団
は
、
３
名
の
国

会
議
員
、
１
名
の
事
務
局
、
１
名
通
訳
で
構

成
さ
れ
、
計
２
回
実
施
さ
れ
る
。
今
回
は
そ

の
第
１
回
目
で
あ
る
。

圧メタン総領事と悪

日本大使館／JICA覇

JNFPA現地事務所衝

現地NGOと協譲

波災地域視察

避難民キャンプ訪問

｣NFPAインドネシア

|FPPDおよび下院副

｣ICAおよび日本大憤

国民福祉担当調整副

保健大臣と面会

上謬iと

:会合

騎議

皀苗1名

具
体
的
に
は
、
津
波
被
害
を
受
け
た
地
域

に
対
す
る
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
／
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
を
通
じ

た
援
助
の
現
状
を
視
察
、
生
活
復
興
に
対
す

る
支
援
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
。
ま
た
１
回

目
（
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
、

２
回
目
（
ス
リ
ラ
ン
カ
、
イ
ン
ド
、
モ
ル
ジ

ブ
）
に
分
け
て
津
波
被
害
国
を
訪
問
し
、
各

国
の
人
口
・
開
発
国
会
議
員
国
内
委
員
会
の

代
表
と
協
議
を
し
て
、
今
後
の
ア
ジ
ア
域
内

に
お
け
る
国
会
議
員
活
動
の
活
性
化
に
つ
い

て
具
体
的
に
協
議
す
る
こ
と
が
、
視
察
団
に

謀
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
。

今
回
は
第
１
回
目
の
視
察
と
し
て
、
桜
井

新
（
参
・
目
）
、
清
水
嘉
与
子
（
参
・
白
）
、

長
浜
博
行
（
衆
・
民
）
を
メ
ン
バ
ー
と
し
て

実
施
さ
れ
、
楠
本
修
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
事
務
局
長
補

佐
が
随
行
し
た
。

今
回
視
察
に
あ
た
っ
て
、
非
常
に
タ
イ
ト

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

Ⅲ
守
一
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こ
の
視
察
に
参
加
さ
れ
た
長
浜
博
行
衆
議

院
議
員
の
生
き
生
き
と
し
た
視
察
報
告
が
あ

る
の
で
、
詳
細
は
長
浜
議
員
の
報
告
に
譲
る

が
、
簡
単
に
事
務
局
と
し
て
、
視
察
の
内
容

を
要
約
す
る
。

今
回
、
津
波
の
被
災
地
の
視
察
を
行
っ
て

最
も
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
日
本
の
津
波
被

災
地
に
対
す
る
支
援
の
素
早
さ
が
各
地
で
非

常
に
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
特
に

バ
ン
ダ
ア
チ
ェ
で
は
、
被
災
に
対
す
る
支
援

全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
無
駄
の
な
い
、
効

果
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
た
。
ま
た
準
備

そ
の
も
の
も
、
時
間
的
に
余
裕
の
な
い
中
で

計
画
さ
れ
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
非
常
に
厳
し

い
条
件
の
中
で
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
各
国
駐
在
代

表
を
は
じ
め
、
ア
ジ
ア
局
、
東
京
事
務
所
が

緊
密
な
連
携
の
も
と
で
の
準
備
お
よ
び
外
務

省
の
開
発
計
画
課
、
在
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
大
使
館
が
非
常
に
効
果
的

に
連
絡
を
と
っ
て
く
だ
さ
り
、
視
察
を
支
援

し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
た
い
。

を
行
う
上
で
航
空
機
に
よ
る
輸
送
が
重
要
だ
っ

た
の
だ
が
、
同
地
域
が
独
立
運
動
を
抱
え
た

地
域
で
も
あ
り
、
外
国
人
の
立
ち
入
り
が
厳

し
く
制
限
さ
れ
て
い
た
た
め
、
そ
の
よ
う
な

受
け
入
れ
態
勢
が
な
か
っ
た
。
津
波
災
害
が

起
こ
る
ま
で
は
、
パ
ン
ダ
・
ア
チ
ェ
の
空
港

に
着
陸
す
る
た
め
に
は
目
視
で
滑
走
路
に
牛

が
い
な
い
の
を
確
か
め
て
着
陸
す
る
状
態
だ
っ

た
と
い
う
。
こ
の
た
め
、
津
波
被
害
の
第
一

報
が
届
い
た
と
き
に
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
い
た

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
航
空
管
制
の
専
門
家
を
パ
ン
ダ
・

ア
チ
ェ
に
派
遣
し
、
メ
ダ
ン
で
入
国
手
続
き

を
済
ま
せ
た
物
資
の
輸
送
を
行
っ
た
。
そ
の

意
味
で
は
日
本
が
外
国
か
ら
の
支
援
受
け
入

れ
態
勢
を
作
っ
た
わ
け
で
、
こ
れ
は
非
常
に

誇
る
べ
き
支
援
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

奉
ワ
。こ
の
初
動
の
速
さ
と
資
金
提
供
の
素
早
六
」

は
、
全
て
の
場
所
で
高
く
評
価
さ
れ
た
。
プ
ー

ヶ
ッ
ト
で
も
マ
レ
ー
シ
ア
沖
で
演
習
中
で
あ
っ

た
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
す
ぐ
に
駆
け

つ
け
、
さ
ら
に
、
東
京
消
防
庁
の
真
っ
赤
な

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
も
救
助
に
駆
け
つ
け
た
。
現

時
点
に
お
い
て
津
波
被
災
に
対
す
る
財
政
支

援
の
第
１
位
は
ド
イ
ツ
で
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
こ
の
初
動
の
速
さ
が
効
を
奏
し
日
本

の
援
助
が
強
く
印
象
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
国
際
機
関
を
通
じ
た
援
助
で
も
、

国
連
人
口
基
金
を
通
じ
て
行
っ
た
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
・
キ
ッ
ト
を
非
常
に
早
く

配
布
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
も
非
常
に
高

く
評
価
さ
れ
て
い
た
。
日
本
政
府
の
資
金
で

作
ら
れ
た
最
後
の
キ
ッ
ト
を
今
回
訪
問
し
た

議
員
団
か
ら
被
災
民
へ
配
布
し
た
。
Ｏ
Ｄ
Ａ

の
効
果
と
い
う
点
か
ら
も
、
ま
さ
し
く
タ
イ

ミ
ン
グ
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
た
。

プ
ー
ケ
ッ
ト
と
パ
ン
ダ
・
ア
チ
ェ
の
違
い

は
、
プ
ー
ケ
ッ
ト
は
す
で
に
復
興
支
援
の
段

階
に
入
っ
て
お
り
、
最
大
の
復
興
支
援
は
観

光
客
が
戻
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
現
状
で
あ

る
の
に
対
し
、
パ
ン
ダ
・
ア
チ
ェ
は
独
立
運

動
な
ど
の
問
題
も
あ
り
、
支
援
が
継
続
的
に

行
わ
れ
る
の
か
ど
う
か
、
ど
の
よ
う
に
し
て

民
族
問
題
を
乗
り
越
え
て
い
く
の
か
に
つ
い

て
、
社
会
科
学
的
な
分
析
に
基
づ
い
た
政
策

的
な
支
援
が
必
要
だ
と
言
え
る
。
国
際
機
関

も
本
年
ｎ
月
で
撤
退
す
る
予
定
だ
が
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
民
族
問
題
を
解
決
に
向
け
る
上

で
も
、
パ
ン
ダ
・
ア
チ
ェ
の
復
興
を
推
進
し

て
い
く
上
で
日
本
が
政
策
面
で
の
支
援
を
行
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う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
言
え
る
。

ま
た
、
プ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、
両
親
が
津
波

で
亡
く
な
り
孤
児
と
な
り
「
シ
ナ
ミ
」
と
命

名
さ
れ
た
赤
ん
坊
と
視
察
団
と
の
ふ
れ
あ
い

も
あ
っ
た
（
写
真
１
）
。
津
波
の
後
、
病
院
の

前
に
捨
て
ら
れ
て
い
た
と
き
に
は
非
常
に
弱
っ

て
い
た
と
世
界
中
に
報
道
さ
れ
た
が
、
関
係

者
の
懸
命
の
努
力
で
元
気
に
育
っ
て
、
津
波

か
ら
の
プ
ー
ケ
ッ
ト
の
復
興
を
予
期
さ
せ
る

よ
う
な
元
気
な
赤
ん
坊
に
な
っ
て
い
た
。
国

際
社
会
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
人
々
の
連

携
が
復
興
と
い
う
も
の
を
作
り
上
げ
、
希
望

写真１両親が津波で亡くなった赤ん坊を囲んで、人々と視察団とのふれあい

齢...．．;,１Ｍ...蝋患1膳鴬-.....ロ

霧iii綴

露

を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
示
し
て
い
る
と

強
く
思
っ
た
。

（
楠
本
）

勧
綱
，
Ⅲ
酢
鵡

oDigitalGlobe/日立ソフト
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プ
ノ
ン
ペ
ン
で
の
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
を
終
え
、

そ
の
足
で
、
桜
井
・
清
水
両
参
議
院
議
員
に

随
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
昨
年
の
皿
月
泌
日

日
日
本
時
間
午
前
ｎ
時
頃
ス
マ
ト
ラ
島
ア
チ
ェ

州
沖
合
い
で
発
生
し
た
Ｍ
９
．
０
規
模
の
大

地
震
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
大
津
波
に
よ
る
被

災
地
域
を
視
察
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
は
マ

レ
ー
シ
ア
の
プ
ー
ケ
ッ
ト
お
よ
び
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
パ
ン
ダ
・
ア
チ
ェ
が
中
心
で
す
（
地

図
お
よ
び
日
程
表
参
照
）
。
ご
覧
い
た
だ
け
れ

ス
マ
ト
ラ
沖
津
波
被
災
地
域
視
察
事
業
派
遣

に
刀
参
加
し
て

衆
議
院
議
員
長
浜
博
行

●長浜博行(なが'よまひろゆき）

1958年生まれ。早稲田大学政治経済学部

卒業、松下政経塾・東京事務所長。平成

５年初当選、平成12年再当選、平成15年

総選挙で３回目の当選。衆議院環境委員

会委員、衆議院決算行政監視委員会理事、

民主党役員室次長。

著書に｢ニュージーランド行革物語｣、「新

しい日本｣等がある。

ぱ
お
わ
か
り
の
よ
う
に
現
地
大
使
館
関
係
者

も
ビ
ッ
ク
リ
の
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
視
察
恒
例
の
ハ
ー

ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
毎
晩
異
な
る
ホ
テ
ル
（
４
／

釦
ｌ
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
プ
ノ
ン
ペ
ン
、
５
／
１
ｌ

タ
イ
・
プ
ー
ケ
ッ
ト
、
５
／
２
ｌ
タ
イ
・
バ

ン
コ
ク
、
５
／
３
ｌ
マ
レ
ー
シ
ア
・
ク
ア
ラ

ル
ン
プ
ー
ル
、
５
／
４
ｌ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・

メ
ダ
ン
、
５
／
｜
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ

カ
ル
タ
）
を
転
々
と
し
な
が
ら
視
察
お
よ
び

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
続
け
ま
し
た
（
日
程
表
参
照
）
。

最
終
日
近
く
に
な
っ
て
、
通
訳
の
小
寺

さ
ん
が
毎
議
員
の
方
っ
て
ダ
フ
で
す
ね
え
～
」

と
疲
れ
果
て
た
よ
う
に
嘆
息
さ
れ
た
の

が
印
象
的
で
し
た
。
枕
が
違
う
と
寝
ら

れ
な
い
な
ど
と
い
う
デ
リ
ケ
ー
ト
な
御

仁
は
命
の
保
証
が
あ
り
ま
せ
ん
Ｐ
そ

れ
に
し
て
も
お
二
人
の
大
先
輩
の
人
口

問
題
に
対
す
る
情
熱
と
行
動
力
に
は
た

だ
た
だ
脱
帽
で
す
。

５
月
１
日
朝
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
（
プ
ノ
ン
ペ

ン
）
を
離
れ
、
タ
イ
に
入
り
、
ま
ず
は
最
初

の
視
察
地
で
あ
る
プ
ー
ケ
ッ
ト
ヘ
、
と
思
っ

た
矢
先
、
ト
ラ
ブ
ル
発
生
。
バ
ン
コ
ク
で
国

内
線
に
乗
り
換
え
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
予

約
し
て
い
た
便
が
整
備
不
良
と
の
こ
と
で
キ
ャ

ン
セ
ル
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
予
定
で
は
プ
ー

ヶ
ッ
ト
に
は
昼
過
ぎ
に
到
着
し
、
夕
刻
ま
で

ギ
ッ
シ
リ
日
程
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
現
地

で
お
世
話
に
な
る
方
々
に
ご
迷
惑
を
か
け
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
係
員
と

懸
命
に
交
渉
し
、
文
字
通
り
広
い
空
港
内
を

ド
タ
バ
タ
走
り
回
っ
て
何
と
か
約
１
時
間
遅

れ
で
別
の
便
に
て
出
発
で
き
ま
し
た
。
出
端

を
挫
か
れ
る
よ
う
な
、
先
が
案
じ
ら
れ
る
よ

う
な
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

正
直
申
し
上
げ
て
今
回
の
視
察
に
あ
た
っ

て
は
す
で
に
発
生
か
ら
５
カ
月
を
経
て
い
る

と
は
い
え
、
治
安
や
衛
生
面
に
問
題
は
な
い

の
か
、
ま
た
３
月
羽
日
に
も
ス
マ
ト
ラ
島
沖

合
い
２
０
０
Ｍ
、
深
さ
釦
、
に
お
い
て
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
８
．
５
の
地
震
が
あ
り
、
北
ス

マ
ト
ラ
州
の
ニ
ァ
ス
島
を
中
心
に
死
者
１
０

０
０
人
規
模
の
被
害
が
出
て
い
る
が
余
震
の

恐
れ
は
な
い
の
か
、
と
い
っ
た
よ
う
な
心
配
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写真２日本国および国民

を代表して漁具を贈る

llliiii
が
知
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

風
説
の
流
布
、
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す

が
、
私
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
か
ら
こ
そ
現
地

現
場
に
自
分
の
足
で
立
ち
、
目
で
見
、
耳
で

聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
正
確
な
状
況
を
認
識
す

る
こ
と
が
大
切
と
考
え
ま
し
た
。
日
本
を
は

じ
め
世
界
各
国
か
ら
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

しトプはのたをて活の援善援る行環が
、に｜無飛でか理いかよ金意活復つ境過
空着ケ事行すつ解るさうがの動興て下酷
港陸ツに磯゜たしかれにど義、支いでな

内
で
は
津
波
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
特
別
な

施
設
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
後

述
し
ま
す
が
、
国
際
的
に
も
有
名
な
ビ
ー
チ

リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る
こ
の
地
に
観
光
客
を
取
り

戻
す
こ
と
こ
そ
が
復
興
対
策
と
の
考
え
に
よ

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
バ
ン
コ
ク
で
の
ア

ク
シ
デ
ン
ト
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
べ
く
私
た

ち
の
乗
っ
た
車
は
物
凄
い
ス
ピ
ー
ド
で
被
災

地
（
１
０
０
ｍ
ほ
ど
北
）
に
向
か
い
ま
し
た
。

昼
食
を
取
る
時
間
は
あ
り
ま
せ
ん
。
車
中
で

な
ま
温
か
い
？
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
食
べ
な

が
ら
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
（
国
連
人
口
基
金
）
と
Ｗ

Ｖ
Ｆ
（
ワ
ー
ル
ド
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
財
団
）
の
方

か
ら
状
況
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
｜
時
間
ほ

ど
走
る
と
津
波
の
大
き
さ
が
想
像
で
き
る
よ

う
な
、
崖
の
浸
食
、
道
路
を
越
え
て
打
ち
上

げ
ら
れ
た
船
舶
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
被
災
の
状
況
は
海
岸
の
形
状
、
植

栽
等
に
よ
っ
て
も
か
な
り
違
い
が
あ
る
よ
う

で
し
た
。
プ
ー
ケ
ッ
ト
島
に
は
い
く
つ
も
の

地
元
の
方
々
が
生
活
を
す
る
集
落
お
よ
び
観

光
客
が
滞
在
す
る
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
群
が
点

在
し
て
い
ま
す
の
で
、
立
地
の
場
所
に
よ
っ

て
全
く
被
害
に
遭
っ
て
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。

Ｔ
Ｖ
等
の
報
道
を
見
て
い
る
と
島
全
体
が

津
波
に
呑
み
込
ま
れ
た
よ
う
に
錯
覚
し
て
し

ま
う
も
の
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
私
た
ち

が
宿
泊
し
た
空
港
よ
り
南
に
あ
る
パ
ト
ン
ビ
ー

チ
の
ホ
テ
ル
で
は
ほ
と
ん
ど
被
害
が
な
か
っ

た
よ
う
で
す
。
周
辺
の
商
店
、
飲
食
店
も
何

事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
営
業
し
て
い
ま

し
た
。
Ｗ
Ｖ
Ｆ
は
わ
が
国
の
「
草
の
根
・
人

間
の
安
全
保
障
無
償
資
金
協
力
」
に
よ
り
約

塑
万
ド
ル
の
資
金
供
与
を
受
け
、
パ
ン
ニ
ャ

県
他
３
県
に
お
い
て
被
災
者
へ
の
生
活
環
境

整
備
や
物
資
供
与
等
の
総
合
的
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
の
女
性

は
行
動
的
で
情
熱
と
使
命
感
を
も
っ
て
活
動

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
方
々
は
家
族
を
失
い
、
住
む

家
を
失
い
、
食
料
・
水
を
失
い
、
そ
し
て
生

き
る
希
望
さ
え
失
い
か
ね
ま
せ
ん
。
私
た
ち

は
生
計
の
糧
と
な
る
よ
う
に
日
本
国
お
よ
び

国
民
を
代
表
し
て
漁
具
の
贈
呈
を
行
い
ま
し

た
（
写
真
２
参
照
）
。
彼
ら
の
瞳
の
輝
き
か
ら

自
ら
の
力
で
復
興
を
成
し
遂
げ
る
強
い
意
志

を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
数
百
軒
の
仮
設
住
宅

が
建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
何
し
ろ
高
温

多
湿
な
た
め
生
活
す
る
の
は
大
変
で
す
。
高
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写真３海に出ることの出

来ない海の民

床
式
に
し
た
り
、
通
風
を
考
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ト
イ
レ
や
水
浴
・
洗
濯
場
な
ど
を

整
備
す
る
こ
と
も
課
題
で
す
。
現
在
は
大
丈

夫
な
よ
う
で
す
が
感
染
症
対
策
も
必
要
で
す
。

翌
日
、
日
本
政
府
の
援
助
で
作
ら
れ
た
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
視
察
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
Ｗ

Ｖ
Ｆ
が
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
支
援
を
受
け
て
ミ
ヤ

ン
マ
ー
か

ら
の
（
不

法
）
移
民
ｌ

こ
の
地
域

で
正
規
に

登
録
さ
れ

て
い
る
数

は
２
万
人

程
だ
が
実

際
に
は
７

万
人
は
い

る
と
い
わ

れ
て
い

る
ｌ
に
対

し
て
リ
プ

ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・

ヘ
ル
ス
．

ケ
ア
を
は
じ
め
と
し
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

こ
の
視
察
に
引
き
続
き
、
プ
ー
ケ
ッ
ト
県

庁
舎
を
訪
問
し
知
事
と
会
談
し
ま
し
た
。
知

事
は
プ
ー
ケ
ッ
ト
は
観
光
産
業
で
成
り
立
っ

て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
観
光
客
が
戻
っ
て
き

て
く
れ
な
い
と
話
に
な
ら
な
い
と
強
調
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
幽
霊
が
出
る
と
い
っ
た
噂
ま

で
出
て
い
る
始
末
な
の
で
日
本
か
ら
警
察
官

で
も
来
て
も
ら
っ
て
オ
バ
ケ
な
ん
か
出
な
い

と
証
明
し
て
ほ
し
い
、
そ
う
す
れ
ば
日
本
か

ら
の
お
客
さ
ん
も
安
心
し
て
来
ら
れ
る
、
と

マ
ジ
メ
に
述
べ
ら
れ
た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。

飲
料
水
も
深
刻
な
問
題
で
す
。
こ
ち
ら
で

は
井
戸
を
使
っ
て
い
ま
し
た
が
平
均
的
な
も

の
は
深
さ
釦
、
、
海
岸
か
ら
の
距
離
が
５
０

０
～
６
０
０
ｍ
な
の
で
塩
害
で
ダ
メ
ー
ジ
が

ひ
ど
く
、
今
後
は
雨
水
を
積
極
的
に
利
用
す

る
方
法
に
切
り
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ

う
で
す
。
次
に
ア
ン
ダ
マ
ン
海
で
生
活
し
て

い
る
海
の
民
（
シ
ー
ジ
プ
シ
ー
と
呼
ば
れ
て

い
る
）
に
も
お
会
い
し
ま
し
た
（
写
真
３
）
．

漁
猟
中
心
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
た
め
津
波

に
よ
り
生
活
基
盤
が
崩
壊
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
漁
具
の
修
復
等
の
援
助
が
急
務
で
す
。

真
珠
（
真
贋
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
）

を
売
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

昼
過
ぎ
の
フ
ラ
イ
ト
で
バ
ン
コ
ク
に
入
り
、

日
本
大
使
館
で
公
使
な
ら
び
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事

務
所
長
か
ら
、
援
助
資
金
が
出
て
も
末
端
の

市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
行
政
が
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
弱
く
、
Ｗ
Ｖ
Ｆ
の
よ
う
な
経
験
豊
富
な

Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
、
１
月

８
日
に
町
村
外
相
が
訪
夕
イ
し
た
際
に
ス
ラ

キ
ァ
ッ
ト
外
相
よ
り
日
本
か
ら
の
無
償
資
金

協
力
は
よ
り
深
刻
な
被
害
を
受
け
た
他
の
被

災
国
へ
と
の
申
し
出
が
な
さ
れ
た
こ
と
等
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

翌
３
日
に
は
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
国
会

を
訪
問
し
、
上
院
議
長
室
で
議
長
、
内
閣
府

大
臣
お
よ
び
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
（
人
口
と
開
発
に

関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
マ
レ
ー

シ
ア
関
係
議
員
と
災
害
対
策
に
つ
い
て
懇
談

を
行
い
ま
し
た
。
ペ
ナ
ン
島
や
ラ
ン
カ
ウ
イ

で
は
、
沿
岸
住
民
が
大
津
波
に
対
す
る
知
識

が
な
か
っ
た
た
め
、
引
き
潮
状
態
に
な
っ
た

時
に
魚
を
捕
ろ
う
と
し
て
出
て
い
き
被
災
し

た
よ
う
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
の

大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
大
使

館
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
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スマトラ沖大地霞・津波被害における緊急支援議員視察プログラム

写真４パンダ・アチェ

の市街地。瓦礫の山はそ

こに街があったなど考え

られない

Ｒ
（
国
連
高
等
難
民
弁
務
官
事
務
所
）
と
の

意
見
交
換
を
行
い
、
４
日
午
後
に
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
メ
ダ
ン
に
到
着
し
ま
し
た
。
こ
こ
は

ス
マ
ト
ラ
島
（
島
と
い
っ
て
も
面
積
は
日
本

の
１
．
３
倍
、
こ
の
国
の
国
士
面
積
の
妬
％

を
占
め
る
）
最
大
の
都
市
で
あ
り
人
口
２
０

０
万
人
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
第
３
の
都
市
で
マ

ラ
ッ
カ
海

峡
の
要
衝

で
も
あ
り

ま
す
。
か

つ
て
は
ア

サ
ハ
ン
・

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
建
設

の
た
め
多

く
の
日
本

人
が
訪
れ
、

日
本
人
学

校
も
あ
っ

た
よ
う
で

す
が
、
現

在
在
留
邦

人
は
数
十

人
の
僅
礒

皿
月
泌
日
の
大
地
震
・
津
波
発
生
直
後
は
こ

こ
が
海
外
か
ら
の
救
援
物
資
の
受
け
入
れ
窓

口
と
な
り
ア
チ
ェ
な
ど
の
被
災
地
へ
随
時
搬

送
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

夜
、
総
領
事
館
で
わ
が
国
の
緊
急
援
助
物

資
供
与
（
テ
ン
ト
、
毛
布
、
発
電
機
等
を
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
で
備
蓄
し
て
い
た
も
の
を
釦
日

に
届
け
た
）
、
二
国
間
の
無
償
資
金
協
力
、
国

際
緊
急
援
助
（
医
療
・
感
染
症
・
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）

チ
ー
ム
参
加
、
自
衛
隊
に
よ
る
援
助
物
資
輸

送
作
業
や
応
急
医
療
・
防
疫
活
動
等
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
、
総
領
事
以
下
わ
ず
か
な
人

員
で
混
乱
を
極
め
る
中
、
奮
闘
努
力
さ
れ
た

様
子
が
理
解
で
き
ま
し
た
。
ま
た
日
本
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
（
ピ
ー
ス
・
ウ
イ
ン
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン
）

は
躯
日
に
は
早
く
も
現
地
に
入
り
救
援
活
動

を
開
始
し
、
現
在
は
、
復
興
作
業
お
よ
び
自

立
の
た
め
の
雇
用
（
日
当
３
万
ル
ピ
ア
Ⅱ
約

４
０
０
円
）
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

５
月
５
日
、
日
本
で
は
「
こ
ど
も
の
日
」
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
「
キ
リ
ス
ト
昇
天
祭
」

と
い
う
祝
祭
日
。
い
よ
い
よ
ナ
ン
グ
ル
・
ア

チ
ェ
・
ダ
ル
サ
ラ
ム
州
の
州
都
で
あ
る
パ
ン

ダ
・
ア
チ
ェ
に
飛
び
ま
す
。
諸
般
の
事
情
で

現
地
で
の
宿
泊
は
困
難
と
の
こ
と
で
し
た
の

で
夕
刻
ジ
ャ
カ
ル
タ
へ
出
発
す
る
ま
で
の
数

時
間
で
被
災
状
況
お
よ
び
復
興
作
業
を
視
察

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
余
震
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
ア
チ
ェ
独
立
を
目
指
す

武
装
組
織
Ｇ
Ａ
Ｍ
と
治
安
当
局
と
の
武
力
衝

突
に
遭
遇
し
な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。
政
府

に
よ
る
Ｇ
Ａ
Ｍ
の
掃
討
作
戦
は
続
い
て
お
り
、

被
災
前
は
文
民
非
常
事
態
宣
言
が
発
せ
ら
れ

て
外
国
人
が
訪
れ
る
こ
と
は
厳
し
く
規
制
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

ア
チ
ェ
人
は
多
民
族
国
家
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
中
で
最
も
イ
ス
ラ
ム
信
仰
の
熱
心
な
と
こ

ろ
で
あ
り
、
そ
の
教
え
に
基
づ
き
激
し
い
闘

い
と
抵
抗
の
歴
史
を
も
つ
誇
り
高
い
人
々
な

の
で
す
。
従
前
よ
り
こ
の
国
の
歴
史
・
文
化

に
い
さ
さ
か
の
関
心
を
も
っ
て
い
た
私
と
し

て
は
不
思
議
な
緊
張
を
感
じ
た
の
は
事
実
で

す
。
更
に
乗
る
べ
き
飛
行
機
が
到
着
し
な
い

の
で
す
（
ジ
ャ
カ
ル
タ
ー
メ
ダ
ン
ー
バ
ン
ダ
・

ア
チ
ェ
）
。
イ
ラ
イ
ラ
と
い
う
よ
り
は
ド
キ
ド

キ
と
い
っ
た
感
じ
で
し
ょ
う
か
。
滑
走
路
近

く
で
空
を
見
上
げ
な
が
ら
一
時
間
余
り
待
ち

ま
し
た
。
青
空
の
中
に
機
体
が
見
え
た
時
、

ア
チ
エ
ヘ
の
一
扉
が
開
か
れ
ま
し
た
。
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写真５海岸から３km余の

奥地に打ち上げられた船

＃

着
陸
ま
で
の
窓
の
景
色
は
特
に
変
わ
っ
た

と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
小
さ
な
空

港
に
入
る
と
ま
さ
に
こ
こ
は
別
世
界
。
自
動

小
銃
の
よ
う
な
火
器
を
持
っ
て
い
る
兵
士
か

警
察
官
が
出
入
り
口
に
立
っ
て
い
ま
す
。
狭

い
駐
車
場
に
は
Ｕ
Ｎ
や
赤
十
字
、
各
種
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
マ
ー
ク
の
付
い
た
車
が
身
動
き
で
き
な

い
ほ
ど
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
便
数
の
少
な
い

と
こ
ろ
で

す
か
ら
関

係
者
の
迎

え
が
重

な
っ
た
の

で
し
ょ
房
Ｚ

こ
の
空
港

は
以
前
は

航
空
管
制

シ
ス
テ
ム

が
な
く
、

滑
走
路
内

に
牛
が

入
っ
て
き

て
い
な
い

か
を
確
認

し
な
が
ら

有
視
界
飛
行
で
雛
発
着
し
て
い
た
よ
う
で
し

た
。
む
ろ
ん
現
在
は
違
い
ま
す
。

ま
ず
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
現
地
事
務
所
に
向
か

い
ま
し
た
。
途
中
、
身
元
が
判
明
し
な
い
遺

体
を
埋
め
た
（
火
葬
は
し
ま
せ
ん
）
広
い
空

き
地
が
あ
り
ま
し
た
。
合
掌
し
な
が
ら
人
的

被
害
（
パ
ン
ダ
・
ア
チ
ェ
市
の
人
口
は
約
妬

万
人
、
死
亡
お
よ
び
行
方
不
明
者
は
７
万
人
。

実
に
３
割
弱
の
人
口
が
失
わ
れ
た
）
の
壮
絶

さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ

Ａ
事
務
所
で
カ
レ
ー
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
説

明
を
受
け
、
被
災
地
視
察
に
出
ま
し
た
。

車
窓
か
ら
の
光
景
は
想
像
を
絶
す
る
も
の

で
し
た
。
す
で
に
４
カ
月
を
経
て
い
ま
す
の

で
遺
体
や
異
臭
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で

す
が
瓦
礫
の
山
と
化
し
た
市
街
地
は
ま
さ
に

廃
轤
（
写
真
４
）
。
津
波
の
高
さ
は
北
岸
で
ｎ
ｍ

以
上
、
イ
ン
ド
洋
に
面
し
た
西
岸
で
卯
、
と
の

こ
と
。
海
岸
か
ら
２
ｍ
く
ら
い
は
建
物
が
消

失
、
４
ｍ
ま
で
津
波
は
押
し
寄
せ
た
模
様
。
信

じ
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
が
、
海
上
の
発
電
所
と

も
言
う
べ
き
重
さ
２
千
ト
ン
の
巨
大
な
鋼
鉄

の
船
が
陸
地
の
奥
深
く
３
ｍ
を
越
え
る
と
こ

ろ
ま
で
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
（
写

真
５
）
。
ま
さ
に
わ
が
目
を
疑
う
と
は
こ
の
こ

と
で
す
。
テ
ン
ト
張
り
の
仮
設
住
居
も
訪
問

し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
か
ら
大
変
喜

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
衛
生
キ
ッ
ト
の
入
っ

た
バ
ッ
グ
を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ク
リ
ニ
ッ
ク
や
病
院
で
は
医
師
と
と
も
に

看
護
師
や
助
産
師
の
方
々
が
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ヘ
ル
ス
や
メ
ン
タ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
、
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
に
積
極
的
に
活
動
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
復
興
へ
の
道
の
り
は
長
く
険
し

い
も
の
と
恩
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
し
か
し

世
界
各
国
か
ら
の
支
援
と
忍
耐
強
い
ア
チ
ェ

の
人
々
の
努
力
で
必
ず
や
街
の
再
建
が
な
さ

れ
る
と
信
じ
ま
す
。
時
間
的
な
制
約
も
あ
り

私
た
ち
を
乗
せ
た
車
は
荒
涼
と
し
た
光
景
を

後
に
一
路
ジ
ャ
カ
ル
タ
へ
の
飛
行
機
が
待
つ

空
港
へ
急
ぎ
ま
し
た
。

今
回
の
視
察
を
通
し
て
自
然
の
猛
威
の
恐

ろ
し
さ
、
想
定
外
の
事
態
へ
の
対
応
の
困
難

さ
、
そ
し
て
天
災
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
来

る
と
い
う
こ
と
を
本
当
に
痛
感
し
ま
し
た
。

｜
体
、
日
本
で
起
こ
っ
た
場
合
…
…
、
紙

面
の
関
係
で
ひ
と
ま
ず
筆
を
置
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る

に
あ
た
り
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者

の
皆
様
に
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
に
出
席
し
た
国
会
議
員
の

う
ち
武
山
百
合
子
、
海
江
田
万
里
、
生
方
幸

夫
の
各
衆
議
院
議
員
（
い
ず
れ
も
民
主
党
）

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
援
口
■
助
ロ
実
態
ｗ
を
■
観
る
。

カンボジア国内視察日程
~￣

・周産期/母性保護プロジェクト視察(クララン病院地区）

＜国連人口基金（UNFPA）＞

翻りツル澪獺9:V鯛鰄＆
・リプロダクテイプヘルス・クリニックサービス/ユース

センターノライブラリープロジエクト視察

くカンボジア家族計画協会（RHAC）＞

可母子保健病院（NMCHC）母子保健プロジェクト視察

く国際協力機構（JCA）＞ は
、
４
日
間
に
わ
た
っ
て
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
や
国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
『

国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
支
援
す
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
内

・プノンペン市浄水場（WPF）水道人材育成プロジェク

ト視察

く国際協力機構（JICA）＞

５月３日脚

プノンペン

･カンボジア地雷対策センター（CMAC）視察

`トウール・スレン刑務所博物館視察

．ＨⅣ/エイズプロジェクト/スラムでの青少年リプロダク

テイブ・ヘルス，ピアーエデュケーションプロジェク

ト視察

くNGO・ＷＯＭＥＮ（ＷｏｍｅｎOrganizationforModern

Economy＆Nursing＞５月４日嗣

プノンペン

･ムエン・サム・アンCAPP､議長､ペン・パンニャ副議

長、シソワット・サンタ副議長と会合

の
母
子
保
健
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル

ス
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
、
地
雷
除
去
・
リ
ハ

ビ
リ
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
イ
ト
を
見
学

･保健大臣表敬訪問

※CAPP、：人口と開発に関するカンボジア議員連盟

し
た
（
日
程
表
参
照
）
。

国
連
人
口
基
金
や
カ
ン
ボ
ジ

ア
家
族
計
画
協
会
が
支
援
す
る

病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
１

９
９
４
年
の
国
際
人
口
開
発
会

議
（
カ
イ
ロ
会
議
）
で
打
ち
出

さ
れ
た
り
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ッ
（
性
と
生
殖

に
関
す
る
健
康
と
権
利
）
の
徹

底
と
、
ま
た
最
近
は
特
に
こ
う

し
た
考
え
が
医
師
や
看
護
師
、

患
者
の
実
際
の
行
動
を
変
え
る

（
Ｂ
Ｃ
Ｃ
）
が
重
視
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

し
か
し
実
際
に
は
建
物
が
立

派
で
も
、
医
者
や
看
護
師
の
不
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足
と
低
い
報
酬
、
医
薬
品
の
不
備
な
ど
が
い

ず
れ
の
施
設
で
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
開

発
途
上
国
に
対
す
る
援
助
の
ハ
ー
ド
か
ら
ソ

フ
ト
へ
の
転
換
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
久
し
い
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
依
然

と
し
て
こ
う
し
た
課
題
が
大
き
い
こ
と
が
実

感
さ
れ
た
。

プ
ノ
ン
ペ
ン
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｗ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
の

リ
ー
ダ
ー
が
案
内
し
て
く
れ
た
ス
ラ
ム
に
住

む
エ
イ
ズ
に
感
染
し
た
女
性
た
ち
の
境
遇
に
、

こ
の
世
の
地
獄
を
見
る
思
い
が
し
た
。
あ
と

３
日
の
命
と
言
わ
れ
る
釦
歳
そ
こ
そ
こ
の
女

性
の
涙
は
見
る
に
忍
び
な
か
っ
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
巡
回
介
護
者
か
ら
下
痢
の
薬
を
も

ら
っ
た
と
き
、
彼
女
は
「
も
っ
と
き
つ
い
薬

を
下
さ
い
」
と
哀
願
し
て
い
た
。
狭
い
板
の

間
の
隅
に
は
穴
が
あ
い
て
お
り
、
そ
こ
か
ら

下
痢
の
排
便
を
す
る
の
だ
と
い
う
。
国
会
議

員
の
１
人
が
、
ド
ル
紙
幣
を
１
枚
渡
し
た
が
、

そ
れ
が
役
に
立
つ
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
こ
の
報
告
書
を
認
め
て
い
る
今
、
彼
女

は
も
う
こ
の
世
に
は
存
在
し
な
い
だ
ろ
う
。

夫
に
エ
イ
ズ
を
感
染
さ
せ
ら
れ
、
子
ど
も

を
何
人
も
抱
え
た
女
た
ち
が
何
組
も
暗
く
、

狭
い
部
屋
で
う
ず
く
ま
る
よ
う
に
住
ん
で
い

た
。
そ
う
い
う
女
性
た
ち
に
も
、
小
屋
の
持

ち
主
が
月
ｎ
ド
ル
も
の
家
賃
を
請
求
し
て
く

る
の
だ
と
い
う
。
中
に
は
、
家
賃
を
払
え
な

い
た
め
に
家
主
か
ら
小
屋
に
火
を
つ
け
ら
れ

て
追
い
立
て
ら
れ
る
と
訴
え
る
女
性
も
い
た
。

日
本
の
議
員
た
ち
は
、
視
察
の
最
後
に
会
っ

た
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
国
会
議
員
代
表
団
に
、
見

て
来
た
エ
イ
ズ
患
者
の
窮
状
を
報
告
し
た
が
、

「
厳
し
い
報
告
に
感
謝
す
る
」
と
答
え
た
が
、

す
ぐ
に
対
応
を
考
え
よ
う
と
い
う
回
答
は
な

か
っ
た
。
国
全
体
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
い

ち
い
ち
個
別
の
問
題
に
か
か
わ
る
余
裕
は
な

い
と
い
う
こ
と
か
も
知
れ
な
い
と
感
じ
ら
れ

た
。プ
ノ
ン
ペ
ン
で
視
察
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
支
援

の
浄
水
場
事
業
は
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い

た
が
、
そ
の
要
因
と
し
て
現
地
側
責
任
者
の

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
か

ら
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

プ
ノ
ン
ペ
ン
で
成
功
を
収
め
た
浄
水
事
業
が

今
後
、
開
発
の
遅
れ
て
い
る
地
方
に
ど
う
普

及
さ
れ
て
い
く
の
か
、
ま
だ
ほ
と
ん
ど
進
ん

で
い
な
い
下
水
道
の
普
及
改
善
に
国
会
議
員

の
関
心
も
集
中
し
て
い
た
。

シ
ェ
ム
リ
ァ
ッ
プ
に
お
け
る
地
雷
被
害
者

の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
ベ
ル
ギ
ー
人

の
リ
ー
ダ
ー
が
、
精
神
的
な
リ
ハ
ビ
リ
、
ト

ラ
ゥ
マ
の
克
服
を
強
調
し
て
い
た
の
が
印
象

的
で
あ
っ
た
。
ま
た
地
雷
除
去
作
業
の
実
情

を
説
明
し
て
く
れ
た
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ｃ
で
は
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
内
戦
の
激
し
さ
を
物
語
る
多
国
籍
で

膨
大
な
地
雷
の
残
存
と
、
作
業
員
の
犠
牲
も

伴
い
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
除
去
作
業
の

遅
々
た
る
歩
み
の
対
象
が
強
く
心
に
残
っ
た
。

プ
ノ
ン
ペ
ン
の
ト
ゥ
ー
ル
・
ス
レ
ン
刑
務
所

に
残
る
悲
惨
な
内
戦
の
傷
跡
と
、
外
国
か
ら

の
侵
入
に
翻
弄
さ
れ
続
け
て
き
た
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
民
衆
、
特
に
子
ど
も
た
ち
に
明
る
い
未

来
が
開
け
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な

か
っ
た
。

（
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
事
務
局
長
尾

崎
美
千
生
）
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力 ア

「
第
Ⅲ
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国

会
議
員
会
議
」
が
、
４
月
躯
日
か
ら
５
月
５

日
ま
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
で

開
催
さ
れ
、
ア
ジ
ア
の
国
、
妬
力
国
か
ら
別

名
が
参
加
し
た
。
日
本
か
ら
は
、
谷
津
義
男
、

生
方
幸
夫
、
海
江
田
万
里
、
長
浜
博
行
各
衆

議
院
議
員
、
桜
井
新
、
清
水
嘉
与
子
参
議
院

議
員
、
そ
し
て
私
、
武
山
百
合
子
（
衆
院
）

が
出
席
し
ま
し
た
。

私
は
今
回
で
３
回
目
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
訪
問
。

最
初
は
、
１
９
９
４
年
世
界
女
性
デ
ー
、
２

愚ガ
ン
篭
ジ
ァ
憾
察
。

禿
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
回
目
は
１
９
９
８
年
、
「
ア
ジ
ア
人
口
開
発
力

詮
月
躯
日
か
ら
５
月
５
ン
ポ
ジ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
参
加
、
そ
し
て

）
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
３
回
目
の
今
回
、
特
に
心
に
残
っ
た
こ
と
を

〕
国
、
妬
力
国
か
ら
別
報
告
し
ま
す
。

が
ら
は
、
谷
津
義
男
、

飛
行
場
の
建
物
、
待
合
室
が
立
派
に
な
っ

幻
里
、
長
浜
博
行
各
衆
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
テ
ル
の
水
道
水
も

清
水
嘉
与
子
参
議
院
き
れ
い
に
な
り
、
大
き
な
商
業
ビ
ル
な
ど
も

典
山
百
合
子
（
衆
院
）
建
築
さ
れ
、
商
工
業
が
活
発
に
な
り
つ
つ
あ

る
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
町
の
様

［
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
訪
問
。
子
・
社
会
資
本
整
備
状
況
・
人
々
の
表
情
・

〒
世
界
女
性
デ
ー
、
２
生
活
等
を
見
る
と
、
ま
だ
ま
だ
、
最
貧
国
か

ら
脱
皮
し
て
い
る
と
は
と
て
も

・
選
医
日
本
よ
年
在
筆

思
え
な
い
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。

。
韓
辮
祉
但
柁
檀
静
観
』

会
議
は
、
主
に
「
緊
急
時
に

》》》》》》『》》咄》
お
け
る
人
口
ｌ
社
会
・
経
済
的

復
興
に
お
け
る
国
会
議
員
と
し

て
の
対
応
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

ヘ
ロ
れ
生
在
を
を
で
の
特
問
科

し
た
。
特
に
、
緊
急
時
に
お
け

岨》瘤》》調》科鑛砿熱
る
津
波
被
害
対
策
を
中
心
に
活

賦脛蝿罷繩搾唖》瞬岼》
発
な
議
論
が
行
わ
れ
、
日
本
は

衆
議
院
議
員
武
山
百
合
子 ﾊﾞｸﾞ
:７
７

』

阪
神
淡
路
大
震
災
と
、
中
越
地
震
の
経
験
を

発
表
し
ま
し
た
。
多
く
の
国
か
ら
、
日
本
が

経
験
し
た
こ
と
を
学
び
た
い
、
と
い
う
意
見

が
出
さ
れ
、
中
で
も
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
女
性
議

員
の
目
覚
ま
し
い
積
極
的
な
発
言
に
多
く
の

方
が
共
感
、
賛
同
し
ま
し
た
。
こ
の
会
議
で

は
女
性
の
国
会
議
員
の
発
言
が
際
立
っ
て
積

極
的
だ
っ
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。
ま
さ

に
「
女
性
の
時
代
」
の
感
を
深
め
ま
し
た
。

会
議
後
、
世
界
遺
産
の
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ

ト
遺
跡
を
視
察
。
歴
史
が
残
し
た
素
晴
ら
し

い
建
造
物
に
鷲
情
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
デ

コ
ボ
コ
道
を
２
時
間
程
行
き
、
近
郊
の
村
を

訪
ね
、
行
き
着
い
た
と
こ
ろ
は
立
派
な
病
院

で
し
た
。
世
界
各
国
の
援
助
で
建
築
さ
れ
ま

し
た
が
、
医
師
が
足
り
ず
、
看
護
師
は
一
人

も
見
か
け
ま
せ
ん
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
生
活
費
は
一
カ
月
２
０

０
ド
ル
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
｜

般
の
人
は
収
入
が
少
な
く
、
兼
職
を
し
て
も

な
お
、
２
０
０
ド
ル
を
稼
ぐ
こ
と
は
困
難
と

い
う
。
医
師
一
人
の
給
料
で
さ
え
、
約
妬
ド

ル
と
聞
き
ま
し
た
。
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な

い
こ
と
で
す
。
こ
れ
で
は
到
底
生
活
は
で
き

ず
、
こ
の
よ
う
な
悪
条
件
の
と
こ
ろ
に
は
医
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師
と
し
て
来
る
人
が
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
外
か
ら
立
派
な
救
急
車
や
、
手
術

室
が
見
え
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て

い
な
い
よ
う
な
状
態
で
し
た
。
ま
た
、
去
年

の
統
計
に
よ
る
と
、
こ
の
村
に
は
エ
イ
ズ
感

スラムでHlV/エイズについて子どもたちに教えるＮＧＯの若者たち－右から二人目が筆者

染
者
が
２
０
０
０
人
も
い
る
と
い
い
ま
す
。

次
に
、
ハ
ン
デ
ィ
ー
キ
ャ
ッ
プ
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
地
雷
被
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
視
察
。
目
の
前
で
四
歳

の
少
女
が
足
を
切
断
す
る
宣
告
を
受
け
て
い

ま
し
た
。
１
９
７
０
年
代
か
ら
約
加
年
続
い

た
内
戦
時
に
埋
設
さ
れ
た
４
０
０
万
か
ら
６

０
０
万
個
と
言
わ
れ
る
地
雷
と
不
発
弾
に
触

れ
て
暴
発
、
負
傷
も
ま
た
跡
を
断
た
な
い
と

言
い
ま
す
。
連
日
、
田
畑
で
負
傷
者
が
出
て

お
り
、
そ
こ
に
い
た
多
く
の
子
ど
も
た
ち
は
、

片
足
が
な
か
っ
た
り
、
片
手
が
な
か
っ
た
り

で
、
本
当
に
私
は
胸
の
痛
む
思
い
で
し
た
。

元
弁
護
士
で
釦
歳
の
ベ
ル
ギ
ー
人
の
男
性

が
、
こ
の
子
ど
も
た
ち
の
お
兄
さ
ん
や
、
お

父
さ
ん
と
な
っ
て
、
突
然
の
宣
告
で
絶
望
的

な
子
ど
も
た
ち
の
精
神
的
な
支
え
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

次
に
エ
イ
ズ
問
題
で
す
が
、
こ
の
国
が
抱

え
て
い
る
エ
イ
ズ
問
題
の
深
刻
さ
を
垣
間
見

ま
し
た
。
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
家

族
計
画
協
会
か
ら
話
を
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ

る
と
、
こ
こ
で
は
エ
イ
ズ
に
な
ら
な
い
た
め

に
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
エ
イ
ズ
を
正
し
く

理
解
さ
せ
る
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
企
画
さ
れ
て
い
る
と
言
い
ま
す
ｂ
映

像
や
紙
芝
居
を
用
い
た
り
、
実
際
に
避
妊
用

具
な
ど
を
使
い
、
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
や
二
～

三
○
人
の
ク
ラ
ス
に
分
け
て
エ
イ
ズ
に
対
す

る
認
識
を
深
め
る
教
育
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
皆
、
幼
い
顔
を
し
て
い
る
純
真
な
青

少
年
た
ち
で
し
た
。

こ
の
あ
と
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
市
を
後
に
、

プ
ノ
ン
ペ
ン
に
戻
り
ま
し
た
。

首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
は
人
口
約
２
０
０
万
人
。

よ
う
や
く
日
本
の
援
助
で
上
水
道
が
ゆ
き
わ

た
り
ま
し
た
が
、
下
水
道
は
戦
争
で
破
壊
さ

れ
た
ま
ま
で
す
。

こ
の
国
は
、
社
会
資
本
整
備
の
た
め
に
、

ま
だ
ま
だ
相
当
な
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。

国
の
主
な
産
業
は
農
業
で
す
が
、
農
村
地
帯

で
は
灌
慨
に
必
要
な
水
が
足
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
は
井
戸
も
な
け
れ
ば
、
ト
イ
レ
も

な
く
、
電
気
も
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
ま
だ

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

翌
日
に
行
っ
た
ト
ゥ
ー
ル
・
ス
レ
ン
刑
務

所
博
物
館
は
１
９
７
０
年
か
ら
１
９
７
５
年

に
か
け
て
ポ
ル
・
ポ
ト
派
が
数
百
万
人
と
も

言
わ
れ
て
い
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
を
処
刑
し
た

場
所
で
す
。
頭
蓋
骨
や
処
刑
の
現
場
、
処
刑
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５
分
前
に
撮
っ
た
と
い
わ
れ
る
写
真
等
が
陳

列
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

彼
ら
は
「
助
け
て
く
れ
」
と
叫
ん
で
い
る

よ
う
で
し
た
。
国
民
同
士
で
戦
っ
た
結
果
、

家
族
を
失
い
、
家
も
失
い
、
身
も
心
も
す
べ

て
が
壊
れ
、
働
く
意
欲
も
、
国
づ
く
り
に
も

力
が
入
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
内
戦
後
、
魂
年

も
経
っ
て
い
る
の
に
、
依
然
と
し
て
多
く
の

国
民
が
十
分
な
教
育
を
受
け
ら
れ
ず
、
食
べ

物
も
少
な
く
、
着
る
物
も
な
く
、
職
も
な
く
、

ま
さ
に
貧
困
そ
の
も
の
が
続
い
て
お
り
、
こ

の
よ
う
な
状
態
を
見
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
全
て

の
国
民
が
戦
争
の
犠
牲
者
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ま
だ
裁
判
が
行
わ
れ
ず
、
未
だ
に
う
や
む

や
の
状
態
で
大
き
な
傷
を
引
き
ず
っ
て
い
ま

す
が
、
よ
う
や
く
国
連
主
導
の
裁
判
の
か
た

ち
が
で
き
つ
つ
あ
り
、
日
本
は
裁
判
に
約
塑

億
円
の
援
助
を
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
１
０
０
０
世
帯
が
住
ん
で
い
る
ス
ラ

ム
を
訪
問
し
ま
し
た
。
釦
度
近
い
猛
暑
の
中

で
家
も
な
く
、
井
戸
、
ト
イ
レ
も
な
い
バ
ラ
ッ

ク
に
は
エ
イ
ズ
感
染
者
の
家
族
も
住
ん
で
い

ま
し
た
。
あ
と
３
日
の
命
と
宣
告
さ
れ
た
刈

歳
の
若
い
母
親
や
、
夫
婦
と
子
ど
も
３
人
全

員
が
エ
イ
ズ
感
染
者
と
い
う
家
族
に
会
い
ま

し
た
。
彼
ら
の
収
入
は
、
１
日
１
ド
ル
稼
ぐ

の
が
や
っ
と
で
あ
り
「
お
金
を
頂
戴
」
と
何

度
も
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

１
９
９
７
年
の
統
計
で
は
国
民
の
３
．
９
％

が
エ
イ
ズ
に
か
か
っ
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

去
年
の
デ
ー
タ
ー
で
は
１
．
９
％
に
減
っ
た

と
い
う
統
計
で
す
が
、
依
然
と
し
て
問
題
は

深
刻
で
す
。

夫
が
外
で
エ
イ
ズ
に
感
染
し
、
奥
さ
ん
に

移
さ
れ
、
結
局
生
ま
れ
て
き
た
子
ど
も
も
エ

イ
ズ
、
母
子
感
染
と
い
う
悲
惨
さ
で
す
。

一
番
懇
願
さ
れ
た
こ
と
は
、
薬
が
欲
し
い
、

衣
類
が
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
し
か

し
、
一
度
や
二
度
、
段
ボ
ー
ル
箱
で
薬
や
衣

類
を
送
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
継
続
し
て
送

り
続
け
る
こ
と
は
な
か
な
か
困
難
で
す
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
帰
国
早
々
の
５
月
ｎ
日
、

生
方
議
員
と
と
も
に
ま
ず
、
国
際
人
口
問
題

議
員
懇
談
会
会
長
の
中
山
太
郎
議
員
に
、
深

刻
な
エ
イ
ズ
感
染
者
に
対
す
る
薬
の
支
援
と
、

医
師
・
看
護
婦
の
派
遣
を
要
請
し
ま
し
た
。

そ
し
て
翌
週
日
に
私
は
、
埋
設
さ
れ
て
い

る
不
発
弾
の
処
理
に
つ
い
て
、
大
野
防
衛
庁

長
官
に
、
自
衛
隊
が
不
発
弾
の
処
理
に
貢
献

を
し
て
欲
し
い
、
と
要
請
を
し
ま
し
た
。

６
月
８
日
に
は
米
国
製
薬
工
業
会
の
人
に

会
う
機
会
を
得
た
の
で
、
薬
の
支
援
の
お
願

い
を
し
た
と
こ
ろ
、
大
変
有
難
い
こ
と
に
近
々

タ
イ
で
会
議
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
で
検
討
し

た
い
と
お
願
い
を
受
け
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
視
察
に
参
加
し
た
仲
間
で
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
人
々
の
自
立
の
た
め
に
、
私
た

ち
日
本
人
が
、
こ
れ
か
ら
何
が
で
き
る
か
話

し
合
っ
た
結
果
、
予
算
編
成
の
時
、
私
た
ち

が
国
連
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
支
援
を
強
力
に
頼
む

こ
と
で
認
識
が
一
致
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
は
対
照
的
に
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
現
状
は
過
酷
な
生
活
を
強
い
ら

れ
て
い
る
人
た
ち
が
多
く
、
ま
た
過
去
の
悲

惨
な
歴
史
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
強
く
思

い
ま
し
た
。
が
ん
ば
れ
カ
ン
ボ
ジ
ア
Ⅱ
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カ
ン
ボ
ジ
ア
で
開
か
れ
た
「
第
幻
回
人
口

と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
会
議
」

に
参
加
を
し
て
き
ま
し
た
。
４
月
銘
日
に
東

京
を
出
発
し
、
午
後
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
着
、

夕
方
の
便
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
プ
ノ
ン
ペ

ン
に
到
着
、
直
ち
に
、
ヘ
ン
・
サ
ム
リ
ン
国

会
議
長
代
行
主
催
の
夕
食
会
に
参
加
。
翌
羽

日
～
釦
日
の
２
日
に
わ
た
っ
て
ｌ
プ
ノ
ン
ペ

ン
の
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
、
ネ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
に

て
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。
日
本
か
ら
は
私

の
他
自
民
党
の
桜
井
新
さ
ん
や
民
主
党
の
海

江
田
万
里
さ
ん
な
ど
６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

日
本
以
外
で
は
中
国
、
韓
国
や
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
諸
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
、
イ
ン
ド
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
な
ど
の

国
々
か
ら
里
人
の
議
員
が
参
加
し
、
「
緊
急
時

に
お
け
る
国
会
議
員
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に

２
日
間
に
わ
た
っ
て
活
発
な
議
論
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。
私
は
初
日
に
１
度
、
２
日
目
に

は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
日
本
を
代

表
し
て
出
席
、
約
巧
分
間
に
わ
た
っ
て
演
説

を
し
、
そ
の
後
、
各
国
か
ら
の
質
問
を
受
け

ま
し
た
。
パ
、
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は

５
カ
国
５
人
が
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。

私
は
日
本
で
は
緊
急
事
態
が
起
こ
っ
た
時

に
国
会
議
員
同
士
や
役
所
と
の
連
絡
網
を
確

保
す
る
た
め
に
携
帯
電
話
に
緊
急
連
絡
装
置

を
こ
れ
か
ら
付
け
る
予
定
だ
と
い
う
話
を
し

ま
し
た
。
ま
た
、
各
都
道
府
県
や
市
町
村
で

地
震
な
ど
に
備
え
て
備
蓄
し
て
い
る
携
帯
食

品
に
つ
い
て
一
定
の
年
限
が
く
る
と
自
動

的
に
廃
棄
処
分
さ
れ
る
の
が
現
状
で
あ
る
、

と
説
明
し
、
ほ
と
ん
ど
が
廃
棄
さ
れ
る
の
で

あ
れ
ば
、
そ
の
分
を
国
際
的
な
援
助
物
資
と

し
て
１
年
な
い
し
２
年
た
っ
た
ら
使
う
べ
き

で
あ
る
と
の
提
言
を
行
い
ま
し
た
。
会
議
に

は
様
々
な
国
が
参
加
し
て
お
り
、
日
本
の
よ

う
に
災
害
に
備
え
て
食
品
を
備
蓄
し
て
い
た

り
、
日
頃
か
ら
防
災
訓
練
を
し
て
い
る
国
は

ご
く
少
数
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
国
会
議
員

が
果
た
す
役
割
と
い
っ
て
も
、
日
本
の
議
員

が
果
た
す
役
割
と
途
上
国
の
議
員
が
果
た
す
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役
割
は
自
ら
違
っ
て
き
ま
す
。
必
然
的
に
日
し
た
。
日
本
で
は
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
は
戦

本
か
ら
は
援
助
を
す
る
話
、
途
上
国
か
ら
は
禍
に
よ
っ
て
激
し
く
破
壊
さ
れ
た
と
報
道
さ

援
助
を
受
け
る
話
が
中
心
と
な
り
ま
し
た
。

れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
あ
ま
り
期
待
を
し
て

会
議
は
午
前
９
時
か
ら
始
ま
り
、
午
後
６
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
実
際
は
壁
面
に
掘

時
ま
で
２
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
実
に
ま
ら
れ
た
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
神
々
の
像
な
ど
、
た

じ
め
に
ほ
と
ん
ど
全
て
の
議
員
が
発
言
を
し
く
さ
ん
残
っ
て
お
り
、
驚
き
ま
し
た
。

ま
し
た
。
つ
い
先
日
も
Ｉ
Ｐ
Ｕ
の
会
議
で
発

私
は
イ
ン
ド
の
タ
ー
ジ
マ
ハ
ー
ル
に
も
行
っ

言
し
ま
し
た
が
、
国
際
会
議
で
は
と
り
わ
け
、
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ

自
分
の
意
見
を
し
っ
か
り
と
述
べ
る
こ
と
が
卜
に
、
よ
り
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。
ア
ン
コ
ー

大
事
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

ル
ワ
ッ
ト
は
、
世
紀
前
半
に
建
て
ら
れ
た
も

の
で
す
が
、
そ
の
後
、
歴
史
上
か
ら
姿
を
梢

会
議
終
了
後
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
か
ら
約
３
０
し
、
密
林
の
中
に
埋
も
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

０
ｍ
ほ
ど
離
れ
た
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
と
い
う
れ
を
１
８
６
０
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
植
物
学
者

町
に
行
き
ま
し
た
。
こ
こ
は
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
が
発
見
、
世
界
に
知
ら
れ
る
存
在
と
な
り
ま

卜
で
有
名
な
町
で
す
。
着
い
た
日
に
ア
ン
コ
ー
し
た
。

ル
ワ
ッ
ト
と
ア
ン
コ
ー
ル
ト
ム
を
見
学
し
ま

ｎ
世
紀
に
こ
れ
だ
け
の
も
の
を
造
っ
た
の

!=
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●生方幸夫(うぶかたゆきお）

1947年生まれ。早稲田大学第一文学部卒、

読売新聞記者を経て、独立。経済評論家

として講演活動を行い、５０冊以上の著作

を出版、産業能率短期大学講師も務める。

1996年10月に衆議院議員に初出馬初当選、

2000年２期連続当選、2003年３期連続当

選を果たす。現在、議員運営委員会理事、

ネクストキャピネット政治改革担当統括

副大臣｡主な著轡は｢情報革命｣、「会社の

しくみがわかる本｣、「Ｊリーグの経済学｣、

｢日本企業転落の日上「銀行vs証券｣など。

し設うらぞまなで
しれ主かれかす額す
かまの゜たし゜だか
しせ王きのた当つら
、ん様つでく時た、
そ。をとはさのろ建
れ恨苦なん人う築
か ん労い税たと費
らだしで金ち想は
８か、しを｝ま像大
０１）建よ取さし変

０
年
以
上
た
っ
た
今
日
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
と
っ

て
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
は
、
本
当
に
貴
重
な

観
光
資
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
遺
跡
１

つ
で
世
界
中
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
を
集
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
は
、

ホ
テ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
で
た
く
さ
ん
の
ホ
テ
ル
が

建
設
中
で
し
た
。
ホ
テ
ル
を
建
て
る
仕
事
、

ホ
テ
ル
で
働
く
仕
事
、
ガ
イ
ド
の
仕
事
、
土

産
物
屋
さ
ん
、
土
産
を
作
る
仕
事
な
ど
、
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
仕
事
が
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト

か
ら
生
ま
れ
ま
す
。
⑫
世
紀
の
苦
労
が
ｎ
世

紀
に
な
っ
て
報
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

エ
ジ
プ
ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
、
王
様
が
公

共
事
業
と
し
て
働
き
場
所
を
提
供
す
る
た
め

に
行
っ
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。
い
や
い

や
仕
事
を
し
た
の
で
は
あ
れ
ほ
ど
の
建
築
物

は
造
れ
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
説

が
出
て
い
る
と
も
聞
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
も

数
千
年
後
の
子
孫
に
大
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
は
内
戦
も
終
了
し
、
今
は
平

和
と
な
り
ま
し
た
。
内
戦
終
了
後
、
日
本
、

フ
ラ
ン
ス
、
中
国
な
ど
が
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ

ト
の
遺
跡
の
復
興
の
支
援
を
行
い
、
今
の
よ

う
な
状
態
に
ま
で
復
活
し
た
と
聞
き
ま
し
た
。
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せ
ん
。
医
者
と
い
え
ど
も
例
外
で
は
な
く
、

こ
の
病
院
の
副
医
院
長
も
月
額
妬
ド
ル
し
か

給
料
を
も
ら
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

ス
、
ド
イ
ツ
な
ど
か
ら
多
数
の
観
光

め
か
け
て
い
ま
し
た
。
５
月
ま
で
は

乾
期
で
一
年
中
で
一
番
暑
い
季
節
と

い
う
こ
と
で
、
日
中
の
気
温
は
蛆
度

ぐ
ら
い
ま
で
上
が
る
中
、
汗
だ
く
で

見
学
を
し
ま
し
た
。

翌
日
は
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
か
ら
２

時
間
ほ
ど
か
け
て
郊
外
の
病
院
を
視

察
し
ま
し
た
。
途
中
ま
で
は
舗
装
さ

れ
た
道
路
が
通
じ
て
い
ま
し
た
が
、

途
中
か
ら
は
未
舗
装
の
が
た
が
た
道

と
な
り
ま
し
た
。
病
院
は
一
応
、
７

つ
ぐ
ら
い
病
棟
が
立
っ
て
い
ま
し
た

が
、
集
中
治
療
室
と
か
看
板
だ
け
か

か
っ
て
い
る
だ
け
で
部
屋
の
中
に
は

設
備
が
な
い
と
い
う
酷
い
状
態
で
し

た
。カ
ン
ボ
ジ
ア
は
開
発
途
上
国
で
す

か
ら
１
人
当
た
り
の
国
民
所
得
は
３

０
０
ド
ル
、
約
３
万
円
し
か
あ
り
ま

私
が
行
っ
た
時
に
も
、
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト

に
は
日
本
を
は
じ
め
韓
国
、
中
国
、
フ
ラ
ン

ス
、
ド
イ
ツ
な
ど
か
ら
多
数
の
観
光
客
が
諾

ど
が
極
端
に
不
足
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
医
者
の
給
料
が
少
な
い
こ
と
も
相

ま
っ
て
、
医
者
の
数
が
足
り
ず
、
わ
ず
か
６

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
ポ
ル
ポ
ト
時
代
に
知
識
人

を
集
中
的
に
殺
害
し
た
と
い
う
暗
い
歴
史
が

あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
医
師
や
教
師
な

て
い
な
い
は
ず
で
す
。
高
い
救
急
車
を
贈
る

よ
り
も
、
不
足
し
て
い
る
医
薬
品
を
贈
っ
た

ほ
う
が
役
に
立
つ
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
実
感

人
し
か
い
な
い
こ
の
病
院
の
医
者
が
周
辺
部

を
含
め
て
２
万
５
千
人
の
健
康
を
管
理
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
患
者
の
方
も
１
回

エイズの子どもたち

と
で
し
た
。
患
者
の
方
も
１
回

に
つ
き
子
ど
も
５
０
０
リ
ア
ル
、

大
人
１
０
０
０
リ
ア
ル
（
１
０

０
０
リ
ア
ル
で
約
酪
円
）
の
診

療
費
が
高
く
て
払
え
な
い
人
が

多
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
の
病
院
に
は
立
派
な
救
急

車
が
配
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
救
急
車
は
シ
ャ
ッ

タ
ー
の
お
り
た
車
庫
に
入
れ
ら

れ
て
お
り
、
あ
ま
り
活
躍
し
て

い
る
よ
う
に
は
見
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
日
本
の
よ
う
に
救
急
救

命
士
が
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
し
、
道
が
で
こ
ぼ
こ
で
こ

こ
に
急
病
人
を
入
れ
て
搬
送
し

た
ら
振
動
で
も
っ
と
具
合
が
悪

く
な
っ
て
し
ま
う
危
険
性
も
あ

り
ま
す
。
救
急
車
を
援
助
し
た

側
に
は
こ
う
し
た
事
情
は
わ
か
つ

3８



カンボジア報告

し
ま
し
た
。

市
内
に
戻
っ
て
地
雷
で
負
傷
し
た
人
の
義

足
を
作
り
、
社
会
復
帰
の
手
伝
い
を
し
て
い

る
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
に

は
未
だ
に
人
口
（
約
１
３
７
５
万
人
）
（
２
０

０
５
年
推
計
）
の
４
分
の
１
く
ら
い
の
数
の

地
雷
が
埋
ま
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
未
だ

に
毎
日
の
よ
う
に
地
雷
を
踏
ん
で
負
傷
者
が

出
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
被
害
者
に
は
子
ど

も
が
多
く
、
悲
惨
な
状
況
で
し
た
。
し
か
し
、

ベ
ル
ギ
ー
か
ら
来
て
い
る
元
弁
護
士
の
若
い

人
が
熱
心
に
リ
ハ
ビ
リ
に
取
り
組
ん
で
い
る

姿
に
感
心
し
ま
し
た
。

翌
日
は
プ
ノ
ン
ペ
ン
に
戻
り
、
ポ
ル
・
ポ

ト
政
権
に
よ
っ
て
２
万
人
以
上
の
虐
殺
が
行

わ
れ
た
ト
ゥ
ー
ル
ス
レ
ン
刑
務
所
博
物
館
を

見
学
し
ま
し
た
。
中
学
校
を
そ
の
ま
ま
刑
務

所
に
し
た
施
設
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
あ
ま
り
の
残
虐
さ
と
人
間
の
悪
意
の

強
さ
に
気
分
が
悪
く
な
り
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
ス
ラ
ム
街
を

訪
ね
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
エ
イ
ズ
患

者
を
支
援
し
て
い
る
人
に
案
内
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
｜
家
全
員
が
エ
イ
ズ
患
者
で
あ
る

家
庭
と
か
、
す
で
に
夫
が
エ
イ
ズ
で
亡
く
な

り
自
分
も
余
命
幾
ば
く
も
な
い
女
性
の
患
者

さ
ん
に
も
会
い
ま
し
た
。
ス
ラ
ム
は
と
て
も

人
が
住
め
る
よ
う
な
状
態
で
は
な
い
酷
い
も

の
で
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
マ
フ
ィ

ア
が
６
～
ｎ
ド
ル
も
の
家
賃
を
取
り
立
て
て

い
る
と
い
う
の
を
聞
き
、
暗
潅
た
る
気
分
に

な
り
ま
し
た
。

先
進
国
で
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
も
エ
イ

ズ
の
発
症
を
抑
え
る
薬
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
非
常
に
値
段
が
高
く
、
開
発
途
上
国
で
は

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
が
即
、
死
を
意
味
し
ま
す
。
国

連
で
一
括
し
て
製
薬
会
社
か
ら
特
許
を
買
い
、

安
い
値
段
で
開
発
途
上
国
に
も
薬
が
回
る
よ

う
に
す
る
べ
き
だ
と
私
は
思
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
今
後
、
日
本
の
国
会
議
員
に
も
働
き
か

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

以
上
、
駆
け
足
で
す
が
、
報
告
と
し
ま
す
。

ま
た
、
後
日
詳
し
い
報
告
を
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
期
待
下
さ
い
。

鰻
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２
０
０
５
年
４
月
泌
日
～

５
月
２
日
ま
で
の
日
程
で
、

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
プ
ノ
ン
ペ
ン
会

議
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
国
内

視
察
に
行
っ
て
き
た
。
私

に
と
っ
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、

あ
の
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
の

大
量
殺
裁
の
印
象
が
あ
ま

り
に
も
強
す
ぎ
て
、
し
か

も
初
め
て
の
訪
問
と
あ
っ

て
、
今
回
の
よ
う
な
短
い

日
程
で
は
と
て
も
と
て
も

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
つ
い
て
理

解
が
深
ま
っ
た
な
ど
と
は

言
え
な
い
状
態
が
帰
国
し

て
一
カ
月
近
く
た
っ
た
今

も
続
い
て
い
る
。
だ
か
ら

こ
の
短
文
は
、
私
が
今
回

の
会
議
に
参
加
し
て
、
そ

号

の
会
議
自
体
は
、
た
い
そ
う
よ
く
準
備
さ
れ

て
い
た
。
ひ
と
え
に
事
務
局
の
皆
さ
ん
の
事

前
の
手
配
の
お
か
げ
だ
と
感
謝
し
て
い
る
。

国
会
議
員
だ
け
を
と
っ
て
も
珀
力
国
か
ら
別

名
が
参
加
し
、
２
泊
３
日
で
ほ
と
ん
ど
ホ
テ

ル
に
缶
詰
状
態
で
１
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

語
り
合
え
た
こ
と
自
体
、
こ
の
会
議
の
大
き

な
成
果
で
あ
っ
た
と
思
う
。

テ
ー
マ
は
「
緊
急
時
に
お
け
る
人
口
問
題
ｌ

社
会
・
経
済
的
復
興
に
お
け
る
国
会
議
員
と

し
て
の
対
応
」
と
い
う
難
し
い
課
題
で
あ
っ

た
が
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
（
国
連
人
口
基
金
）
の

ス
タ
ッ
フ
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
リ
ー
ド
も
あ
っ

て
、
多
角
的
な
角
度
か
ら
掘
り
下
げ
た
議
論

が
で
き
た
と
思
っ
て
い
る
。
議
論
の
詳
し
い

報
告
は
別
稿
に
譲
る
と
し
て
、
私
自
身
考
え

さ
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
特
に
日
本
の
場
合
、

政
府
が
国
連
や
直
接
災
害
に
遭
っ
た
現
地
に

多
額
の
（
も
ち
ろ
ん
会
議
に
参
加
し
た
他
国

と
比
較
し
て
相
対
的
に
）
援
助
を
行
っ
て
い

の
後
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ご
く
一
部
の
地
方
を
訪

問
し
た
感
想
の
断
片
を
そ
の
ま
ま
綴
っ
た
メ

モ
の
よ
う
な
も
の
だ
と
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
。そ
の
上
で
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
の
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
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る
の
で
、
国
会
議
員
レ
ベ
ル
で
の
援
助
や
支

援
活
動
に
熱
心
で
な
か
っ
た
の
で
は
？
と

い
う
点
で
あ
る
。
今
回
の
会
議
参
加
を
通
じ

て
、
私
は
政
府
の
援
助
や
支
援
は
別
に
し
て

い
わ
ば
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
１
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し

て
の
国
会
議
員
と
し
て
、
例
え
ば
イ
ン
ド
洋

大
津
波
に
対
し
て
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ

た
。プ
ノ
ン
ペ
ン
で
は
ご
く
短
い
時
間
、
市
内

を
一
回
り
し
た
が
、
や
は
り
ポ
ル
・
ポ
ト
時

代
の
殺
戴
の
傷
跡
が
深
く
人
々
の
心
に
残
っ

て
い
る
と
い
う
印
象
だ
。
参
加
し
た
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
国
会
議
員
は
も
ち
ろ
ん
ガ
イ
ド
の
力

に
し
ろ
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
在
住
の
人
は
皆
あ
の

時
代
に
肉
親
や
親
族
の
誰
か
が
必
ず
犠
牲
に

●海江田万里(かいえだばんり）

1949年生まれ。経済評論家としてＴＶ、

ラジオ、新聞、雑誌などで活躍後、１９９３

年衆議院議員初当選。1996年、民主党結

成に参画｡2004年５月に民主党ネクストキヤ

ピネット厚生労働大臣就任。同年９月よ

りネクストキャピネット経済産業大臣。

な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
プ

ノ
ン
ペ
ン
の
人
々
は
よ
く
「
３
年
８
カ
月
と

嘔
日
」
と
い
う
表
現
を
す
る
が
、
１
９
７
５

年
４
月
Ⅳ
日
～
ね
年
１
月
６
日
ま
で
の
ク
メ
ー

ル
・
ル
ー
ジ
ュ
の
支
配
の
日
々
を
１
日
刻
み

で
覚
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
の
時
代
の
悲

惨
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

実
は
、
私
は
特
に
お
願
い
し
て
、
半
日
ア

ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
の
遺
跡
を
見
学
す
る
機
会

を
得
た
が
、
予
想
に
反
し
て
修
復
が
進
ん
で

い
る
こ
と
に
半
分
び
っ
く
り
し
た
や
ら
、
安

堵
し
た
や
ら
で
あ
る
。
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト

の
所
在
地
は
ク
メ
ー
ル
・
ル
ー
ジ
ュ
の
根
拠

地
に
な
っ
た
場
所
で
も
あ
り
、
破
壊
の
極
み

に
あ
る
と
考
え
て
い
た
が
、
世
界
中
か
ら
観

光
客
が
押
し
寄
せ
、
日
本
や
ド
イ
ツ
な
ど
の

援
助
も
多
く
、
少
な
く
と
も
ク
メ
ー

ル
・
ル
ー
ジ
ュ
の
破
壊
の
後
は
修
復

さ
れ
て
い
た
。

た
だ
、
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
か
ら

車
で
２
時
間
近
く
の
シ
ェ
ム
リ
ァ
ッ

プ
病
院
を
訪
ね
て
驚
い
た
が
、
病
院

の
建
物
は
ま
ず
ま
ず
の
も
の
が
建
ち

あ
が
っ
て
い
た
が
、
肝
心
の
医
療
機

器
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
医
薬
品
が
ほ

と
ん
ど
な
い
現
実
も
知
っ
た
。
我
々
が
医
者

に
か
か
っ
て
、
飲
み
き
れ
ず
に
ほ
っ
た
ら
か

し
に
し
て
い
る
風
邪
薬
や
胃
腸
薬
で
も
現
地

で
は
の
ど
か
ら
手
が
出
る
ほ
ど
欲
し
い
薬
品

だ
と
聞
い
て
、
現
在
仲
間
を
募
っ
て
現
地
に

日
本
で
余
っ
た
医
薬
品
を
送
る
準
備
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
だ
。
先
程
も
書
い
た
が
、
日
本

は
政
府
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
世
界
に
援
助
の
手
を
差

し
伸
べ
て
い
る
の
で
、
何
か
そ
れ
だ
け
で
日

本
人
は
国
際
的
な
責
務
を
果
た
し
た
か
の
よ

う
な
錯
覚
に
と
ら
わ
れ
が
ち
だ
が
、
｜
国
会

議
員
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
何
か
？
そ
う

し
た
責
務
を
十
全
に
果
た
し
て
い
る
か
？

考
え
さ
せ
ら
れ
た
短
い
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
旅
で

あ
っ
た
。
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際
社
会
の
確
た
る
動
き
の
第
一
歩
と
評

価
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

し
か
し
、
人
類
の
共
同
行
動
の
先
に

地
球
温
暖
化
論
争
が
国
際
会
議
と
い

う
形
で
展
開
し
た
の
は
、
１
９
７
９
年

の
第
１
回
世
界
気
候
会
議
と
い
え
る
。

爾
来
四
半
世
紀
を
越
え
る
時
間
軸
の
中

で
科
学
的
国
際
会
議
も
累
次
の
進
展
を

み
た
。
他
方
政
治
レ
ベ
ル
で
も
兜
年
の

地
球
サ
ミ
ッ
ト
を
契
機
と
し
て
従
前
の

公
害
問
題
を
遥
か
に
上
回
る
国
境
を
越

え
る
課
題
と
し
て
の
地
球
環
境
問
題
が

展
開
を
始
め
た
。

す
で
に
厄
年
の
ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ
の
「
成

長
の
限
界
」
レ
ポ
ー
ト
で
一
石
は
投
じ

ら
れ
て
は
い
た
が
、
近
年
は
科
学
的
認

識
の
国
際
的
共
有
化
を
バ
ッ
ク
と
し
た

も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
楽
観
悲
観
の
ふ

れ
が
絶
無
と
い
え
な
い
も
の
の
着
実
な

問
題
意
識
の
前
進
と
実
践
的
性
格
を
強

め
る
動
き
と
し
て
の
政
治
的
取
り
組
み

は
展
開
し
て
い
る
。
温
暖
化
ガ
ス
の
排

出
削
減
を
先
進
国
に
義
務
づ
け
た
２
０

０
７
年
の
京
都
議
定
書
の
発
効
は
、
国

る
で
あ
ろ
う
。
た
ま
た
ま
国
際
物
理
年

と
称
さ
れ
る
時
期
を
迎
え
て
い
る
こ
と

も
因
縁
め
く
。
し
か
し
未
知
の
領
域
が

無
条
件
に
光
明
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

と
の
期
待
は
必
ず
し
も
大
き
く
な
い
。

最
大
の
温
暖
化
ガ
ス
の
排
出
国
で
あ
る

ア
メ
リ
カ
の
議
定
書
か
ら
の
離
脱
で
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
の
国
際
的
行
動
の
疑
問

に
は
か
つ
て
の
国
際
連
盟
へ
の
拒
否
的

対
応
と
い
う
前
歴
や
中
東
問
題
へ
の
国

連
軽
視
の
動
向
な
ど
を
指
摘
し
な
い
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
そ
れ
も
、
開
発
途

上
国
へ
の
排
出
削
減
義
務
づ
け
が
付
与

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
批
判
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
長
大
時
間
軸
の
中
で
釦
世

紀
の
産
業
発
展
の
地
球
温
暖
化
と
の
因

果
関
係
は
必
ず
し
も
実
証
さ
れ
て
い
な

い
と
す
る
一
見
科
学
的
認
識
に
裏
付
け

さ
れ
た
反
対
論
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

た
し
か
に
卯
世
紀
以
来
の
人
類
の
科

学
的
認
識
は
技
術
の
急
速
な
発
展
を
背

景
と
し
て
宇
宙
創
成
、
地
球
発
達
の
解

明
は
進
ん
で
い
る
。
相
対
性
理
論
や
量

子
力
学
の
成
果
も
評
価
し
て
あ
ま
り
あ
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開
拓
さ
れ
る
一
方
で
、
よ
り
大
き
な
未

知
の
領
域
が
提
示
さ
れ
る
の
も
科
学
の

発
達
の
現
実
で
あ
る
。
地
球
温
暖
化
が

あ
ま
ね
く
明
ら
か
に
さ
れ
つ
く
し
て
い

る
と
断
定
す
る
に
は
問
題
な
し
と
し
な

い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
人
類
の
認
識
の
限
界

を
温
暖
化
対
応
へ
の
国
際
的
連
帯
行
動

否
定
の
合
理
化
に
結
び
つ
け
る
こ
と
と

は
別
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
環
境

変
化
の
諸
現
象
の
中
で
オ
ゾ
ン
層
の
破

壊
へ
の
対
応
と
し
て
の
フ
ロ
ン
ガ
ス
規

制
な
ど
限
ら
れ
た
範
囲
な
が
ら
も
国
際

的
連
帯
行
動
の
効
果
を
み
て
い
る
分
野

も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
人
類
が
自
然

●降矢憲一(ふるやけんいち）

東京大学経済学部卒。経済企画庁経済研

究所次長、日本大学経済学部教授、細長

寿社会文化協会理事長などを歴任、現在

㈱日本家庭研究協会常務理事。

；

に
働
き
か
け
た
結
果
と
し
て
の
環
境
悪

化
の
一
方
で
、
同
じ
人
類
の
対
応
行
動

が
環
境
悪
化
の
阻
止
な
い
し
緩
和
に
寄

与
し
て
い
る
こ
と
は
人
類
も
自
然
の
一

部
で
あ
る
と
い
う
現
実
そ
の
も
の
を
意

味
し
て
お
り
、
そ
れ
こ
そ
が
人
類
の
進

歩
の
成
果
で
も
あ
る
科
学
的
認
識
と
し

て
共
有
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。

地
球
サ
ミ
ッ
ト
１
年
前
の
皿
年
の
北

京
会
議
の
宣
言
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い

る
「
先
進
国
責
任
論
」
が
、
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
の
責
任
に
歴
史
的
な
見
地
を

取
り
込
む
べ
き
と
し
た
の
も
地
球
環
境

問
題
が
長
大
な
時
間
軸
を
前
提
と
し
て

対
応
す
べ
き
と
す
る
考
え
を
表
明
し
た

も
の
に
他
な
ら
な
い
。
別
世
紀
以
来
の

産
業
の
発
展
、
技
術
の
展
開
の
環
境
へ

の
波
及
の
解
明
は
長
期
課
題
で
あ
っ
た

が
、
こ
れ
へ
の
対
応
は
人
類
の
命
運
を

か
け
た
遥
か
に
長
大
な
共
通
課
題
で
あ

る
。
こ
の
超
大
事
業
の
コ
ス
ト
負
担
が

問
題
と
な
る
が
成
長
抑
制
と
い
う
機
会

費
用
の
問
題
を
含
む
こ
と
に
よ
る
共
通

認
識
の
形
成
の
困
難
性
は
無
視
で
き
な

い
。
京
都
議
定
書
で
温
暖
化
ガ
ス
排
出

権
の
取
り
引
き
と
い
う
現
実
的
対
策
が

提
起
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
効
果
期
待

に
疑
念
な
し
と
し
な
い
。
医
学
の
領
域

で
寿
命
維
持
の
た
め
の
臓
器
移
植
が
先

行
し
、
望
ま
れ
る
人
工
臓
器
の
開
発
が

遅
延
し
て
い
る
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
に
似

て
先
進
国
か
ら
開
発
途
上
国
へ
の
技
術

移
転
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
る
か

で
あ
る
。

哲
学
者
今
道
友
信
教
授
に
続
く
と
こ

ろ
の
エ
コ
・
エ
テ
ィ
カ
（
生
圏
倫
理
学
）

に
よ
れ
ば
環
境
は
自
然
だ
け
で
な
く
技

術
関
連
と
し
て
認
識
す
べ
き
で
あ
り
、

そ
の
中
で
は
個
人
の
倫
理
に
止
ま
ら
ず

組
織
（
国
家
な
ど
）
の
倫
理
の
あ
り
方

が
問
わ
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
が
先
進
国
・
途
上
国
の
環
境
対
策
対

立
を
解
く
鍵
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
は

な
い
か
。

：

Ｌ－－｢二mA壜二二一…=＿…二.L~=………
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昨
今
、
若
者
の
性
病
感
染
、
性
暴
力
、
中
あ
る
が
、
こ
れ
は
少
子
化
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ

絶
と
い
っ
た
性
行
動
が
大
き
な
社
会
問
題
と
ズ
に
も
関
わ
る
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
５
月

な
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
性
や
性
教
育
に
関
⑫
日
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
国
会
議
員
の
関

わ
る
問
題
は
と
か
く
タ
ブ
ー
視
さ
れ
が
ち
で
心
と
理
解
を
深
め
よ
う
と
、
女
性
部
会
（
南

匡
声

と
理
解
を
深
め
よ
う
と
、
女
性
部
会
（
南

野
知
惠
子
部
会
長
）
は
、
性
医
学

の
第
一
人
者
で
あ
る
松
本
清
一
・

棚
日
本
家
族
計
画
協
会
会
長
を
講

師
に
迎
え
、
女
性
部
会
を
開
催
し

甥
た
。
司
会
は
小
宮
山
洋
子
・
副
部

藍
会
長
が
務
め
、
参
加
議
員
の
う
ち

籍
半
数
以
上
を
男
性
議
員
が
占
め
、

鍼
女
性
議
員
を
喜
ば
せ
た
。

壼明で
ム
マ
年
、
懇
談
会
は
４
つ
の
部
会

竈
（
女
性
問
題
部
会
、
国
際
協
力
部
会
、

の長
国
内
対
策
部
〈
君
地
球
規
模
問
題

鑑
部
会
）
の
活
性
化
を
目
標
に
掲
げ

副山
て
い
る
。
こ
の
日
の
女
性
部
会
は
、

棺
国
会
の
日
程
の
都
合
で
１
時
間
で

終
了
し
た
が
、
も
っ
と
話
を
聞
き

た
い
と
い
う
声
も
上
が
っ
た
。

（
恒
川
）

参
加
議
員
は
以
下
の
通
り
。

○
参
加
議
員

ｏ
呼
び
か
け
人

生
方
幸
夫
衆
議
院
議
員

黒
岩
宇
洋
参
議
院
議
員

玄
葉
光
一
郎
衆
議
院
議
員

須
藤
浩
衆
議
院
議
員

福
島
豊
衆
議
院
議
員

増
子
輝
彦
衆
議
院
議
員

円
よ
り
子
参
議
院
議
員

森
山
眞
弓
衆
議
院
議
員

山
際
大
志
郎
衆
議
院
議
員

清
水
嘉
与
子
参
議
院
議
員

（
国
際
問
題
議
員
懇
談
会
事
務
総
長
）

能
勢
和
子
衆
議
院
議
員

（
女
性
部
会
副
部
会
長
）

小
宮
山
洋
子
衆
議
院
議
員

（
女
性
部
会
副
部
会
長
）

（
卯
音
順
）
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性の

わ
が
国
の
少
子
化
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
回

復
不
能
に
陥
る
よ
う
な
深
刻
な
事
態
に
直
面

し
て
お
り
、
１
９
９
４
年
こ
ろ
か
ら
エ
ン
ゼ

ル
プ
ラ
ン
を
は
じ
め
、
様
々
な
対
策
が
講
じ

ら
れ
，
２
０
０
１
年
か
ら
は
『
健
や
か
親
子

Ⅲ
」
の
国
民
運
動
も
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
効
果
は
ま
だ
全
く
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
の
こ
と
は
問
題
の
背
景
が
極
め
て
複
雑
な

女
性
の
健
康
と
少
子
化
を
め
ぐ
っ
て

１
は
じ
め
に

●松本清一(まつもとせいいち）

東大医学部卒。関東逓信病院産婦人科部

長、自治医科大学付属病院長などを経て、

現在群馬大学名誉教授、自治医科大学名

誉教授。日本思春期学会、日本母性衛生

学会、日本性医学学会各名誉理事長。社

団法人日本家族計画協会会長。

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
単
な
る
小

手
先
の
対
策
で
は
な
く
、
広
く
女
性
の
健
康

や
育
児
の
問
題
を
包
括
的
に
取
り
扱
い
、
相

互
に
尊
敬
し
あ
う
対
等
な
男
女
関
係
を
基
本

と
し
て
、
豊
か
な
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指

す
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
は
１

９
９
５
年
の
国
連
の
世
界
人
口
開
発
会
議
で

世
界
各
国
の
合
意
に
よ
っ
て
国
際
的
に
推
進

さ
れ
て
い
る
「
性
と
生
殖
の
健
康
／
権
利
」

の
実
現
を
目
指
す
こ
と
で
も
あ
る
。

育
児
は
人
類
が
健
全
に
発
展
し
て
ゆ
く
た

め
の
基
礎
で
あ
り
、
家
族
や
社
会
の
全
て
の

人
々
が
そ
の
役
割
を
正
し
く
評
価
し
、
尊
重

し
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
生
ま
れ
育
つ
環
境

づ
く
り
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

育
児
は
胎
児
期
か
ら
始
ま
る
。
胎
児
が
母

２
育
児
と
は

日
本
家
族
計
画
協
会
会
長
松
本
清
一

親
の
体
内
で
成
長
す
る
９
カ
月
間
、
母
と
子

は
ま
さ
に
一
体
で
あ
り
、
胎
児
は
母
体
か
ら

の
強
い
影
響
を
受
け
な
が
ら
発
育
す
る
。
母

親
が
興
奮
す
れ
ば
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
が
胎
児
に

伝
わ
り
、
胎
児
も
興
奮
す
る
。
ま
た
胎
児
の

皮
層
は
常
に
羊
水
を
通
し
て
増
幅
さ
れ
た
母

体
か
ら
の
動
き
を
触
覚
刺
激
と
し
て
感
じ
、

母
親
の
心
臓
の
音
や
血
の
流
れ
は
心
地
よ
い

音
と
し
て
感
じ
る
。
妊
娠
７
，
８
カ
月
以
後

は
周
囲
の
外
界
の
音
も
よ
く
聞
こ
え
る
。

と
っ
て
最
初
の
優
し
い
愛
撫
や
皮
膚
刺
激
に

な
り
、
子
宮
に
抱
き
締
め
ら
れ
る
こ
と
で
、

皮
膚
の
神
経
が
刺
激
さ
れ
、
マ
ツ
サ
ー
ジ
の

よ
う
に
生
ま
れ
て
く
る
新
生
児
を
活
性
化
す

る
と
い
う
。

出
産
の
時
に
は
、
子
宮
の
収
縮
が
胎
児
に
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母
と
子
の
相
互
作
用
は
す
で
に
胎
児
期
か

ら
一
体
感
や
同
調
性
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
て

い
る
が
、
出
産
に
よ
っ
て
身
体
的
に
母
親
か

ら
離
れ
た
新
生
児
は
改
め
て
母
と
の
心
に
よ

る
結
び
つ
き
を
必
要
と
し
、
心
理
的
な
一
体

感
が
得
ら
れ
た
子
ど
も
は
心
が
安
定
し
、
心

身
共
に
健
全
に
発
達
す
る
。
ま
た
同
時
に
、

母
親
の
母
性
愛
の
発
達
を
促
し
、
か
つ
出
産

後
の
回
復
を
早
め
る
。

そ
の
よ
う
な
母
子
の
行
動
生
理
学
的
な
相

互
作
用
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
母
と
子
の

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
が
重
要
で
、
生
ま
れ
て
す
ぐ

の
肌
と
肌
の
触
れ
合
い
は
新
生
児
に
安
心
と

安
全
の
感
情
を
も
た
ら
す
。
そ
の
他
、
母
と

子
が
見
つ
め
合
う
、
お
互
い
の
声
を
聞
く
こ

と
、
ま
た
臭
覚
、
味
覚
な
ど
を
介
し
て
相
互

作
用
が
生
じ
る
。
新
生
児
は
五
感
の
い
ず
れ

も
十
分
に
発
達
し
て
お
り
、
胎
児
の
時
に
聞

い
た
声
と
同
じ
声
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
安

心
し
た
り
、
母
親
の
顔
を
確
か
め
た
り
、
母

の
体
臭
を
識
別
で
き
た
り
す
る
。
出
産
直
後

う
乙
隷

に
新
生
児
を
母
親
の
お
腹
の
上
に
傭
せ
に
置

く
と
、
初
乳
の
匂
い
に
引
か
れ
て
自
分
で
乳

Ｓ
母
と
子
の
絆
の
形
成

育
児
に
対
す
る

父
親
の
役
割
も
近

年
重
視
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
父

親
に
求
め
ら
れ
る

最
も
重
要
な
役
割

は
、
幼
児
期
以
降
、

母
と
子
の
強
い
絆

に
あ
る
種
の
介
入

を
し
て
、
母
子
の

一
体
感
を
破
っ
て

他
者
の
存
在
を
知

ら
せ
、
子
ど
も
が

他
者
に
接
し
て
、

一
人
で
社
会
生
活

が
で
き
る
よ
う
に
、

社
会
の
規
範
を
教

え
る
こ
と
で
あ
る
。

首
ま
で
移
動
し
て

吸
い
始
め
た
と
い

う
報
告
も
あ
る
。

４
父
親

の
役
割

妊産婦の医

学管理の向

上

異常の早期

発見早期治

療

妊産婦死亡周

産期死亡の減

少

子どもの健康や精神

発達の障害

ひきこもり､無気

力症など

家庭分娩か

ら施設内分

娩への移行

妊娠分娩の

病的とらえ

方

妊娠に対する不

安の助長

育児ノイローゼ

誕生の家族

からの分離

育児に関する伝

承の欠如

生命尊重や母性意識

発達の阻害

家庭分娩から施設内分娩への移行によって招来された種々の問題
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女性の健康と少子化をめぐって

性器クラミジアと淋病の推定年間罹患数の推移

０
０
０
０
０
０
０

０
５
０
５
０
５

３
２
２
１
１

年
間
罹
患
数
⑩
万
人

戦
後
、
家
庭
内
で
父
親
の
権
威
が
失
わ
れ
、

ま
た
１
９
６
０
年
代
の
高
度
経
済
成
長
の
犠

牲
と
な
っ
て
、
父
親
が
家
庭
か
ら
企
業
に
奪

８８８９９０９１９２9３9４9５9６９７9８9９００

房誇囿i…
性交の経験

女子 、４５６
男子 〆

〆

(％）

4０

Ｖ
Ｊ

慨
如 〆 わ
れ
て
、
子
ど
も
に
と
っ
て
父
親
像
は
弱
く
、

影
が
薄
く
な
っ
た
こ
と
が
子
ど
も
の
自
我
の

確
立
を
妨
げ
、
思
春
期
以
降
に
種
々
な
問
題

ﾑ0,0●／
ﾉ

ﾂｾb，

３９０

⑪
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４１１

凶ｒ
００ 一函同（二

一輔同（。

小
学

中
３ 嵩

１
中
１

中
２

一關向（こ

高
３

小
学 中

１

中
２

中
３ 高

１

を
生
み
出
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

わ
が
国
で
は
卯
世
紀
前
半
ま
で
は
出
産
は

ほ
と
ん
ど
家
庭
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
１
９

５
３
年
以
降
、
社
会
の
工
業
化
と
と
も
に
、

急
速
な
施
設
内
出
産
へ
の
移
行
が
起
こ
っ
た
。

そ
の
結
果
、
医
学
的
管
理
の
向
上
で
妊
産
婦

や
新
生
児
の
死
亡
は
減
少
し
た
が
、
一
方
、

出
産
が
た
だ
技
術
的
、
機
械
的
に
の
み
扱
わ

れ
て
、
本
来
出
産
が
も
つ
人
間
性
、
家
庭
性

が
失
わ
れ
、
出
産
に
対
す
る
産
婦
自
身
の
関

心
は
薄
く
な
り
、
産
婦
の
自
尊
心
や
自
制
心

を
失
わ
せ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
ま
た
出
産

後
に
母
と
子
が
別
の
部
屋
に
離
れ
て
置
か
れ
、

母
と
子
の
接
触
や
母
乳
育
児
が
減
り
、
こ
の

時
期
に
重
要
な
母
子
の
相
互
作
用
が
妨
げ
ら

れ
る
結
果
を
も
招
い
た
。

５
家
庭
分
娩
か
ら

施
設
内
分
娩
へ
の
移
行

６
「
ふ
れ
る
」
と
い
う

愛
や
親
子
の
会
話

「
ふ
れ
る
」
こ
と
は
出
産
直
後
だ
け
で
な
く
、

４７

￣

1生壱百Z／つこうノノー（

2i/／
ノー■一■－■－■一■〆

４－－デフ/d、．性器ｸﾗﾐｼﾞｱ(=〕づ３－。
;＝･==T=マァー゛、:=土二2戸金一嘉薑F墨重症,墨，
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性題クラミジア(男） ９３ 9３ ９８ 9７ ９１ 7６ 7８ ７５ ７７ ８６ 9２ １１ １２６

性翻クラミジア(女） ７５ ９３ 1０２ 1３６ 1７４ 1６５ 1７２ 1６２ 1７６ 1８６ ２１２ 2５６ ２６５

淋函感染症(男） 1３６ 1３３ 1４５ 1５１ 1０４ 6５ ６１ ６５ ７７ ８５ ９７ 1２７ 1２５

淋団感型症(女） ２３ ２０ ２１ 2５ 2２ 1４ １２ １１ 1４ 1３ 1７ 29 ３３



乳
幼
児
期
の
育
児
に
と
っ
て
も
「
母
と
子
」
、

あ
る
い
は
「
父
と
子
」
の
絆
を
つ
く
る
た
め

羽匡

出典／2004年セックスと性の健康に関する実態調査（wwwdurex・com/jp）

工
業
化
社
会
の
発
展
は
子
ど
も
の
身
体
的

早
熟
を
招
く
一
方
、
親
の
過
保
護
や
過
干
渉
、

ま
た
父
親
不
在
の
家
庭
や
「
ふ
れ
る
」
愛
の

欠
如
な
ど
は
精
神
的
な
ら
び
に
社
会
的
成
熟

を
遅
ら
せ
、
そ
の
た
め
生
物
学
的
に
は
成
熟

し
た
が
完
全
な
成
人
に
は
な
っ
て
い
な
い
若

者
た
ち
が
増
え
、
様
々
な
問
題
を
生
み
出
し

て
い
る
。

わ
が
国
で
は
今
日
、
思
春
期
の
女
性
に
人

工
妊
娠
中
絶
や
性
感
染
症
の
著
増
が
み
ら
れ
、

こ
れ
と
全
く
並
行
し
て
高
校
生
の
性
交
経
験

率
が
上
昇
し
て
い
る
。
最
近
の
厚
労
省
研
究

班
の
報
告
で
は
、
女
子
の
姐
・
６
％
が
性
交

に
極
め
て
大
切
な
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
が

世
代
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
て
ゆ
く
こ
と
や
、

思
春
期
の
子
ど
も
た
ち
の
心
の
発
達
に
と
っ

て
も
大
変
必
要
な
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
親
子
間
の
会
話
の
多
少
が
子
ど

も
の
性
行
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る

こ
と
も
認
め
ら
れ
、
育
児
に
と
っ
て
親
子
の

触
れ
合
い
や
話
し
合
い
は
大
切
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

７
思
春
期
問
題
と
少
子
化

英
国
の
あ
る
会
社
が
世
界
４
カ
国
の
珀
歳

以
上
の
人
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た
調
査
に

よ
る
と
、
１
年
間
の
性
交
頻
度
は
世
界
の
平

経
験
者
で
そ
の
追
・
１
％
が
ク
ラ
ミ
ジ
ア
に

感
染
し
て
い
る
と
い
う
。

そ
の
他
、
摂
食
障
害
に
よ
る
無
月
経
、
自

我
確
立
の
遅
れ
に
よ
る
不
登
校
や
無
気
力
症

の
増
加
、
飲
酒
者
、
喫
煙
者
、
覚
醒
剤
な
ど

薬
物
乱
用
者
の
増
加
、
売
春
な
ど
の
性
非
行
、

ま
た
種
々
の
問
題
行
動
や
残
虐
な
犯
罪
も
増

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
将
来
の
母
性
機
能
や

育
児
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
危
倶

さ
れ
る
。

そ
の
対
策
は
１
９
８
０
年
頃
か
ら
行
わ
れ
、

「
健
や
か
親
子
Ⅲ
」
国
民
運
動
の
中
で
も
主
要

課
題
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
成
果
は
得
ら

れ
て
い
な
い
。
そ
の
原
因
は
特
に
若
者
た
ち

が
本
当
に
必
要
と
し
て
い
る
教
育
や
正
し
い

性
情
報
が
彼
等
に
届
い
て
い
な
い
こ
と
と
、

必
要
な
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
な
い
で

い
る
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｓ
「
セ
ッ
ク
ス
レ
ス
・
カ
ッ
プ
ル
」

の
増
加
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女性の健康と少子化をめぐって

低
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

均
１
０
３
回
に
対
し

三
０５

日
本
で
は
妬
回
で
最
○
）
性
の
健
康
と
は

一
方
で
セ
ッ
ク
ス
パ
ー
「
性
」
と
い
う
言
葉
は
何
を
意
味
す
る
か
。

出典／2004年セックスと性の健康に関する実態調査（www・durex・com/jp）

ト
ナ
ー
の
数
の
多
さ
は
世
界
で
第
３
位
を
占

め
て
い
た
。

特
別
な
事
情
が
な
く
１
カ
月
以
上
性
的
接

触
が
な
い
夫
婦
を
「
セ
ッ
ク
ス
レ
ス
・
カ
ッ

プ
ル
」
と
定
義
し
て
い
る
が
、
わ
が
国
で
は

１
９
９
１
年
頃
か
ら
増
加
が
認
め
ら
れ
、
２

０
０
４
年
に
釦
～
如
代
の
妻
を
対
象
と
し
た

調
査
に
よ
れ
ば
蛆
％
が
セ
ッ
ク
ス
レ
ス
と
考

え
ら
れ
、
別
の
調
査
で
も
蛆
・
７
％
で
、
１

９
８
４
年
に
行
わ
れ
た
同
様
調
査
の
わ
ず
か

４
．
弱
％
に
比
し
格
段
の
違
い
が
見
ら
れ
て

い
る
。

セ
ッ
ク
ス
レ
ス
は
エ
リ
ー
ト
に
多
い
と
言

わ
れ
、
原
因
と
し
て
人
間
関
係
の
希
薄
化
、

仕
事
の
多
忙
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
、
母
親
の
過

干
渉
、
性
に
関
す
る
情
報
過
多
、
ア
ダ
ル
ト

ビ
デ
オ
の
影
響
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

欧
米
か
ら
の
報
告
で
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
、

日
本
に
特
徴
的
な
現
象
で
、
こ
れ
も
少
子
化

の
一
因
と
し
て
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
と
恩

エ
フ
ｃ

２
０
０
０
年
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
や
世
界
性
科
学
学
会

が
発
表
し
た
「
性
の
健
康
の
促
進
・
行
動
の

た
め
の
提
言
」
に
よ
れ
ば
「
セ
ッ
ク
ス
と
は
、

女
性
あ
る
い
は
男
性
と
し
て
の
人
間
の
ス
ペ

ク
ト
ル
を
決
定
す
る
生
物
学
的
な
特
徴
の
総

和
」
と
定
義
さ
れ
て
、
生
物
学
的
事
項
に
限

定
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
人
間
の

性
を
表
す
言
葉
と
し
て
は
「
セ
ク
シ
ユ
ア
リ

テ
ィ
」
が
用
い
ら
れ
、
定
義
は
こ
の
よ
う
で
、

人
間
で
あ
る
こ
と
の
中
核
的
な
特
質
で
、
要

約
す
る
と
「
我
々
の
セ
ク
シ
ユ
ア
リ
テ
ィ
は
、

我
々
の
あ
り
方
、
我
々
が
感
じ
、
考
え
、
行

う
こ
と
の
内
容
に
お
い
て
経
験
さ
れ
、
表
現

さ
れ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

「
性
の
健
康
」
と
は
「
セ
ク
シ
ユ
ア
リ
テ
ィ

に
関
す
る
、
身
体
的
、
心
理
的
、
な
ら
び
に

社
会
・
文
化
的
に
良
好
な
状
態
で
過
ご
し
て

い
る
こ
と
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
ま
ず
セ
ク

シ
ユ
ア
リ
テ
ィ
を
科
学
的
に
、
肯
定
的
に
と

ら
え
、
そ
れ
に
対
す
る
誤
解
、
迷
信
、
偏
見
、

教
義
な
ど
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
否
定
的
な
態

度
を
変
容
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
と
さ
れ
て
い

る
。し
か
し
わ
が
国
で
は
、
ま
だ
セ
ク
シ
ユ
ア

リ
テ
ィ
を
恥
ず
か
し
い
も
の
、
い
や
ら
し
い

4９



「
性
の
健
康
」
を
推
進
す
る
に
は
、
人
生
の

早
い
時
期
か
ら
始
め
、
年
齢
や
発
達
に
適
応

し
た
、
生
涯
の
長
き
に
わ
た
る
『
包
括
的
セ

ク
シ
ユ
ァ
リ
テ
ィ
教
育
」
が
必
要
で
、
そ
の

目
指
す
目
標
と
し
て
「
自
分
自
身
が
生
涯
を

通
じ
、
性
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
、
心
配

や
恐
れ
や
罪
の
意
識
な
し
に
、
認
識
し
、
確

認
し
、
そ
し
て
受
容
で
き
る
よ
う
に
す
る
」

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

性
教
育
と
は
、
一
生
を
健
康
で
幸
福
に
生

き
る
た
め
に
、
豊
か
な
人
間
性
と
健
全
な
社

会
性
を
も
つ
性
意
識
や
性
行
動
を
各
人
が
選

択
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
人
間
教
育
で

あ
る
。
性
非
行
防
止
対
策
と
い
う
よ
う
な
限

ら
れ
た
と
ら
え
方
で
、
あ
る
い
は
思
春
期
の

も
の
、
口
に
す
る
の
を
樟
る
も
の
な
ど
と
否

定
的
に
と
ら
え
る
考
え
方
が
社
会
に
広
が
っ

て
い
る
。
そ
の
上
、
マ
ス
コ
ミ
は
性
を
商
品

化
し
、
商
業
主
義
に
よ
っ
て
歪
め
ら
れ
た
、

無
責
任
で
扇
情
的
な
性
情
報
を
氾
濫
さ
せ
、

若
者
た
ち
が
性
を
肯
定
的
に
と
ら
え
る
の
を

困
難
に
し
て
い
る
。

10

性
教
育

わ
が
国
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
２
０
０
３

年
１
．
羽
で
「
人
口
置
き
換
え
水
準
」
の
２
．

Ｗ
を
は
る
か
に
下
回
っ
て
い
る
。
更
に
東
京

都
は
０
・
的
、
目
黒
区
は
０
．
市
で
あ
る
。

そ
の
主
因
は
如
歳
代
の
未
婚
者
の
増
加
、
出

産
年
齢
の
上
昇
、
婚
前
・
婚
外
性
交
の
増
加

ょ
う
な
人
生
の
あ
る
時
期
だ
け
に
限
定
し
た

も
の
と
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
人

間
の
生
き
方
全
体
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
生

涯
教
育
の
視
点
で
と
ら
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
一
生
の
各
時
期
を
通
じ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
時
期
に
お
け
る
性
の
問
題
が
、
人
間
生

活
の
中
に
豊
か
に
組
み
込
ま
れ
、
人
間
相
互

の
幸
福
を
増
進
さ
せ
る
た
め
に
、
ま
た
自
己

の
性
を
受
け
入
れ
る
と
と
も
に
、
他
の
人
々

が
そ
れ
ぞ
れ
の
性
を
受
け
入
れ
る
権
利
を
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
そ
し
て
男

女
が
お
互
い
に
相
手
の
性
を
理
解
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
互
い
の
人
格
を
専
重
し
、
健
全

な
異
性
観
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
、
教

育
的
な
援
助
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。

1１
わ
が
国
の
現
状
と

緊
急
課
題

な
ど
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
「
仕
事
と

育
児
」
の
両
立
を
困
難
に
し
て
い
る
社
会
環

境
、
２
０
０
３
年
の
夫
の
育
児
休
暇
取
得
率

が
わ
ず
か
０
．
３
％
と
い
う
こ
と
に
示
さ
れ

る
よ
う
な
仕
事
や
家
庭
生
活
の
あ
り
方
、
多

忙
な
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
、
育
児
に
関
わ
る
経

済
問
題
、
情
報
社
会
の
中
で
結
婚
や
育
児
を

否
定
的
に
と
ら
え
さ
せ
る
マ
ス
コ
ミ
の
報
道

な
ど
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

性
と
生
殖
を
肯
定
的
に
と
ら
え
さ
せ
、
快

適
な
出
産
や
育
児
を
楽
し
め
る
よ
う
生
活
環

境
の
改
革
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は

性
と
生
殖
の
健
康
を
推
進
す
る
た
め
の
教
育

や
正
し
い
情
報
の
伝
達
が
急
務
で
あ
る
。
最

近
低
出
生
体
重
児
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
も

問
題
に
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
殊
に
若
者
た
ち
に
対
し
て
は
、
望
ま

な
い
妊
娠
や
性
感
染
症
、
摂
食
障
害
な
ど
を

予
防
す
る
た
め
の
保
健
サ
ー
ビ
ス
や
教
育
の

普
及
、
改
善
が
早
急
に
実
施
さ
れ
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

5０
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輻 力
て

恩
五
》
“
ざ蝋 国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
（
中
山
太
郎

会
長
）
の
事
務
局
を
務
め
る
糊
ア
ジ
ア
人
口
．

日
Ｊ
Ｃ
写
刈

議
諦 |鱗霞鑪

臼
圭

Ｐ
Ｄ
Ａ
）
は
、
議
員
懇
談
会

化
を
図
る
一
環
と
し
て
、
Ｎ

５
０
（
北
谷
勝
秀
理
事
長
）

開
い
た
「
国
際
協
力
に
関
す

シ
ョ
ッ
プ
」
に
協
力
、
国
際

男
部
会
長
）
の
メ
ン
バ
ー
に

け
て
議
論
に
参
加
し
た
。

・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
大
使
（
外
務
省
参

与
）
を
招
い
た
同
日
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
谷
津
部

会
長
を
は
じ
め
議
員
懇
談

会
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
、

国
際
協
力
の
進
め
方
に
つ

い
て
講
師
と
の
間
で
活
発

な
討
論
を
行
っ
た
。

講
演
の
中
で
五
月
女
大

使
は
、
前
職
の
ザ
ン
ビ
ア

特
命
全
権
大
使
な
ど
多
彩

な
海
外
勤
務
の
経
験
を
踏

ま
え
て
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ

Ｄ
Ａ
）
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
一
非
政
府

団
体
）
と
の
積
極
的
な
協
力

に
よ
る
途
上
国
へ
の
支
援

活
動
の
強
化
を
訴
え
た
。

五
月
女
大
使
は
最
近
に
お
け
る
連
続
的
な

Ｏ
Ｄ
Ａ
の
低
下
に
憂
慮
を
示
し
、
な
ぜ
日
本

が
国
際
協
力
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
に
つ

い
て
持
論
の
「
恩
返
し
の
国
際
協
力
」
を
訴

え
た
。

大
使
は
太
平
洋
戦
争
に
敗
れ
た
日
本
が
灰

儘
の
中
か
ら
復
興
す
る
過
程
で
、
国
際
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
「
ラ
ラ
」
や
ア
メ
リ
カ
の
「
ケ
ア
」
か

ら
の
食
料
品
や
医
療
品
、
日
用
品
な
ど
の
膨

大
な
援
助
が
失
意
の
日
本
人
を
ど
れ
だ
け
勇

気
づ
け
、
ま
た
ガ
リ
オ
ア
・
エ
ロ
ァ
資
金
や

世
界
銀
行
か
ら
の
資
金
援
助
が
新
幹
線
や
東

名
高
速
道
路
な
ど
の
経
済
イ
ン
フ
レ
整
備
に

大
き
な
貢
献
を
果
た
し
た
歴
史
を
忘
れ
る
べ

き
で
な
い
と
強
調
し
た
。

そ
の
上
で
、
日
本
の
国
際
的
な
優
位
性
と

し
て

①
１
９
５
４
年
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
に
参
加

し
て
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
協
力
を
開
始
し
た

時
は
ま
だ
被
援
助
国
で
あ
り
、
世
界
で
唯

一
、
先
進
国
で
は
被
援
助
の
経
験
を
も
つ

援
助
国
で
あ
る

②
ア
フ
リ
カ
に
植
民
地
の
経
験
を
も
つ
西

欧
諸
国
に
比
し
て
、
手
が
汚
れ
て
お
ら
ず
、

被
援
助
国
か
ら
大
変
感
謝
さ
れ
る
利
点
を

も
っ
て
い
る

を
挙
げ
た
。

ま
た
食
料
の
印
％
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
師
％
、

家
畜
飼
料
の
ね
％
を
海
外
に
依
存
し
て
い
る

日
本
の
存
立
は
開
発
途
上
国
各
国
と
友
好
関

係
を
維
持
す
る
こ
と
が
前
提
条
件
で
あ
る
、

と
の
安
全
保
障
上
の
観
点
を
強
調
。
ロ
ー
マ

帝
国
に
滅
ぼ
さ
れ
た
カ
ル
タ
ゴ
と
、
ヘ
レ
ニ

ズ
ム
文
化
を
通
し
て
ロ
ー
マ
と
共
存
し
た
ギ

リ
シ
ャ
の
繁
栄
と
の
対
比
を
例
示
し
た
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
日
本
は
「
砧
格
あ

る
国
家
」
と
し
て
世
界
の
中
で
も
っ
と
責
任

を
果
た
す
べ
き
で
あ
る
と
語
っ
た
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
大
使
の
立
場
か
ら
、
米
国
の
援
助

資
金
の
約
如
％
が
Ｋ
Ｇ
Ｏ
を
通
じ
て
支
出
さ

れ
る
の
に
対
し
て
、
わ
が
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
ま

だ
力
不
足
と
い
う
面
は
否
定
で
き
な
い
が
、

も
っ
と
国
際
協
力
、
援
助
行
政
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が

活
用
さ
れ
る
べ
き
だ
と
指
摘
し
た
。

こ
の
後
、
津
島
雄
二
、
広
中
和
歌
子
、
加

藤
修
「
増
子
輝
彦
各
氏
な
ど
出
席
議
員
の

中
か
ら
、
外
務
省
の
Ｐ
Ｒ
不
足
や
メ
デ
ィ
ア

へ
の
肌
解
促
進
に
つ
い
て
の
意
兇
が
出
さ
れ

た
。

（
尼
崎
）
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百問題で参書人招く
而誰上旨

欝

計一扉靴

Ｅ

凪

つの精 中央が清水嘉与子調査会長

て
三
人
の
専
門
家
を
参
考
人
と
し
て
招
き
、

意
見
を
聞
い
た
。
招
か
れ
た
の
は
赤
枝
恒
雄
・

六
本
木
診
療
所
院
長
、
遠
藤
順
子
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
円
ブ
リ
オ
基
金
セ
ン
タ
ー
理
事
長
、
北

村
邦
夫
・
棚
日
本
家
族
計
画
協
会
常
務
・
ク

リ
ニ
ッ
ク
所
長
の
３
人
。

こ
の
と
こ
ろ
小
、
中
学
生
、
高
校
生
の
性

行
動
が
話
題
を
呼
び
、
性
教
育
の
あ
り
方
が

大
き
な
議
論
と
な
っ
て
い
る
中
、
３
人
の
専

門
家
は
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
分
野
か
ら
現
状
を

報
告
、
こ
れ
ま
で
と
か
く
タ
ブ
ー
視
さ
れ
が

ち
だ
っ
た
性
の
問
題
に
つ
い
て
単
な
る
医
療

対
策
で
な
い
家
庭
、
学
校
、
社
会
の
あ
り
方

に
問
題
を
投
げ
か
け
た
。

ま
ず
診
療
所
か
ら
夜
の
街
に
出
て
「
街
角

相
談
室
」
を
開
い
て
、
小
・
中
・
高
校
生
の

性
の
悩
み
を
聞
き
、
性
感
染
症
や
人
工
妊
娠

中
絶
の
相
談
や
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
と
い

う
赤
枝
院
長
は
、
最
近
の
若
者
の
隠
れ
た
性

の
実
態
や
性
感
染
症
の
拡
大
を
赤
裸
々
に
報

告
、
親
の
無
関
心
や
マ
ン
ガ
や
ア
ダ
ル
ト
ビ

デ
オ
に
代
表
さ
れ
る
「
性
の
商
品
化
」
に
強

い
危
機
感
を
表
明
し
た
。
ま
た
、
家
庭
の
中

で
父
親
が
娘
に
対
す
る
日
常
的
な
ス
キ
ン
シ
ッ

プ
を
失
っ
て
い
る
こ
と
が
、
幼
い
子
ど
も
を
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性教育問題で参考人招く

性
の
対
象
に
す
る
傾
向
を
生
ん
で
い
る
と
指

摘
し
た
。

作
家
・
故
遠
藤
周
作
氏
夫
人
の
遠
藤
順
子

氏
は
、
胎
児
の
生
命
を
尊
重
す
る
「
生
命
尊

重
派
」
の
立
場
か
ら
、
中
絶
回
避
の
運
動
を

続
け
て
い
る
経
験
を
報
告
、
中
絶
の
大
き
な

背
景
に
な
っ
て
い
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
と
、

性
に
対
す
る
子
ど
も
た
ち
の
健
康
な
態
度
を

取
り
戻
す
に
は
母
親
の
再
教
育
が
必
要
と
強

調
し
た
。

市
谷
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
所
長
と
し
て
若
い
女

性
の
相
談
や
望
ま
な
い
妊
娠
回
避
の
た
め
に

ピ
ル
の
使
用
を
推
奨
し
て
い
る
北
村
邦
夫
氏

は
、
性
に
関
す
る
豊
富
な
世
界
的
デ
ー
タ
と

最
近
実
施
し
た
世
論
調
査
の
結
果
を
引
用
し

て
、
性
に
対
す
る
若
者
の
欲
求
を
押
し
込
め

る
の
で
は
な
く
、
緊
急
避
妊
法
を
含
め
た
確

実
な
避
妊
法
の
活
用
と
、
男
女
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル
（
対
話
能
力
）
を

高
め
る
施
策
、
若
者
の
欲
求
に
応
じ
た
積
極

的
な
対
応
が
必
要
と
の
立
場
を
明
ら
か
に
し

た
。３
人
の
参
考
人
の
間
で
は
、
ピ
ル
の
使
用

を
め
ぐ
っ
て
は
赤
枝
氏
が
「
ピ
ル
は
エ
イ
ズ

な
ど
の
性
感
染
症
に
は
無
力
で
あ
る
」
と
北

村
氏
に
反
論
、
ま
た
家
庭
で
の
性
教
育
を
強

調
す
る
遠
藤
氏
に
は
、
早
い
段
階
で
の
学
校

に
お
け
る
的
確
な
性
教
育
の
必
要
性
を
強
調

す
る
北
村
氏
が
批
判
を
加
え
る
な
ど
、
参
考

人
の
立
場
の
違
い
が
浮
き
彫
り
に
な
る
場
面

も
あ
り
、
議
論
を
白
熱
化
さ
せ
た
。

ま
た
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
、
出
会
い
系
サ
イ

ト
、
マ
ン
ガ
な
ど
を
通
じ
た
「
性
の
商
品
化
」

へ
の
規
制
に
つ
い
て
は
、
赤
枝
、
遠
藤
両
氏

が
規
制
の
必
要
性
を
強
く
指
摘
し
た
の
に
対

し
、
北
村
氏
は
情
報
の
真
偽
を
見
極
め
る
「
メ

デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
能
力
」
の
向
上
を
力
説

す
る
と
と
も
に
、
規
制
に
つ
い
て
は
「
言
論

の
自
由
」
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
り
、
い
つ

だ
れ
が
、
ど
の
よ
う
に
規
制
す
る
か
に
つ
い

て
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
、
と
の
立

場
を
示
し
た
。

調
査
会
メ
ン
バ
ー
と
参
考
人
と
の
質
疑
応

答
に
も
、
低
年
齢
化
す
る
性
行
動
の
行
き
過

ぎ
が
、
性
感
染
症
の
拡
大
や
性
の
尊
厳
を
失

わ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
っ
た
議
員
の

危
機
感
を
反
映
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
た
。
こ

の
中
で
、
「
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
ｎ

代
の
女
性
の
ピ
ル
使
用
を
禁
じ
て
い
る
」
と

の
議
員
の
指
摘
に
、
北
村
氏
は
「
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は

初
経
を
経
験
し
て
か
ら
如
歳
ま
で
の
女
性
が

ピ
ル
を
使
用
す
る
こ
と
に
何
の
問
題
も
な
い

と
科
学
的
に
証
明
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
を

明
示
し
て
い
る
」
と
反
論
し
た
。
（
尾
崎
）

ノ ノ ノ｝
、 、、－

－

〆 〆

、
￣
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タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
へ
の
出
張
と
な
る
と
、

必
ず
食
べ
に
出
掛
け
た
く
な
る
レ
ス
ト
ラ
ン

が
あ
る
。
シ
ー
ロ
ム
通
り
に
近
い
シ
ー
フ
ー

ド
レ
ス
ト
ラ
ン
で
あ
る
。
２
年
前
に
出
掛
け

て
以
来
、
こ
の
店
の
料
理
の
お
い
し
さ
に
魅

せ
ら
れ
、
バ
ン
コ
ク
を
訪
問
す
る
た
び
に
何

度
も
訪
れ
て
い
る
。
シ
ー
フ
ー
ド
料
理
を
出

す
店
と
し
て
評
判
の
店
ら
し
い
。
日
本
人
の

客
も
多
い
け
れ
ど
も
、
地
元
の
人
々
も
家
族

連
れ
で
食
事
に
興
じ
て
い
る
。
お
い
し
く
、

し
か
も
安
い
と
く
れ
ば
多
く
の
人
が
訪
れ
る

の
も
う
な
ず
け
る
。

同
じ
よ
う
な
心
持
ち
の
人
に
も
た
び
た
び

出
く
わ
す
ほ
ど
の
お
い
し
さ
。
委
託
調
査
で

イ
ン
ド
を
訪
れ
た
際
、
飛
行
機
ト
ラ
ブ
ル
で

長
時
間
バ
ン
コ
ク
の
空
港
に
足
止
め
さ
れ
た

と
き
に
、
同
行
し
て
下
さ
っ
た
某
教
授
も
「
こ

れ
ほ
ど
待
つ
の
な
ら
、
あ
の
店
に
行
き
た
い
」

と
言
っ
た
ほ
ど
だ
。

小
泉
純
一
郎
首
相
も
こ
の
店
を
訪
問
し
た

こ
と
が
あ
る
ら
し
く
、
２
年
前
は
階
段
の
踊

り
場
に
首
相
が
訪
問
し
た
際
の
写
真
が
飾
ら

れ
て
い
た
。
し
か
し
今
回
は
、
残
念
な
が
ら

小
泉
首
相
の
写
真
は
外
さ
れ
て
お
り
，
そ
の

代
わ
り
、
踊
り
場
だ
っ
た
場
所
に
は
別
の
ビ

ル
へ
通
じ
る
ド
ア
が
で
き
て
い
た
。
お
そ
ら

く
そ
の
評
判
の
高
さ
か
ら
店
の
規
模
を
拡
大

し
、
隣
接
す
る
ビ
ル
に
テ
ー
ブ
ル
を
増
や
し

た
に
違
い
な
い
。
現
に
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
ド

ア
の
向
こ
う
で
も
、
多
く
の
客
が
料
理
を
堪

能
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
た
。

考
え
て
み
れ
ば
、
タ
イ
料
理
と
い
う
も
の

は
奇
妙
な
も
の
で
、
中
華
料
理
と
似
た
よ
う

な
調
味
料
を
利
用
し
、
似
た
よ
う
な
味
に
な

る
も
の
も
あ
れ
ば
、
タ
イ
料
理
独
特
の
廿
辛

い
味
わ
い
で
、
ま
さ
に
汗
を
か
き
な
が
ら
味

わ
う
こ
と
も
あ
る
。
辛
い
と
い
わ
れ
る
け
れ

ど
も
、
中
国
四
川
料
理
と
も
韓
国
料
理
と
も

少
し
違
っ
た
味
わ
い
深
い
辛
味
で
あ
る
。
興

味
深
い
の
は
、
い
わ
ゆ
る
タ
イ
料
理
が
ど
の

よ
う
に
形
成
さ
れ
て
き
た
か
で
あ
る
。
少
な

く
と
も
バ
ン
コ
ク
と
い
う
地
域
で
、
か
つ
て

の
地
元
料
理
が
中
国
料
理
の
よ
う
な
他
の
料

理
と
ど
の
よ
う
に
出
会
い
、
ど
の
よ
う
に
交

わ
り
、
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
重
ね
な
が
ら
、

現
在
の
タ
イ
料
理
の
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
た

の
か
つ

歴
史
を
ひ
も
解
け
ば
、
そ
も
そ
も
ア
ュ
タ

ヤ
ー
崩
壊
を
目
の
当
た
り
に
し
た
ラ
タ
ナ
コ
ー

シ
ン
王
朝
の
ラ
ー
マ
一
世
（
１
７
３
７
１
１

８
０
９
）
が
、
ア
ュ
タ
ヤ
ー
再
現
を
め
ざ
し

て
、
肥
世
紀
末
に
バ
ン
コ
ク
建
設
を
志
し
た

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
王
宮
、

副
王
宮
、
寺
院
な
ど
と
い
っ
た
ア
ュ
タ
ヤ
ー

時
代
の
主
要
な
建
物
を
全
て
、
で
き
る
だ
け
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同
じ
位
置
関
係
で
バ
ン
コ
ク
に
建
設
し
よ
う

と
し
た
。
ま
さ
に
そ
う
い
っ
た
時
期
に
、
建

設
の
た
め
の
労
働
力
を
補
う
べ
く
バ
ン
コ
ク

は
ア
ュ
タ
ヤ
ー
王
朝
時
代
に
は
な
か
っ
た
ほ

ど
の
大
規
模
な
移
民
を
受
け
入
れ
た
の
で
あ

る
。
移
民
は
タ
イ
国
内
の
様
々
な
地
域
か
ら

だ
け
で
は
な
く
、
ラ
オ
ス
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
と

い
っ
た
近
隣
諸
国
か
ら
の
人
々
も
含
ま
れ
る
。

城
壁
や
運
河
の
建
設
に
、
ラ
オ
人
や
カ
ン
ボ

ジ
ア
人
が
徴
用
さ
れ
、
そ
の
他
に
モ
ー
ン
人

や
中
国
人
も
徴
用
さ
れ
た
経
緯
を
考
え
る
と
、

バ
ン
コ
ク
と
い
う
街
自
体
が
い
わ
ば
外
国
人

労
働
者
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
街
だ
と
い
っ

て
よ
い
。
交
易
が
醗
ん
に
行
わ
れ
た
ア
ュ
タ

ヤ
ー
王
朝
時
代
と
の
比
較
に
お
い
て
も
、
ラ

タ
ナ
コ
ー
シ
ン
王
朝
は
全
く
違
っ
た
人
口
構

成
で
成
り
立
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
外
国
人
労
働
者
流
入
に
よ
っ

て
即
座
に
料
理
が
多
国
籍
化
し
た
わ
け
で
は

な
さ
そ
う
だ
。
い
わ
ゆ
る
タ
イ
料
理
と
い
っ

て
も
、
庶
民
が
普
段
に
食
べ
る
食
事
か
ら
王

朝
の
食
事
ま
で
幅
広
く
あ
る
こ
と
か
ら
も
事

情
は
多
少
複
雑
と
考
え
ら
れ
て
い
る
＊
。
た

だ
そ
の
よ
う
な
要
素
を
勘
案
し
て
も
、
経
済

的
に
裕
福
な
社
会
層
が
形
成
さ
れ
て
い
く
に

つ
れ
、
西
洋
料
理
あ
る
い
は
中
国
料
理
が
意

識
さ
れ
、
外
来
の
調
理
法
と
地
元
料
理
が
混

精
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
う
と
な
れ
ば
、
タ
イ
料
理
が
持
つ
独
特

な
味
わ
い
深
さ
は
、
多
様
な
文
化
交
流
の
故

で
あ
り
、
そ
の
文
化
交
流
を
支
え
た
も
の
が

実
は
外
国
人
労
働
者
の
流
入
で
あ
っ
た
と
指

摘
で
き
る
。
民
族
の
多
様
さ
が
多
く
の
問
題

を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
事
実
で
あ
る
が
、
少

な
く
と
も
そ
の
良
質
な
一
面
と
し
て
、
今
日

の
タ
イ
料
理
が
あ
る
と
い
う
の
は
あ
な
が
ち

間
違
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
。

ア
ジ
ア
地
域
圏
と
い
う
の
は
歴
史
的
に
も
、

文
化
的
に
も
人
的
あ
る
い
は
経
済
的
な
交
流

の
巌
ん
な
エ
リ
ア
で
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
や
Ｎ
Ａ
Ｆ

Ｔ
Ａ
な
ど
の
他
の
経
済
圏
よ
り
も
ず
っ
と
交

流
が
盛
ん
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
ア
フ
リ
カ

が
混
迷
の
時
期
を
抜
け
出
せ
な
い
の
に
比
べ

ア
ジ
ア
地
域
で
は
多
く
の
経
済
協
力
が
実
を

結
び
、
急
速
な
経
済
成
長
を
遂
げ
る
国
々
が

出
現
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
考
え
れ
ば
、

人
的
・
経
済
的
交
流
が
今
後
ま
す
ま
す
活
発

化
す
る
こ
と
は
疑
い
え
な
い
。
東
南
ア
ジ
ア

地
域
を
貫
く
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
建
設
を
は
じ
め
、

物
流
上
の
交
通
路
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、
そ
の
傾
向
は
ま
す
ま
す
加
速
す
る

で
あ
ろ
う
。

し
か
し
問
題
は
、
そ
の
傾
向
が
今
後
ど
の

よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
で
あ
る
。
感
染
症

拡
大
の
危
機
に
つ
な
が
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。

ア
ジ
ア
諸
国
の
急
速
な
少
子
化
は
外
国
人
移

民
問
題
を
誘
発
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
ア
ジ
ア

地
域
内
で
の
経
済
絡
差
が
ま
す
ま
す
拡
大
し

な
い
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
問
題
は
、

ア
ジ
ア
に
ど
の
よ
う
な
活
動
圏
が
形
成
さ
れ

て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。
い
わ

ば
「
味
わ
い
深
い
」
交
流
が
な
さ
れ
る
た
め

に
は
今
後
ど
の
よ
う
な
協
力
関
係
が
求
め
ら

れ
る
の
か
。
タ
イ
料
理
の
皿
に
そ
の
ア
ジ
ア

活
動
圏
の
も
つ
潜
在
的
な
可
能
性
を
感
じ
な

が
ら
、
目
の
前
に
置
か
れ
た
エ
ビ
の
料
理
に

舌
鼓
を
打
っ
た
。

（
竹
本
将
規
）

＊
『
世
界
の
食
文
化
第
５
巻
タ
イ
』
（
山
田
均
著
、
農

文
協
、
２
０
０
３
年
）

空転苧動.委鍾軍ぐ゛割拳､｡ヨニ･煙曇拳麺零ｺ･拳や華交唾垂>季くり5>ごﾖ伝-ピコＦ>く拳功`壱二･"今や＝,壱>ここｧ4条－，ぐキンどち季鐘挙動鍾挙二･趣挙蕾･咳■…＝滝壷ごD車マニ茅￣パー｡拳.こ￣<釜睡－－．:＝<二三・α￣く二二．こ￣壷冠さ…ら>ご蓮参壱墓ターの2≦二三･＝・こう-･ぐち衣室〃
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薗藤か
の危機管理ｗ に－中

衆
た
な
援
引
潮
流
の
中

他
億
人
に
達
し
た
。
さ
ら
に
釦
世
紀
後
半
に

開
発
途
上
国
で
起
き
た
「
人
口
爆
発
」
の
勢

い
（
モ
メ
ン
タ
ム
）
は
ｎ
世
紀
に
持
ち
越
さ

れ
、
世
界
の
人
口
問
題
は
貧
困
、
環
境
、
食
糧
問

題
と
い
っ
た
人
類
の
生
存
を
左
右
す
る
ク
ロ

ス
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
（
横
断
的
）
な
課
題
と
し

て
ま
す
ま
す
重
要
度
を
増
し
て
い
る
。

一
方
、
人
口
問
題
に
取
り
組
む
世
界
の
動

向
は
、
「
人
口
と
開
発
分
野
別
援
助
研
究
会
」

の
報
告
書
提
出
２
年
後
（
１
９
９
４
年
）
カ

イ
ロ
で
開
か
れ
た
国
際
人
ロ
開
発
会
議
（
Ｉ

Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
を
契
機
に
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回

を
遂
げ
、
従
来
の
経
済
発
展
を
阻
害
す
る
要

因
と
し
て
の
人
口
増
加
を
抑
制
す
る
マ
ク
ロ

陸
陰
砿

手
下
。

７）‘

Ｈ
Ｊ
と
忠
’
八
、
睦
曰

ロ
レ
罪

〔
し
（
Ｕ
、
色
辻
十
辻
十
七

Ⅲ
甲
が
径
偶

凹
扉
オ
グ

【
ご
う

的
な
国
の
人
口
政
策
か
ら
、
個
々
人
、
特
に

女
性
の
健
康
（
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル

ろ
や
地
位
向
上
宝
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
）

を
目
標
と
す
る
人
権
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
主

流
を
占
め
る
に
至
っ
た
。
カ
イ
ロ
会
議
は
世

界
人
口
の
安
定
化
を
個
人
個
人
、
特
に
女
性

の
健
康
と
権
利
・
自
立
の
実
現
の
中
に
期
待

す
る
と
い
う
「
急
が
ば
回
れ
」
路
線
を
選
択

し
た
の
で
あ
る
。

他
方
、
人
口
問
題
を
含
む
地
球
規
模
の
課

題
に
対
す
る
世
界
の
開
発
援
助
の
動
向
に
も

新
た
な
潮
流
が
起
こ
り
つ
つ
あ
る
。
冷
戦
終

結
後
の
世
界
を
律
し
つ
つ
あ
る
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
勢
い
は
、
Ｉ
Ｔ
を
は
じ
め
と

す
る
通
信
手
段
の
革
命
的
発
達
の
助
け
を
借

り
て
、
市
場
経
済
の
網
の
目
を
世
界
規
模
に

拡
大
す
る
一
方
で
、
南
北
間
の
経
済
格
差
を

拡
大
し
、
開
発
途
上
国
に
膨
大
な
貧
困
層
を

生
み
出
し
て
い
る
。
２
０
０
０
年
９
月
に
開

か
れ
た
「
ミ
レ
ー
ー
ア
ム
・
サ
ミ
ッ
ト
」
を
受

け
て
翌
２
０
０
１
年
９
月
の
国
連
総
会
が
、

今
後
出
年
間
に
達
成
す
る
「
開
発
目
標
」
（
Ｍ

Ｄ
Ｇ
Ｓ
）
の
冒
頭
に
１
日
１
ド
ル
以
下
で
暮

ら
す
「
貧
困
人
口
」
（
約
⑫
億
人
）
の
半
減
を

掲
げ
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。
「
開
発
目
標
」

の
中
に
は
貧
困
削
減
の
ほ
か
、
初
等
教
育
の

普
及
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平
等
と
女
性
の
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
卜
（
地
位
向
上
）
、
乳
幼
児
死
亡

率
お
よ
び
妊
産
婦
死
亡
率
の
低
減
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

エ
イ
ズ
の
蔓
延
防
止
な
ど
１
９
９
４
年
の
国

際
人
口
開
発
会
議
で
合
意
に
達
し
た
多
く
の

人
口
関
連
指
標
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
は
、
開

発
の
基
礎
と
し
て
の
人
口
フ
ァ
ク
タ
ー
の
重

要
性
を
裏
書
き
し
た
も
の
と
い
え
る
。
Ⅲ
世

紀
初
頭
の
２
０
０
１
年
９
月
ｎ
日
、
米
国
を

襲
っ
た
同
時
多
発
テ
ロ
は
、
テ
ロ
の
背
景
に

あ
る
膨
大
な
貧
困
の
存
在
に
人
々
の
目
を
引

き
付
け
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
の
促
進
や
世
界
銀
行
・

Ｉ
Ｍ
Ｆ
な
ど
が
主
導
し
て
き
た
「
貧
困
削
減
」

戦
略
に
ア
ク
セ
ル
役
を
果
た
し
た
。
２
０
０

２
年
３
月
、
メ
キ
シ
コ
の
モ
ン
テ
レ
イ
で
開

か
れ
た
国
連
開
発
資
金
国
際
会
議
は
、
米
国

に
お
け
る
同
時
多
発
テ
ロ
を
背
景
に
各
国
が

テ
ロ
と
貧
困
を
関
連
づ
け
て
開
発
の
重
要
性

を
強
調
、
米
国
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
増
額
を
、
ま
た

Ｅ
Ｕ
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
対
Ｇ
Ｎ
Ｐ
比
の
引
き
上
げ

を
図
る
と
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
表
明
し
た
。

東
西
冷
戦
の
終
焉
と
と
も
に
「
援
助
疲
れ
」

に
陥
っ
て
い
た
先
進
国
諸
国
の
中
で
、
米
国

と
Ｅ
Ｕ
が
「
貧
困
削
減
」
を
合
言
葉
に
再
び
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なぜ今人口問題か㈱

対
外
援
助
資
金
強
化
の
意
向
を
表
明
し
た
こ

と
は
、
世
界
的
な
援
助
動
向
に
大
き
な
刺
激

を
与
え
る
新
た
な
潮
流
と
し
て
極
め
て
注
目

さ
れ
る
。

２
０
０
２
年
８
月
末
～
９
月
初
め
に
か
け

て
、
ア
フ
リ
カ
の
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
（
南
ア
）

で
小
泉
首
相
も
出
席
し
て
「
持
続
可
能
な
開

発
に
関
す
る
世
界
首
脳
会
議
」
（
環
境
・
開
発

サ
ミ
ッ
ト
）
が
開
催
さ
れ
た
。
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
で
の
「
地
球
サ
ミ
ッ
ト
」
か
ら
、
年

月
を
機
に
開
か
れ
た
こ
の
会
議
に
は
世
界
各

国
か
ら
空
前
の
６
万
人
が
参
加
し
た
。
席
上
、

国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
を
代
表
し

て
ス
ピ
１
チ
を
行
っ
た
和
気
邦
夫
事
務
局
次

長
は
「
世
界
人
口
と
環
境
問
題
、
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ッ
は
相
互
依
存

の
関
係
に
あ
る
」
と
前
置
き
し
て
、
「
世
界
の

人
口
は
毎
年
７
７
０
０
万
人
、
１
日
即
万
人

の
勢
い
で
増
え
て
お
り
、
そ
の
人
口
増
加
の

大
部
分
は
開
発
途
上
国
、
最
貧
国
で
起
き
て

い
る
。
そ
う
し
た
地
域
で
は
す
で
に
飢
餓
と

水
の
欠
乏
、
エ
イ
ズ
、
環
境
悪
化
が
深
刻
な

事
態
に
陥
っ
て
い
る
」
と
警
告
、
カ
イ
ロ
会

議
で
各
国
が
誓
約
し
た
資
金
の
拠
出
を
訴
え

た
。

会
議
は
採
択
さ
れ
た
「
実
施
計
画
」
で
、
「
ミ

レ
ニ
ア
ム
・
サ
ミ
ッ
ト
」
で
打
ち
出
さ
れ
た

貧
困
撲
滅
を
最
大
目
標
と
す
る
こ
と
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
「
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
宣
言
」

で
は
「
我
々
は
き
れ
い
な
水
、
公
衆
衛
生
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
健
康
、
食
料
安
全
保
障
、
生

物
多
様
性
の
保
全
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
急

速
に
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
決
意
し
た
」
と
宣

言
、
い
ず
れ
も
人
口
増
に
よ
る
人
間
活
動
の

拡
大
で
も
た
ら
さ
れ
る
人
類
的
危
機
へ
の
共

同
行
動
を
呼
び
か
け
た
。
「
人
口
と
貧
困
」
と

の
相
関
関
係
に
つ
い
て
は
、
貧
困
が
人
口
増

を
招
く
の
か
、
急
速
な
人
口
増
加
が
貧
困
の

原
因
な
の
か
、
そ
の
因
果
関
係
は
議
論
の
あ

る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
両
者
の
間
に

は
単
な
る
人
口
の
数
を
め
ぐ
る
量
的
因
果
関

係
の
み
な
ら
ず
、
カ
イ
ロ
会
議
の
「
行
動
計

画
」
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
貧
困
は
人
々
を

失
業
、
栄
養
不
良
、
非
識
字
、
地
位
の
低
さ
、

環
境
か
ら
の
危
険
に
晒
さ
せ
る
こ
と
を
伴
い
、

里｡■■－－L-

--旱…-L'･古A函一
一．－キロ.,ヘ

ー,:．~：15台さ
ら
に
国
連
を
舞
台
に
世
界
の
安
全
保
障

観
が
国
家
間
の
そ
れ
か
ら
、
新
し
い
視
点
と

人
間
の
安
全
保
障
と
人
□
問
題

ま
た
家
族
計
画
を
含
む
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ヘ
ル
ス
・
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
結
果

と
し
て
制
限
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
多
い
」
（
第

３
章
３
．
過
）
と
い
う
質
的
な
面
で
も
密
接

な
因
果
関
係
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
「
人
口
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ

ル
ス
分
野
へ
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
人
々

の
健
康
、
特
に
女
性
の
健
康
を
増
進
さ
せ
、

教
育
や
一
雇
用
の
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
結
果
と
し
て
出
生
率
が
下
が
り
、
急

激
な
人
口
増
加
に
も
歯
止
め
が
か
か
り
、
貧

困
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
（
ジ
ョ
イ

セ
フ
「
国
会
議
員
の
た
め
の
人
口
フ
ァ
イ
ル
．

４
」
）
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
カ
イ
ロ
会
議
を

境
に
人
口
問
題
が
量
か
ら
質
へ
と
大
き
く
方

向
転
換
を
行
っ
た
こ
と
で
、
現
在
国
際
的
に

大
き
く
提
起
さ
れ
て
い
る
貧
困
問
題
に
取
り

組
む
こ
と
は
、
同
時
に
人
ｎ
問
題
に
取
り
組

む
こ
と
と
ほ
と
ん
ど
同
義
に
な
っ
た
と
言
っ

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

し
て
「
人
間
の
安
全
保
障
」
と
い
う
概
念
が

提
起
さ
れ
た
こ
と
は
人
口
問
題
の
観
点
か
ら 霊予-,-;~；'-,F･

てﾆｰｰｰ,…｜,｡,..-虫-号了

、荘:＝ミーニ:::､ゾ
や…ナb:､-,,F二
■～･～｡□■￣
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ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
ｉ
ｊ
，
産
む
必
死
の
力
に
満
ち
て
一

一鱗」Ｌ■□■ラファエル・サラス氏の想い■■■鮒雛＄一』鱸霊黒舗一
一シ街冨已砂冒］｛○四一目冨宣くＰ恩。｝】国々を人口問題の重要性を訴えて走りはマルコス大統領の片腕としてフイリー
一
目
⑫
⑫
］
目
言
冒
切
⑰
○
一
①
⑰
。
｛
曽
の
⑫
。
津
②
盲
の
⑫
回
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
生
ま
れ
の
サ
ラ
ス
氏
、
ピ
ン
政
界
で
活
躍
し
た
サ
ラ
ス
氏
が
、
同
政
一

一アフガニスタンからジンバブエへその懸命な息吹が聞こえてきそうであ権の腐敗とともに国連に飛び出し、ウー
ー
私
の
仕
事
の
旅
は
、
ソ
フ
ト
シ
ュ
ー
ズ
る
。
同
氏
が
例
示
と
し
て
挙
げ
た
ア
フ
ガ
ニ
タ
ン
ト
事
務
総
長
の
も
と
で
人
口
基
金
の
創
一

一
の
底
を
す
り
減
ら
す

ス
タ
ン
が
今
、
打
ち
続
い
た
紛
争
の
拳
句
に
設
に
関
わ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
一

一
１
９
８
７
年
、
訪
問
先
の
ワ
シ
ン
ト
ン
の
人
口
増
加
と
貧
困
問
題
で
世
界
の
焦
点
に
浮
そ
の
サ
ラ
ス
氏
が
俳
句
に
託
し
た
の
は
、
有
一

一ホテルで兜歳の若さで客死した国連人かび上がっているのは象徴的である。限な地球と、人間の「種を残したい」一
一
口
基
金
の
初
代
事
務
局
長
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
・

と
い
う
生
物
と
し
て
の
本
能
や
、
民
族
存
続
一

一サラス氏はその第二の句集・「フットプシ⑰画』冒自］目】ご冒晦目切言の目】・国・『８の欲求にどう折り合いをつけていくか一
一
リ
ン
ト
」
（
足
跡
）
の
中
で
こ
う
詠
ん
だ
。
ァ
三
一
号
。
望
①
⑰
目
二
ｍ
。
巳
の
切
・
ざ
す
『
の
ａ
一
宮
Ｒ
Ｃ
の
と
い
う
板
挟
み
の
役
回
り
で
あ
っ
た
の
だ
る
―

―
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ド
の
Ａ
（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
）
鮭
が
上
流
へ
向
か
っ
て
飛
び
掛
か
る
う
。

一
か
ら
Ｚ
（
ジ
ン
バ
ブ
エ
）
ま
で
、
世
界
中
の
眼
（
ま
な
一
」
）
と
鱗
（
う
ろ
一
」
）
は
卵

ｒ００００００００００００ＩＩＩＩＩ０００００００００ＩＩＩＩＩＩＩＩＩ００００００００００００Ｉ０ＩＩＩＩｌＩＩＩＩ００００００ｌＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ０００００００００００８０」

Ｔ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
０
０
０
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
０
０
０
０
０
０
０
Ｉ
０
Ｉ
０
０
ｊ

－
ｂ

も
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。
国
連
開
発
計
画
（
Ｕ

Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
「
人
間
の

安
全
保
障
」
の
背
景
に
は
、
冷
戦
の
終
焉
に

よ
っ
て
近
代
国
民
国
家
の
枠
組
み
が
緩
む
一

方
、
貧
困
、
環
境
破
壊
、
エ
イ
ズ
な
ど
の
感

染
症
、
麻
薬
、
国
際
犯
罪
、
難
民
、
地
雷
な

ど
の
地
球
規
模
問
題
が
人
類
共
通
の
課
題
と

し
て
登
場
し
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
日
本
政
府
は
小
渕
内
閣
以

来
、
積
極
的
な
対
応
を
示
し
、
「
人
間
の
安
全

保
障
」
を
日
本
外
交
の
１
つ
の
支
柱
に
掲
げ

て
き
た
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
の
ア
マ
ル
テ
ィ

ァ
・
セ
ン
・
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
教
授
と
緒
方

貞
子
・
前
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
を
共
同
議

長
と
す
る
「
人
間
の
安
全
保
障
委
員
会
」
が

発
足
し
、
国
連
に
日
本
政
府
の
出
資
に
よ
る

「
人
間
の
安
全
保
障
基
金
」
が
設
け
ら
れ
た
。

同
基
金
を
使
っ
て
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
っ
て

す
で
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
カ
ピ
ス
州
で
は
「
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
家
族
計
画
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
「
人
間

の
安
全
保
障
」
の
枠
組
み
の
中
に
は
、
貧
困
、

環
境
、
エ
イ
ズ
な
ど
の
感
染
症
、
難
民
（
国
際

人
口
移
動
）
な
ど
人
口
関
連
の
主
要
課
題
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
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一
繩
綱
蝋
脚
咽

５
月
弱
日
に
キ
ャ
ピ
ト
ル
東
急
ホ
テ
ル
で
、

第
矼
回
理
事
会
な
ら
び
に
第
ｎ
回
評
議
員
会

が
開
催
さ
れ
た
。
ま
ず
午
前
中
に
開
催
さ
れ

た
評
議
員
会
で
は
、
清
水
嘉
与
子
副
理
事
長

が
挨
拶
を
述
べ
岡
崎
陽
一
評
議
員
が
議
長

を
務
め
た
。
ま
た
正
午
か
ら
開
催
さ
れ
た
理

事
会
で
は
、
中
山
太
郎
理
事
長
が
挨
拶
を
述

べ
議
長
を
務
め
た
。

理
事
会
・
評
議
員
会
で
は
、
平
成
焔
年
度

事
業
報
告
・
収
支
決
算
報
告
の
検
討
協
議
が

行
わ
れ
、
同
事
業
報
告
な
ら
び
に
収
支
決
算

報
告
は
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
本
年
度
は
４
月
～

理事会

５
月
期
に
主
要
な
事

業
が
行
わ
れ
た
た
め
、

事
業
経
過
報
告
も
行
っ

た
。
ま
ず
、
４
月
羽

日
、
釦
日
に
開
催
さ

れ
た
「
第
、
回
人
口

と
開
発
に
関
す
る
ア

ジ
ア
国
会
議
員
会
議

代
表
聿
且
雪
議
」
（
Ａ
Ｐ

Ｄ
Ａ
会
議
）
と
「
カ

ン
ボ
ジ
ア
派
遣
」
に

つ
い
て
尾
崎
常
務
理

事
が
発
表
。
続
い
て

「
津
波
視
察
事
業
」
に
つ
い
て
楠
本
が
事
業
経

過
報
告
を
行
っ
た
。
加
え
て
、
来
年
タ
イ
の

バ
ン
コ
ク
で
開
催
さ
れ
る
「
国
際
人
口
開
発

会
議
行
動
計
画
実
施
の
た
め
の
国
際
議
員
会

議
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
）
」
の
運
営
委
員
会
を
、
今
年

の
秋
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
が
主
催
し
て
日
本
で
開
催

す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

さ
ら
に
行
政
改
革
に
伴
っ
て
政
府
の
委
託

事
業
に
対
す
る
方
針
の
変
更
が
生
じ
て
き
て

お
り
、
こ
の
方
針
変
更
へ
の
対
策
と
、
平
成

肥
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
公
益
法
人
改
革

に
つ
い
て
の
資
料
を
配
布
し
、
財
団
を
取
り

巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と

へ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
（
楠
本
）

理事会・評議員会

次第

１，平成16年度事業報告・収支決算

について

２，平成17年度事業経過報告

①APDA会議

②カンボジア派遣

③津波視察事業

④政府委託調査事業

⑤|PC|運営委員会について(予定）

３，その他

①公益法人改革の方針について

②その他

評議員会
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新
著
紹
介

地球型社会の危機
青木一能編・芦書房

型
轌
戯

；
し

平
成
ｕ
年
～
珀
年
ま
で
の
第
六
期
「
日
本

大
学
総
長
指
定
研
究
」
に
携
わ
っ
た
咀
人
の

専
門
家
の
手
に
な
る
諸
論
文
で
構
成
さ
れ
る

本
書
に
は
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
断

面
図
」
の
副
題
が
つ
い
て
い
る
。
編
著
者
・

青
木
一
能
（
日
本
大
学
文
理
学
部
）
に
よ
れ

ば
、
現
代
社
会
を
特
徴
づ
け
る
用
語
と
し
て

多
用
さ
れ
る
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

は
３
つ
の
段
階
を
経
て
き
た
と
さ
れ
る
。
１

８
７
０
年
～
１
９
１
４
年
の
第
一
次
世
界
大

戦
開
始
に
至
る
第
一
波
、
１
９
４
５
年
の
第

又
簡
｛
一

耐海

曜篭
司=許

二
次
大
戦
終
結
～
１
９
８
０
年
ま
で
の
第
二

波
、
そ
し
て
１
９
８
０
年
か
ら
進
行
中
の
第

三
波
で
あ
る
。
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
は
、
各
国
で
の
規
制
緩
和
や
民
営
化
と
い
っ

た
経
済
政
策
の
変
更
、
運
輸
・
通
信
技
術
の

革
命
的
進
歩
、
な
か
ん
ず
く
「
距
離
の
死
」

と
ま
で
表
さ
れ
る
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
促

さ
れ
、
東
西
冷
戦
の
終
結
と
い
う
国
際
政
治

上
の
激
変
に
よ
っ
て
拍
車
を
か
け
ら
れ
た
と

い
』
フ
。

も
と
も
と
「
地
球
型
社
会
」
と
い
う
呼
称

は
、
日
大
総
長
指
定
研
究
が
開
始
さ
れ
た
昭

和
釦
年
代
に
黒
田
俊
夫
・
日
大
人
口
研
名
誉

所
長
に
よ
っ
て
命
名
さ
れ
た
も
の
で
、
地
球

規
模
の
人
口
学
研
究
の
提
唱
と
結
び
つ
い
て

い
た
。
今
回
発
刊
さ
れ
た
本
書
は
国
際
経
済
、

情
報
化
、
食
料
・
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
感

染
症
、
環
境
危
機
、
安
全
保
障
、
対
テ
ロ
戦

争
、
小
型
武
器
、
中
国
の
「
全
球
化
」
、
東
ア

ジ
ア
の
危
機
、
な
ど
幅
広
い
視
野
か
ら
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
行
に
伴
う
「
ｎ
世
紀

の
危
機
管
理
」
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
に
黒
田
の
地
球
人
口
学
提
唱
に

端
を
発
し
た
「
地
球
型
社
会
」
研
究
の
今
日

的
発
展
を
み
る
思
い
が
強
い
。
人
口
学
固
有

の
分
野
で
は
安
藤
博
文
（
日
大
大
学
院
総
合

科
学
研
究
科
）
が
、
人
口
動
態
の
変
化
に
基

づ
い
て
食
料
生
産
の
限
界
、
水
資
源
の
枯
渇
、

都
市
化
の
進
行
、
人
口
移
動
な
ど
前
国
連
人

口
基
金
事
務
局
次
長
の
経
験
を
活
か
し
た
分

析
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
ル
ワ
ン
ダ
、
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
韓
国
な
ど
を
例
に
、
「
人
口
と

紛
争
」
の
視
点
か
ら
開
発
途
上
国
に
お
け
る

若
者
の
雇
用
不
安
、
貧
困
が
テ
ロ
の
温
床
と

な
る
危
険
を
論
じ
、
政
策
決
定
段
階
に
お
け

る
「
人
口
ボ
ー
ナ
ス
」
の
重
視
と
、
国
連
「
ミ

レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
」
の
着
実
な
達
成
を
強

調
し
て
い
る
の
が
目
を
引
く
。

総
じ
て
本
書
は
Ｆ
・
フ
ク
ヤ
マ
の
「
歴
史

の
終
わ
り
」
に
反
し
て
、
我
々
が
今
直
面
す

る
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
諸
相
を
「
新

た
な
歴
史
の
は
じ
ま
り
」
と
と
ら
え
、
序
章

の
「
地
球
型
社
会
の
危
機
」
か
ら
第
⑫
章
の

「
東
ア
ジ
ア
危
機
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ン
パ
ク

ト
」
ニ
ズ
ラ
・
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
）
ま
で
、
そ
の

負
の
部
分
に
光
を
当
て
て
い
る
。
し
か
し
、

編
著
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
本
書
は
「
危
機

を
洗
い
出
す
こ
と
に
焦
点
を
置
き
、
対
応
策

に
触
れ
る
こ
と
は
少
な
い
」
。
２
０
０
６
年
３

月
の
最
終
的
な
成
果
報
告
が
待
た
れ
る
。
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2005年「世界人ロデー」特別シンポジウム

〔同時開催：加藤シヅエ賞授賞式〕

2005年の世界人口デー特別シンポジウム「女性と健康そして開発を考える」では、1995年の第

４回世界女,性会議から１０年が経過した今年、女性の健康と権利は、確保・促進されたのかをあら

ためて検証します｡本年２月～３月にかけて開催された国連女性の地位委員会(CSW）は｢北京十

10会議」として開催されましたが、米国プッシュ政権を中心にした国々によって、男女平等政策

が保守化の逆風にさらされた会議となりました｡女性の自己決定権に危機感を覚えた方々も多かっ

たのではないでしょうか。また、今日、カイロ会議（1994年）で採択されたりプロダクテイブ・

ヘルス／ライツについても、ますます後退してきているようにも思われます。そこで、本シンポ

ジウムでは、それらの現況を分析し、今後の課題を探ります。一方、今年は国連創設60周年であ

り、さらには「ミレニアム開発目標」のファースト・レビューの年としても位置づけられていま

す。あらゆる角度から女性の健康や権利を、開発の視点から見直す重要な年でもあります。これ

らのテーマに沿って、更なる議論を深めたく、皆様の参加をお待ち｢｢'し上げます。

日時：2005年７月７曰㈱１３:30-17:00〈13:00開場〉

会場：日本プレスセンター１０階ホール定員：300名

入場料：無料

主催：人ロ問題協議会、㈱ジョイセフ（家族計画国際協力財団)．杣日本家族計画協会

後援：国連人ロ基金（UNFPA)、国際家族計画連盟（|PPF）

協力：脚アジア人ロ・開発協会、NPO法人2050

〈申し込み方法〉
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［
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
大
木
俊
治
］

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
７
日

付
で
、
肥
年
版
の
世
界
保
健
報
告
を
発

表
し
た
。
今
年
の
報
告
は
母
子
の
健
康

問
題
に
焦
点
を
当
て
、
世
界
で
５
歳
未

満
の
乳
幼
児
が
年
に
約
１
０
６
０
万
人

死
亡
し
て
い
る
こ
と
や
、
約
昂
万
人
の

女
性
が
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
時
に
死
亡

し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
１
分
間
に
妊

婦
１
人
、
乳
幼
児
加
入
が
死
亡
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。

報
告
に
よ
る
と
、
肥
年
の
５
歳
未
満

の
乳
幼
児
死
亡
率
（
新
生
児
１
０
０
０

人
あ
た
り
）
は
西
ア
フ
リ
カ
の
シ
エ
ラ

､■誼
5歳未満の
乳幼児

に
ゅ
う
す
ふ
ぉ
Ｉ
ら
む

』
年
に
１
０
６
０
万
人
死
亡

妊
婦
は
駒
万
人
も

日
本
政
府
が
皿
年
に
供
与
し
た
途
上

国
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
実
績
額
（
暫
定

値
）
は
、
前
年
比
０
．
２
％
減
の
鍋
億

５
９
０
０
万
ド
ル
で
、
４
年
連
続
で
前
年

を
割
っ
た
。
経
済
協
力
開
発
機
構
（
０

レ
オ
ネ
が
２
８
３
人
と
最
も
多
く
、
ニ

ジ
ェ
ー
ル
、
ア
ン
ゴ
ラ
な
ど
ｎ
カ
国
で

２
０
０
人
を
超
え
る
。
ま
た
、
ケ
ニ
ア

睡矼

似
年
Ｏ
Ｄ
Ａ
、
」
前
年
割
へ
れ

０
「
■
・
２
％
減
曰
本
、
■
主
要
国
で
・
唯
一

Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の
開
発
援
助
委
員
会
（
Ｄ
Ａ

Ｃ
）
が
、
日
発
表
し
た
。
規
模
は
前
年

に
続
き
米
国
に
次
ぐ
２
位
だ
が
、
前
年

割
れ
は
Ｄ
Ａ
Ｃ
加
盟
塑
力
国
中
、
ベ
ル

ギ
ー
と
日
本
の
２
ヵ
国
だ
け
。
国
連
安

や
ジ
ン
バ
ブ
ニ
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン

な
ど
ｕ
力
国
で
帥
年
に
比
べ
て
死
亡
率

が
悪
化
し
て
い
る
ほ
か
、
ア
フ
リ
カ
や

南
西
ア
ジ
ア
の
羽
力
国
で
、
死
亡
率
は

減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
出
生
数
の
増

加
に
と
も
な
っ
て
死
亡
数
は
増
加
し
て

お
り
、
先
進
国
と
の
格
差
が
広
が
っ
て

い
る
。

報
告
は
、
途
上
国
で
の
人
材
や
施
設

の
大
幅
な
不
足
を
問
題
視
し
、
今
後
ｎ

年
間
で
計
３
９
０
億
ド
ル
（
４
兆
２
５
１

０
億
円
）
の
支
援
増
を
訴
え
て
い
る
。

日
本
（
肥
年
）
は
、
乳
幼
児
死
亡
率
で

は
北
欧
諸
国
な
ど
と
並
ぶ
４
人
で
、
３

人
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
次
い
で
世
界
第

２
位
、
新
生
児
の
平
均
余
命
で
は
距
歳

で
世
界
第
１
位
。

（
毎
日
新
聞
閲
・
４
．
７
朝
刊
）

塑
力
国
の
総
額
は
前
年
比
田
・
７
％

増
の
約
７
８
５
億
ド
ル
で
、
過
去
最
大
と

な
っ
た
。
米
国
（
珀
・
４
％
増
）
、
英
国

（
型
・
７
％
増
）
、
フ
ラ
ン
ス
（
珀
・
８
％

増
）
、
ド
イ
ツ
（
ｎ
．
５
％
増
）
な
ど
、

主
要
国
は
軒
並
み
２
ケ
タ
増
と
な
っ
た
。

｜
方
、
日
本
は
約
２
千
万
ド
ル
の
減
少
。

イ
ラ
ク
復
興
支
援
で
ｎ
．
５
億
ド
ル
増
や

し
た
も
の
の
、
過
去
に
ア
ジ
ア
諸
国
へ

全
保
障
理
事
会
の
常
任
理
事
国
入
り
を

目
指
す
う
え
で
は
、
船
年
度
の
Ｏ
Ｄ
Ａ

予
算
増
額
が
課
題
に
な
り
そ
う
だ
。

●
年
に
１
０
６
０
万
人
手
死
亡
…
…
皿

●
明
年
ｏ
Ｄ
Ａ
Ｐ
前
年
割
れ
獄
…
由

●
３
割
が
セ
ヅ
ク
ス
レ
ス
夫
婦
…
岡

●
患
者
口
感
染
者
一
万
人
に
…
：
由

●
少
子
化
、
母
親
就
労
が
カ
ギ
…
“

●
｜
仏
人
ロ
、
欧
州
連
合
最
大
に
…
開

●
幼
児
死
亡
率
先
進
国
で
最
悪
…
髄

●
人
口
減
社
会
、
目
前
に
。
…
…
且
髄

もくじ
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７Ａ位Ｃ１９ポはＮたこ８で借回供
％水国だ２２％イ前１国.と・み款収与
を準連つ力とン年一民な７るの額し
示のはた国な卜よ比総ど億と支がた
し目、。中り低りで所がルド前出増円
て標先で、い０は得影減年純え借
おと進はり０．日へ馨つよ増、款
りし国２０Ａ・０１本Ｇしたり額円の
、てに

手8Ｖ■04年の主要国のODA実績■
ン’て 実績額ＧＮＩ比
国比、 （前年比伸び率、％）（順位）連００
事・Ｄｌ米国18999(16.4）0.16％(21）

２日本8859(７０．２）０．１９（20）

標理務３フランス8475(16.8）０．４２（７）

覇織鶯４英国7836(24Ｍ３６(u）
鳥鯏ｔ５ドイツ7497(105)028（13）
間げの安６オランダ4235（6.4）０．７４（５）

05噸鳶７ルデン2704(127)０７７（４）
、るの障８スペイン2547(29,9）０．２６（14）

４。Ｚ豊９カナダ2537(249)０２６（14）
1２っ会１０イタリア2484（2.1）０．１５（22）

瓠：！（識騨ｗＨ＝轍ぴ）

結
婚
し
て
い
る
ｎ
代
か
ら
如
代
の
日

本
人
男
女
の
約
３
割
が
、
最
近
１
か
月

以
上
性
交
渉
が
な
く
、
セ
ッ
ク
ス
レ
ス

傾
向
に
あ
る
こ
と
が
、
厚
生
労
働
科
学

研
究
班
な
ど
の
調
査
で
わ
か
っ
た
。

こ
の
調
査
は
、
避
妊
教
育
ブ
ロ
グ
ラ

函

Ⅱ
～
仙
歳
代
日
本
人
夫
婦

Ｌ
３
割
セ
ッ
ク
ス
レ
ス

ム
開
発
な
ど
を
テ
ー
マ
に
す
る
厚
生
労

働
科
学
研
究
班
（
主
任
研
究
者
・
佐
藤

郁
夫
自
治
医
科
大
名
誉
教
授
）
と
日
本

家
族
計
画
協
会
が
、
昨
年
ｎ
月
に
実
施

し
た
「
男
女
の
生
活
と
意
識
に
関
す
る

調
査
」
。
岨
～
狛
歳
の
男
女
３
０
０
０
人

を
全
国
か
ら
無
作
為
に
選
び
、
性
行
動

に
つ
い
て
質
問
、
１
５
８
０
人
が
回
答

し
た
。

性
交
渉
の
経
験
が
あ
る
と
答
え
た
１

３
２
９
人
に
、
こ
の
１
か
月
間
の
回
数

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
最
も
多
い
の
が
「
な

か
っ
た
」
の
妬
・
２
％
。
現
在
結
婚
し

て
い
る
人
に
限
っ
て
み
る
と
Ⅲ
・
９
％

（
男
性
鎚
・
４
％
、
女
性
型
％
）
だ
っ
た
。

ま
た
「
１
回
」
か
ら
「
４
回
」
ま
で
が

そ
れ
ぞ
れ
１
割
前
後
だ
っ
た
。

日
本
性
科
学
会
は
、
特
別
な
事
情
が

な
い
の
に
、
性
交
渉
な
ど
が
１
か
月
以

上
な
い
場
合
を
「
セ
ッ
ク
ス
レ
ス
」
と

定
義
し
て
お
り
、
今
回
の
結
果
か
ら
３

割
以
上
が
、
そ
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

結
婚
し
て
い
る
セ
ッ
ク
ス
レ
ス
の
人

の
傾
向
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
‐
性
交
渉

に
関
心
が
薄
く
、
異
性
と
か
か
わ
る
こ

と
を
面
倒
だ
と
感
じ
る
一
方
、
避
妊
方

法
を
相
手
と
十
分
相
談
し
な
い
な
ど
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
の
問
題
も
見
ら

れ
た
。
ま
た
四
・
２
％
は
、
１
年
以
上

の
長
期
間
性
交
渉
が
な
か
っ
た
。

日
本
人
の
性
交
渉
頻
度
の
少
な
さ
は
、

海
外
の
大
手
コ
ン
ド
ー
ム
メ
ー
カ
ー
の

調
査
で
も
明
ら
か
で
、
２
０
０
４
年
の

結
果
に
よ
る
と
、
世
界
平
均
は
年
間
１

０
３
回
な
の
に
対
し
、
日
本
は
妬
回
と

半
分
以
下
だ
っ
た
。

日
本
家
族
計
画
協
会
の
北
村
邦
夫
常

務
理
事
は
「
行
政
に
な
じ
み
に
く
い
テ
ー

マ
か
も
し
れ
な
い
が
、
少
子
化
対
策
と

し
て
セ
ッ
ク
ス
レ
ス
の
問
題
に
も
っ
と

真
剣
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
」

と
話
し
て
い
る
。

（
読
売
新
聞
脆
・
４
．
邪
朝
刊
）

厚
生
労
働
省
エ
イ
ズ
動
向
委
員
会
は

妬
日
、
今
年
１
月
３
日
～
４
月
３
日
の

四
半
期
で
、
新
規
に
報
告
が
あ
っ
た
エ

イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
感
染
者
は

２
０
７
人
、
エ
イ
ズ
態
者
は
門
人
だ
っ

た
と
発
表
し
た
。
今
回
の
報
告
で
、
別

年
の
調
査
開
始
以
来
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者

と
エ
イ
ズ
患
者
の
累
計
は
１
万
人
（
薬

害
エ
イ
ズ
患
者
は
除
く
）
を
超
え
た
。

国

患者･感染者

１万人に

84年の調査開始以来初
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内
閣
府
は
、
今
後
の
少
子
化
対
策
の

参
考
に
す
る
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ

ツ
の
育
児
支
援
制
度
や
家
庭
生
活
状
況

を
調
査
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
家
族

多
く
、
年
齢
別
で

は
卯
～
釦
代
が
布
・
４
％
を
占
め
た
。

エ
イ
ズ
患
者
の
感
染
経
路
は
①
不
明
犯

人
②
同
性
間
の
性
的
接
触
町
人
‐
の

順
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
、
エ
イ
ズ
患
者
と

も
に
卯
％
以
上
が
男
性
。
４
月
３
日
現

動
向
委
は
国
内
で

の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
感
染

機
会
が
増
え
て
い

る
と
し
て
‐
感
染

予
防
の
徹
底
や
Ｈ

Ｉ
Ｖ
検
査
の
早
期

受
診
を
呼
び
か
け

て
い
る
。

今
回
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ

感
染
者
の
う
ち
、

感
染
経
路
は
同
性

間
の
性
的
接
触
が

１
３
２
人
で
最
も

四

内
閣
府
独
仏
の
少
曰
子
化
対
策
調
査

母
親
の
就
労
支
援
が
カ
ギ

手
当
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
、
出
産
後
の
就

労
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
、
働
く
夫
婦

を
支
援
す
る
制
度
が
充
実
し
て
お
り
、

欧
州
の
中
で
も
高
い
出
生
率
に
つ
な
が
っ

在
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
累
計
は
６
７
３

４
人
、
エ
イ
ズ
患
者
は
３
３
３
６
人
で
、

合
計
は
１
万
加
入
だ
っ
た
。［
玉
木
達
也
］

（
毎
日
新
聞
脆
・
４
．
配
朝
刊
）

て
い
る
と
い
う
。
他
方
、
出
生
率
が
低

い
ド
イ
ツ
で
は
、
手
厚
い
家
族
手
当
は

あ
る
も
の
の
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
が
不
足

し
て
お
り
、
母
親
が
フ
ル
タ
イ
ム
で
復

職
し
づ
ら
い
背
景
と
な
っ
て
い
た
。

内
閣
府
経
済
社
会
総
合
研
究
所
は
「
現

金
給
付
だ
け
で
な
く
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
、

母
親
の
就
労
支
援
な
ど
の
対
策
を
一
貫

し
て
行
う
こ
と
が
重
要
」
と
し
、
フ
ラ

ン
ス
の
事
例
を
、
育
児
支
援
事
業
の
改

善
に
役
立
て
た
い
意
向
だ
。

フ
ラ
ン
ス
の
出
生
率
（
昭
年
）
は
１
．

鍋
で
、
約
加
年
前
の
鎚
年
の
１
．
路
か

ら
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
。
第
二
次
世
界

大
戦
前
に
導
入
さ
れ
た
育
児
支
援
制
度

が
定
着
し
、
出
生
率
の
落
ち
込
み
を
防

い
で
い
る
。
家
族
手
当
は
、
子
供
が
加

歳
に
な
る
ま
で
支
給
さ
れ
、
子
供
２
人

で
月
約
１
万
５
０
０
０
円
、
３
人
で
約

３
万
５
０
０
０
円
と
、
数
が
増
え
る
に

つ
れ
、
手
厚
い
支
給
額
に
な
る
。
さ
ら

に
所
得
に
応
じ
、
出
産
手
当
、
新
学
期

手
当
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
手
当
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。

金
銭
面
で
の
支
援
に
加
え
、
地
域
や

職
場
に
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
保
育
施
設
が

あ
る
ほ
か
、
「
保
育
マ
マ
」
と
い
う
ベ
ビ
ー

シ
ッ
タ
ー
を
家
庭
で
雇
う
制
度
も
普
及

し
、
育
児
と
仕
事
を
両
立
し
や
す
い
環

境
が
整
っ
て
い
る
と
い
う
。

｜
方
、
出
生
率
が
１
・
鋤
（
同
）
と

約
加
年
前
の
１
．
４
か
ら
じ
り
じ
り
と

下
が
っ
て
い
る
ド
イ
ツ
で
は
、
家
族
手

当
の
支
給
額
は
フ
ラ
ン
ス
よ
り
多
い
が
、

保
育
サ
ー
ビ
ス
が
不
足
。
母
親
は
フ
ル

タ
イ
ム
で
復
職
し
に
く
く
、
仕
事
と
子

◇日仏独の育児環境の比較◇

6４

日本 フランス ドイツ

出生率（03年） 1．２９ Ｌ８９ Ｌ３４

家族手当の対象期間 小学３年まで 20歳まで 18歳まで

所得制限の有無 あり なし なし

子供３人の支給額（月） ２万円 約３万500ＯＩＩ］ 約６万3000円

育児休業の取得期間 子供が１歳まで ３歳まで ３歳まで

25～44歳の女性労働力率 65.6％ 79.5％ 77.8船

保育サービス 不足 多様で充実 不足
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育
て
の
二
者
択
一
を
迫
ら
れ
る
傾
向
が

強
い
と
い
う
。

【
パ
リ
Ⅱ
沢
村
亙
］
仏
政
府
は
、
２
０

５
０
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
人
口
は
７
５
０

０
万
人
に
な
り
、
ド
イ
ツ
を
抜
い
て
欧

州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
加
盟
国
で
最
大
に
な

る
と
の
見
通
し
を
こ
の
ほ
ど
発
表
し
た
。

出
生
率
の
増
加
、
死
亡
率
の
低
下
、
移

民
の
一
『
づ
の
要
素
が
人
口
増
に
結
び
つ

い
て
い
る
と
い
う
。

フ
ラ
ン
ス
の
人
口
は
閲
年
１
月
時
点

の
推
計
値
で
６
２
４
０
万
人
。
明
年
の

国
勢
調
査
に
基
づ
い
て
２
０
５
０
年
の

人
ｎ
を
６
４
０
０
万
人
と
予
測
し
て
い

た
が
、
似
年
に
実
施
し
た
中
間
調
査
の

結
果
、
よ
り
高
い
増
加
傾
向
が
認
め
ら

れ
る
と
し
て
上
方
修
正
し
た
。

ド
イ
ツ
は
佃
年
の
８
２
４
０
万
人
か

ら
２
０
５
０
年
に
は
７
０
８
０
万
人
ま

で
減
る
と
予
測
さ
れ
、
現
在
の
傾
向
が

続
け
ば
Ｅ
Ｕ
で
の
ト
ッ
プ
の
座
を
フ
ラ

ン
ス
に
明
け
渡
す
。
見
通
し
を
発
表
し

た
ド
ロ
ビ
ア
ン
運
輸
・
住
宅
相
は
「
こ

四

２
０
５
０
年
フ
ラ
ン
ス
の
人
口
７
５
０
ｏ
万
人
に
増
加

欧
州
連
合
最
大
に

政
府
見
直
し
ド
イ
ツ
抜
く

れ
だ
け
の
人
口
規
模
が
あ
れ
ば
、
フ
ラ

ン
ス
は
欧
州
の
真
の
牽
引
役
に
な
れ
る
」

函
E尼■二で竃a■■■ニヨウUUHUnBlU2p

【
小
川
直
樹
］

（
毎
日
新
聞
朋
・
５
．
５
朝
刊
）

1～4歳児の死亡率(人口10万人当たり）

０
０
０
０
０

４
３
２
１

日
本
の
幼
児
死
亡
率
、
先
進
国
で
最
悪

１
～
４
歳
救
急
医
療
「
不
十
分
』
の
指
摘

米国日本ほかの先進ｽｳｪｰﾃﾞﾝ
１３ｶ国平均

長
寿
命
を
誇
る
日
本
だ
が
、
１
～
４

歳
の
死
亡
率
は
先
進
国
の
平
均
よ
り
３

割
高
く
、
実
質
的
に
「
最
悪
」
な
こ
と

が
厚
生
労
働
省
の
研
究
班
の
調
査
で
わ

か
っ
た
ｃ
原
因
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、

主
任
研
究
者
の
田
中
哲
郎
・
国
立
保
健

医
療
科
学
院
生
涯
保
健
部
長
は
「
小
児

救
急
体
制
が
十
分
に
機
能
し
て
い
な
い

の
か
も
し
れ
な
い
。
幼
児
を
救
う
医
療

を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
指
摘
す

る
。国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
上
位
卯
力

国
の
う
ち
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

と
自
賛
し
た
。

特
に
人
口
増
に
寄
与
す
る
の
が
出
生

率
の
増
加
で
、
女
性
が
一
生
に
産
む
平

均
子
ど
も
数
（
合
計
特
殊
出
生
率
）
は

Ｅ
Ｕ
平
均
の
１
．
５
を
大
き
く
上
回
る

１
．
９
。
欧
州
で
も
特
に
「
時
短
」
が

進
ん
だ
結
果
、
男
女
と
も
育
児
に
専
念

し
や
す
く
な
っ
た
か
ら
と
い
う
指
摘
が

あ
る
。（
朝
日
新
聞
肥
．
５
．
泊
朝
刊
）

の
統
計
資
料
が
な
い
中
国
、
韓
国
、
保

健
医
療
面
で
遅
れ
る
メ
キ
シ
コ
ブ
ラ

ジ
ル
な
ど
を
除
い
た
Ｍ
力
風
で
主
に
明

年
の
デ
ー
タ
を
比
べ
た
。

年
間
の
死
亡
率
を
、
万
人
当
た
り
で

見
る
と
、
日
本
の
１
～
４
歳
児
は
粥
．

０
人
で
、
ほ
か
の
⑬
力
国
平
均
よ
り
３

割
多
く
、
米
国
（
劉
・
７
人
）
の
次
に

高
い
。
米
国
は
他
殺
（
２
．
廻
人
）
の

占
め
る
割
合
が
大
き
く
、
こ
の
分
を
除

く
と
、
日
本
が
最
悪
に
な
る
。
鹸
も
低

い
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
Ｍ
・
３
人
。

病
気
別
に
は
、
先
天
奇
形
や
肺
炎
、

心
疾
患
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
敗
血
症

な
ど
が
⑬
力
国
平
均
に
比
べ
高
い
。
不

慮
の
事
故
は
、
平
均
と
ほ
と
ん
ど
変
わ

ら
な
か
っ
た
。

ほ
か
の
年
齢
層
の
死
亡
率
は
、
す
べ

て
の
層
で
巴
力
国
平
均
よ
り
低
く
、
全

体
で
は
⑪
万
人
当
た
り
７
８
３
人
で
、

⑬
力
同
平
均
よ
り
応
％
低
い
・
０
歳
児

に
つ
い
て
は
３
４
０
人
で
、
咀
力
国
平

均
の
約
３
分
の
２
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

（
３
３
７
人
）
に
次
い
で
低
い
。
新
生
児

医
療
の
整
備
が
大
き
い
と
さ
れ
る
。

［
桜
井
林
太
郎
］

（
朝
日
新
聞
肥
・
５
・
別
夕
刊
）
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厚
生
労
働
省
が
一
日
発
表
し
た
二
○

○
四
年
の
人
口
動
態
統
計
（
概
数
）
に

よ
る
と
、
一
人
の
女
性
が
生
涯
に
産
む

子
供
の
数
（
合
計
特
殊
出
生
率
）
は
一
・

二
九
と
な
り
、
四
年
連
続
で
過
去
最
低

を
更
新
し
た
。
出
生
数
か
ら
死
亡
数
を

差
し
引
い
た
自
然
増
加
数
も
初
め
て
十

万
人
を
割
り
込
ん
だ
。
経
済
の
活
力
を

合計特殊出生率と人口の自然増加数

■回

５
４
３
２
１

人
口
減
社
会
目
前
に

－
出
生
率
過
去
最
低
棚
Ｉ

200

150

100

０
０

５
万
人

そ
ぎ
か
ね
な
い
人
口
減
社
会
が
目
前
に

迫
っ
て
お
り
、
官
民
挙
げ
て
の
一
層
の

少
子
化
対
策
が
求
め
ら
れ
そ
う
だ
。

合
計
特
殊
出
生
率
は
十
五
歳
か
ら
四

十
九
歳
ま
で
の
女
性
の
年
齢
別
出
生
率

の
合
計
。
○
四
年
の
出
生
率
一
・
二
九

は
前
年
と
同
じ
だ
が
、
小
数
点
第
四
位

ま
で
み
る
と
○
三
年
の
一
・
二
九
○
五

1947年5０５５６０６５７０７５８０８５９０９５０００４

晩婚・出産年齢が上昇(平均､歳） だ
が
、
小
数
点
第
四
位

三
年
の
一
・
二
九
○
五

か
ら
一
・
二
八
八
八
に

低
下
、
少
子
化
に
歯
止

め
は
か
か
っ
て
い
な
い
。

先
進
国
で
は
イ
タ
リ
ア

が
一
・
二
四
（
○
一
年
）
と
日
本
を
下

回
る
も
の
の
、
米
国
は
二
・
○
一
（
○

二
年
）
と
Ｈ
本
の
七
○
年
代
の
水
準
に

あ
る
。

出
生
率
は
一
九
七
五
年
に
二
・
○
を

下
回
っ
た
後
、
九
五
年
に
一
・
五
○
を

割
り
込
み
、
低
下
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

日
本
の
人
口
は
○
六
年
中
に
ピ
ー
ク
を

迎
え
、
○
七
年
に
減
少
に
転
じ
る
見
通

し
。
出
生
率
が
下
が
り
続
け
る
と
労
働

力
人
口
の
減
少
を
通
じ
て
経
済
成
長
が

鈍
化
す
る
要
因
に
な
る
。

○
四
年
の
出
生
率
の
低
下
幅
は
前
年

を
下
回
っ
た
と
は
い
え
、
政
府
が
年
金

制
度
な
ど
を
設
計
す
る
際
の
前
提
を
下

回
っ
た
ま
ま
だ
。

昨
年
成
立
し
た
年
金
制
度
改
革
法
は
、

出
生
率
が
○
四
年
ま
で
一
・
三
一
一
で
推

移
し
、
○
七
年
に
一
・
一
二
で
底
入
れ

す
る
の
を
前
提
に
保
険
料
の
負
担
と
給

付
の
水
準
を
設
計
し
て
い
る
。
少
子
化

は
政
府
の
想
定
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
進

ん
で
い
る
。
若
年
人
ｎ
が
想
定
以
上
に

減
る
と
給
付
水
準
を
保
つ
た
め
に
保
険

料
や
給
付
年
齢
の
引
き
上
げ
が
迫
ら
れ

る
な
ど
、
社
会
保
障
制
度
の
土
台
が
揺

る
ぎ
か
ね
な
い
。

Ⅲ
生
率
を
年
齢
別
に
み
る
と
、
二
十

九
歳
以
下
は
前
年
に
続
い
て
低
下
す
る

｜
方
、
三
十
’
三
十
四
歳
が
上
昇
に
転

じ
た
。
三
十
五
‐
三
十
九
歳
も
二
年
連

続
で
上
昇
し
て
お
り
、
晩
婚
化
の
進
行

で
出
産
年
齢
が
次
第
に
上
が
っ
て
い
る
。

厚
労
省
は
「
三
十
代
の
上
昇
は
明
る
い

材
料
」
と
し
て
い
る
。

平
均
初
婚
年
齢
は
男
性
が
二
十
九
・

六
歳
、
女
性
が
二
十
七
・
八
歳
と
な
り
、

男
女
と
も
に
上
昇
。
第
一
子
出
産
時
の

平
均
年
齢
は
二
十
八
・
九
歳
と
六
年
連

続
で
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
。

○
四
年
の
出
生
数
は
百
十
一
万
八
百

三
十
五
人
で
前
年
よ
り
一
万
二
千
七
百

七
十
五
人
少
な
く
な
る
一
方
、
高
齢
者

の
増
加
で
死
亡
数
は
一
万
三
千
七
百
五

十
七
人
多
く
な
っ
た
。
出
生
数
か
ら
死

亡
数
を
差
し
引
い
た
自
然
増
加
数
は
八

万
二
千
百
二
十
七
人
と
初
め
て
十
万
人

を
割
り
込
ん
だ
。

（
曰
経
新
聞
脆
・
６
．
２
朝
刊
）
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第一子出産

2８．５ 2６．２ 1994年
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ｌ
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Ｉ
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Ｉ
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Ｉ
Ｉ
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１
１
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Ｉ
「
‐

機関誌『人ロと開発』投稿論文を募集

財団法人アジア人口・開発協会は機関誌一『人口と開発』で発表する論文を募集致し

ます。テーマは…人口と持続可能な開発に広く関わるもので、アジアの現状に関するも

のを優先いたします。原則として掲載は各号１篇、原稿用紙400字詰めで20枚（8000字)。

また掲載論文の著作権は、財団法人アジア人口・開発協会に帰属しますが、執筆者の利

用を妨げるものではありません。また応募論文は未発表のものに限ります。

論文応募者多数の場合には、財団法人アジア人|」・開発協会内で審査し採用原稿を決

定致します。また編集の都合で、次号に掲載される場合もあります。同じ研究者による

異なった視点の論文も歓迎致します。

この公募論文は、若手研究者の新鮮な研究視点を重視し、新しい研究分野を切り開く

ようなアイデアを広く公開する場を提供するものです。今後の人口と開発に関する研究

を促進することを目的としており、大学院生をはじめ、若手(D}究者に門戸を開くもので

す。広くご案内下さいますようお願い申し上げます。

投稿される原稿は原則としてワープロ原稿とし、そのプリントアウト原稿と使用ソフ

ト名を明記したＦＤで投稿してください｡投稿の際には原稿と同時に､応募者の略歴(写

真つき)、投稿内容に関する写真２枚も同封してください。

なお、採用された論文には薄謝（当財団規定）を進呈致します．振るってご応募下さ

い。

O「＝卿

i沸昌圖偏

。「騒騒拒沸

－－－Ｅ－－－￣￣－－－－－－－－－－－－￣￣＝－－－－－－－－－￣Ｐ￣￣⑨餌＝､￣ニーーーーーー－－－－－＝---￣￣￣=＆－－－－－
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Report〔mtheBasicSurvey(〕ｆＰ〔)pulationandD〔ｗｅl(〕Imlem

illSDuthcastAsiaIlCounlrics

-India-（英語版）

昭和58年度

1．’'１難人民共和国人ロ・蒙族計画雅礎調査膿街避

BasicSurve｢yoI1PopulationandFamilyPlanningillllle

Peoplei＆RepublicolCIlina（英語版）

生育率和生活水平失系''1｢1合作jjI1在iil1究搬行二ｷﾞｶﾞ

（｢11111溌版）

３．中塗人民共和国人ロ・家族計画第二次基礎調査報告灘

BasicSurvey(Ⅱ)onPopulati〔)nandFamilyPlalu1uinginlhe

PeopleIsRepublicofChina（英語版）

生育率和生活水平美系第二次II11zI合作Uhl査研究１Ｍ告二|；

（''１国語版）

4．ネパール王国人ｎ.家族計画基礎調査

BasicSuTveyRf2portonPopulationandFamilvPlanningin

lheKmgdom(〕fNepal（英語版）
昭和59年度

1．アジア諸国の農村人｢1と農業開発に関するii｣M在報十17苦

一インド国一

ReporlonlheSu｢veyofRuralPopulalionandAgricullural

DevelopmenlillAsianC(〕unlries

-India-（英語版）

5．日本の人I｣都市化と開発

UrbaJnzationandDcvel(〕pmerllilljapan（英語版）

６．バンコクの人1.都市化と生活環境・糊ﾄﾞﾙ調査

一データ編一

SuwevoIUrbaI1ization,LiviIlgEnvimI1mental】ｄＷｅｌｆａ舵ill

Bangkok-Data-（英語版）

２．東南アジア諸国導入しI．')Ⅱ苑基礎綱査報告

一タイ国

ReporlonlI1eB（lHicSurvevofPoI〕ulatiolXandDeveloI〕II1enl

inSoutbea釧八siamCounlries

-ThaiIaIld（英語蛾）

７．スライド

Ｈ本の都市化と人口（日本語版）

Urbanizali()nandPopulationinJapall（英語版）

日本的城市化可人にＩ（llj国語版）

UrbanisasiDankependudukaIlDiJepang

（インドネシア語版）

３．旧本の人口転換と農村開発

ｌ〕emographicTrallsi1ioIIinJal〕anandRumlDevelopment

（英語版）

`1．Survev()（FerliliWandLivingStandardsinChiI1eseRuml

Areas-Dala-AllIbehougch〔)]ｄｓｏｆｍｏｖｉｌ]a深siIlJiliI1

ProvincesuIrveyedbyquf9sIionlIaires（英語版）

尖子中同次村的人ロ生育率｣ｿﾞ化活水平的凋査搬告

式j干吉林省ilji/i､村近行全戸面淡凋査的鑑果一

一銃！｝銅一（'''１則語版）

昭和61年度

】・アジア諸国の磯村人口と農業開発に閥する調査報告避

一インドネシアiUJ-

ReporIontheSurveyoIRuraIPopulati〔)ｎａｎｄＡ獣icu,Iural

DevelopmentinAsiaI1CouIltries

￣IIldonesia￣（英語版）

5．スライド旧本の賎業，磯村開発と人１－１

－その軌跡一

AgriculIumI＆RuralDevelopmcnlandPol〕ulalioninJapan

（英語版）

「I木次Ⅲ'２次Ｉ:ﾔ的及展和人1ｺ的推移（中国諦版）

PerkclllbanganPerIanian，MasyamkalDesaDaI1l《ep⑪ｎ－

ｄｕｄｕＭｎＤｉ上pang（インドネシア語版）

（以上４カ国版スライドは､日本産業教育スライドコン

クールにて優秀衝を受賞しました｡）

２．東南アジア諸Ｉ'$等人口・開発基礎調査報告禅

一インドネシア画一

ReporIontI1eBasicSuI･vevolPDpulationandDcvel(〕pmenl

mSoLIIheastAsianCountries

-IndoI1esia-（英語版）

３．在１１留学生の学習と生活条件に'１Mする研究

人的能ﾉﾉ開発の課題に[IlIして－

４．１]本の労働力人ｕとＷ1発

LaborForcGandDevelopII1el】(ｉｎJapan（英語版）
昭和60年度

l・アジア諸lIilの農村人LIと農業開発に|判する鯛査報告ＴＩＩ：

タイ同一

Reporlollll1eSurveyofRuralPopulatiollandAgricullural

DeveIopnlel1tillAsianCoumries

-ThaiIaIld-（英語版）

５．人'二]とｌｊＭ発儂I連統計集

DemographicandSoci(〕-ＥＣ〔〕､(mliclndicatorsoluPopukllion

andDevelopmel1l（英語版）

6．スライド日本の産業発展と人ｎ

－その原動力・通気一

IndustrialDevelopmentandPDpulalioninJapan

2．東南アジア諸国聯人1斗'111発選礎捌在報告書

一インド【1１－
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2．東南アジア諸国等人ｎ.開発蕊礎調査報告普

一中華人民共和国一

Rep()rt(DntI)eBasicSL1Tvevo｢Populali()nandDevelopInem

illSoull1emsIASianCcunII-1eS

--China-（英語版）

－ＴｈｅI〕riInGMover-Electridly-（英謡版）

!｣本的'生)'１t友展々人口

其Lji劫ノノー曳と､－（1]|、語版）

I〕emba11gu[Ｍｌ１ＩＩ]dustridankepclldudukal】diJepang

-Pen紫ｃｍｋＬ:tama-TengaLislrik-

（インドネシア諦版）

３．アジア諸国からの労働力流出に間する調査研究報告二,lド

ータイ国 7．ネパール王国人口・家族計画第二次坐礎調査

Ｃｏｍｌ〕leIllenlarvBaHicS1lrveyRepo｢ｌｏｌｌＩ〕opulaliDIuand

FamilvPIanniI】ginIhckingdomumep(1１（英語版）４．「1本の人口と家族

PopukllionalldllleF(lmilyinJapal）（英蒜雌）

昭和62年度５．アジアの人１１転換とＩ)'1発一総計集一

Ｄｅｍ〔)gmpbicTransili〔)nandDcveloI〕mel1linAsiallCounlrieg

-Overｖｉｅｗａｌ１ｄＳ(alisticalTables-（英語版）

Ｌアジアiilfl到り〕農村人｢1と腱業開発にMHする調査協告T1ド

ー’１】華人災共『Ⅱ国一

Rep(〕rtonIheSurvey(DfRuralPopulationalldAgricullulnl

DevclcpmenIil]AsiallC(〕111]trics

-CI〕ina-（英濡版）

６．スライド

日本の人口と家族

FamilyandPopulali〔〕ninJapal1-AsianExperieI1ce

（英語版）

｜｣水的人1J勺家庭（中ＩＲＩ調版）

ｌ〕eIlduduk＆KeluargaJepang（インドネシア謡版）

２．東南アジア柵国騨人|非開発雛礎渦査報告Tlド

ｌｌｊ兼人氏共ｆⅡ国

Rel)olonIheBasicSurveyoIP〔)pulatioX】andDevuI()】)ｍｅｍ

ｉｎＳｏｕＩｌ１ｅ(lsIAsiaI1Counlri鴛

一chin（，（英研版）7．ペルー共FlllI：|人口家ij(iilmli基礎調査

３．アジア澗工1からの労働力流Ｕｌに|潮する調査研究報告７１ド

ーフィリピン国一
平成元年度

l・アジア猪'１４の農村人口と農業|)11発に関する綱森報liitlド

ーバングラデシュ国

Report〔)111I1eSurveyofRuralPopulaIicllimdAgricu1tul･al

Developn1ent

-Bangladesh（英語版）

４．１｣本の人I」と農業1$Ⅱ苑

PoplIlaliolluIIdA厚icullurall)evel〔】I)moI1IinJapal1

（災瀞駁）

５．ネパールの人｢I・洲発・難境

l1DPL1IaIi〔)､,DevelopmelllmldEnvimnmenliI1NepaI
（英諦版）

２．束関アジア猪lK1聯人１ｍ開綣些礎調査総〈I悲

一ネパール国一

ReporI〔】nlheBasicSurvevofPDpulati(jllalldDevel()Ｐｍｅｎｌ

ｉｎＳｏｕ【l1eaAilAg;ianCountries

-Nepal（英語版）

６．スライド

Ⅱ本の人1J鞍ljMIと経済発腱

ＴｈｃＭｉ津【lmryMoveIneI11andEconomicDevel〔)pIneI1Iin

JaIxm（英語版）

「1本的人口移ztIjlJ難済度展（'１r国i譜版）

Ｉ>erI〕indal1aI11〕eI1dudukDn】UPelkembangfmI2koI1oKＩ１ｉＤｉ

，k9pang（インドネシア誤版）

3．アジア諸伺からの労働力流１１}に|聞するiilM査報告禅

マレーシア国

４．Ⅱ本の人I]櫛造変動とり'1発

一ilIji齢化のアジア的視点一

S1rucluralCl1al1geinPopulaliollaI〕dDevelopnlelll

-jmpaIDisExl〕eriencci11Aging-（災譜版）

7．トルコ同人I｣家族汁iilji些礎調査

昭和63年度

1．アジア鞭lK1の幽村人｢Iと農奨ｌｊＩｌ苑にIHIﾌﾞｰろ調査縦i｣rilj：

ネパールn3

Repox･１０ｎｌｈｅＳｕｒｖｅｖｏｆＲｌⅡaaIPopuIatioI]alldAgriculIurnl

I〕帥･eIDI〕l】ｌｅｌ１ＩｉｎＡｓｉａｎＣｏｕｍｒｉｅｓ

－Ｎｃｐａｌ（其ｉｉｌｉ版）

５．スライド

涼i齢化社会へのロ本の挑戦

一生きがし､のある老後をl｣指して－

AgiIuginJapan--CI】allengesandPmsl)ecI5-

（英諦版）

辺人向齢化社会的Ｈ本１１劃i11世桃故

追求具生命意又iiiﾘ老年生iill：－（Il1uiIii{i版）

Tanlan瓢nMasyarakaILanjulusiaJep（Ｉｎｇ

（インＦネシア譜版）
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（/Ｍ:IMIは、1990年(;Ⅱ)|]本視聴灘教育協会]ﾐ催優秀|映

像数材選奨Ⅱ:会戦青ＷｌｌＩ１１で纒秀漬を受賞｡）

[|'雅人氏共ｷﾞIllRl

１．Ⅱ本の地域ljM繕と人副1990年(い峡削

RegioI]all〕小℃l【〕l)】Ile11lall〔11>〔〕pulaIiDniIlJal)al1

Trends3ndPro葛peusilllhel990s（英語版）

６．アジア術lKlの農業１脚寵５力|Ｊ１の比鮫一

SlmlcgicMeasureslbl･theAgricu]turalDevelDplnenl

ComI)ara1iv⑤Slru〔liesollI7iveAgi(lnCouMries‐

（英語版）５．スライド

，,,|亀の地減開花と人｢Ｉ

Ｒ鼈iIla1,)eve1o,〕meII1f,､〔ＩＰ(〕I〕ulaliO,】i,,｣aI〕加］（災語版）

，_{イミ約区域〕,:皮下【,人1-1（ＥＩ１ｌｉ<Ｉｉ枅版）

Ｉ,eI1nI〕q,】guI1anDacraI】da1lP(〕I〕ulasidiJeI】【ｌｎｌｇ

（インドネシアliH）

平成２年度

1．アジア猪''１⑪腱村人１１と農業l渕発に|謝する報告1ド

ーフィリピン国

Rep〔)rl()I1111eSulvevolRumlP〔)l〕ulali(ｍａＩ〕。Ａ郷･icullural

l)evc1〔)I)IIlenl

lDbiIipl)inc日一（英語版）

６．アジアの労働ﾉﾉ移1lih

Lalx)rMigrationinAgi（Ｉ（雄厩版）

２．束1判アジア灘'14幕人ｎ.11M発」忠礎洲盗鵜flrn1f

バングラデシュ１１(ｉ－

Ｒｅｌ〕(〕【!(〕ｎｌｈｅＢａｓｉｃＳＬｌ｢ｖｅｖｏ「PopuIati〔)、（mdDeveloplneI11

inS(〕ulheaslAsianCounlries

--BallRladesIl （英諾版）

平成４年度

l・アジア渚'正1の艇村人｢1と農業|M1；壱に側するiilM在fliiLfilド

マンーシアlj1-

Rcp(】rl(〕11Il1eSurveyoiRurall)DpulaIiq)naIldAgricullu｢ａｌ

「)ewl()pm1enI‐Malaysia（典諦版）
３．アジア擢国からの労働ﾉﾉ流iilにI蝿する繊在報f1fTiド

ーイン!<ネシア|正Ｉ２．虹1打アジア調''1群人｢ル１１M発雌礎ilMil洲AiLfiiド

ベトー１－ム|]１－

１<elX)rIonIh(ＰＢｉｌｓｉｃＳｕｒｗｗｏ〔I〕(=jl〕ulali【】nandDevel(〕I〕I】】どIll

inSoulhc【lslAsianCDulllries

-ViclMln，（英締版）

`１．Ⅱ本の人｢1.ＭＩＩ苑・灘境アジアの経験一

Ｐ(〕pulaIi【〕､､Devel〔)pmenlal]dEnvir【】Ilmen1inJaI)all

AsianExpericI1ce-‐（災譜版）

3．アジアi渚|画からの労働ﾉﾉ流１１}に1卿‐ｵｰるiiIHitf研究fll俗Jド

ースリランカtE｝

５．スライド

’'水v)瑛境・人｢ｌ・ｌＩＷ苑（Ⅱ本認版）

EIwirDnmeI1LPbI〕ulaIi(〕naIldDevelopmenlinJ【lpim

（盤l譜版）

｜｣ｲ氏的圷境・人｢1.7｢没（ＩＩｉｌＲ１諾版）

LillHku1lIglall,IJeJl〔lu〔luk〔１３】ｌＰｅｍｂ;lJ1gunanJepaI1g

（インドネシア識版）

（本作,}Ｆ１は」991年(ilhIl本拠聴勉教育協会=iﾐ催繼秀映像

教材選奨社会教育部''1で優秀ri(を受賞｡）

4．アジアの産業岻換と人に１

］l1dustrialTl･allsiIi〔)Ｉ１ａＩＩｄＰ()I)uIaIi()I1iIlAsia

（雄編版）

３．スライド・ビデオ

ｌHillに生きる‐｜」イ式の産其蛎換と人｢I

LivinHI〔】ｒＴ()、q)lTowIndustrittlTr【lnsili()、ａｎ〔１１】【】l〕lIla-

tiD1UinJal〕ａｎ（災ii冊版）

生活（(１１ﾘ1尺Ｈ本的jf`:||(難換Ｊｊ人l」（'''１]ｆｊｉｉｉｌｉ版）

lli(lupUnlukIIariEgok--PcraIihal］SIruklu「Ｉ､〔lu別｢ｉ

ｌ〕【ＩｒｌＰ()I〕ul“iDiJepa】１９（インＦネシア,iilil壇）

6．アジアの人I1f1jll7化一統i汁囎

Ｐ｢()speclH〔)fUrbanizali〔)ｎｉｎＡｓｉａ（英語版）

平成３年度

1．アジアＩ謝国ｿﾞ)磯村人１１と腱難ＩＩＩｌ苑に|Ⅲする捌在機l1iilデ

ースソランカ風

Ｒｃｐ()｢（（)IlllleSurvevRuralPopulali(〕nHmdAgriculIur【１１

１)evel(DlJJ11elu1SriLankaI英蒜版）

平成５年度

1．アジア柵｢I：|の腱村人｢]と農業|刑花にl蝋する報ILf7If

ベトナムｌＩｉｌ

Ｒｅｐ(】11()ｎｔｈｃＳｕｒｖｅｙｕＩＲｕ｢aIIj()1〕ulflti〔)nandAgriculIu｢al

DCvelopl]〕elllVieINam-（災i禰版） ２．＃〔|樹アジア粥|葱轆人｢I・'Ⅲ殖liL礎iilm査報{If餅

フ／リビンlIk1

R〔J1)【)rI【】I1I11eBasicSurvevo〔Ｐ()l〕ulalio】ｌａｎｄＤｃｗｌ(〕I〕II1elll

iI1g【JullDeasIAsia11Counlrにｓ

ｌ)hilil〕pines〈英譜版）

２．%〔iｈアジア;Ｉｆ１ｉ<|嫌人、.|胤発I,L礎綱企柵ilfi[|：

スリランプノー

Rep〔)】｢t()ｎＩｈｅＢ【,sic畠ｕｗｅｖ,)〔Ｐ(〕I〕ulati〔)Ilan〔lDevel〔)I〕111巴lu1

inSCuIheasIAsinnCDumlries

ＳｒｉＬａｌ１ｋａ （災闘版） ３．アジァパiflKlからの労ljil｣ﾉ｣流''１に関するIiNhljlflJf先細Ｉ!｢iIド

7１



３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

親告書一インド国一

３．アジア諸国の人間資源開整と労働力に関する調査研究

報告書フィリピン国一

４．アジアにおける女性のエンパワーメン卜

EmpowermenlofW(〕meninAsia（英語版）

４．アジアからの挑戦一人口と開発一

ChnllengeandS1ralegyofAsianNatioI1s

-PopulalionandSuE;tainableDevelopment-

（英語版）５．スライド・ビデオ

アジアを拓け一女'性たち－

ABrightofGeI1derEqualily-EmpoｗｅｒｍｅｎｌＤｆＷｏＩｎｅｎ

ｉｎＡｓｉａ－（英語版）

通性E1強之路一今ⅡⅦ洲女性一（中国語版）

HarpallCeml1bagiPersamaan-KaumWanilaAsiall

MerambahJalarx-（インドネシア語版）

５．スライド・ビデオ

女たちの挑戦一女性の地位向｣話と日本の人口一

WomenandtheirChallenges-Implovementsinthe

S1alusofWomenlhePopulaIionofJaPan-

（英語版）

女性的挑拙一女性地位的提高々日本的人口一

（中国語版）

TaI1IanganKaumWanitaEIIIansipnsiWaniladall

PoPuIasiJePaI'９－（インドネシア語版）

平成８年度

1．アジア諸国の発膿段階別農業・農村開発基礎調査報ｉ１ｉＫ

杏丁‐ラオス人民民主共和国

ReporIontheBasicSurvevonAgl-iculturaIandRuralDe-ヴ

velopmenIbyProgressSl＆geinAsial1CouJ11ries

-LaoPeopleisDelnocralicRepubIic-（英語版）

平成６年度

1．アジア諸'11の発展段階別農業・農村開発些礎調査報告

聾一インド国一

ReporlonIheBasicSurveyonAgriculturalandRumIDe‐

velopmentbyProgressSlageinA＆iaIlCoumries

lndia-（英語版）

アジア諸国の都市化と開発調査報告響

一フィリピン国一

ReportonlheSurveyofUrbanizatiDnandDevelDplnenlin

AsianCountTies-Pbilippines-（英語版）

ワ
ー●

２．アジア渚国の都市化と開発調査報告書一タイ国一

Reporl〔〕nlheSurveyofUrbanizalionandDcvelopmentin

AsianCounlries-ThaiIaｎｄ－（英語版）

３．アジア猪''１の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告哲一ラオス人氏民主共和国一

４．２１世紀の人｢I・食織戦略一アジアと世界一

PopulalionalldFoodSlrategyn〕r21sIcenturv

-AsiaalRdWorld-（英語版）

３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告１１ドーベトナム国‐

4．アジアの女性労働力参加と経済発展

－－２１世紀の戦略一

Women'sLaborParlicil〕qlionandEconomicDevelopmentin

Ａｓｉａ‐Slmlegylowald21Centurv-（英語版）

５．スライド・ビデオ

2025年への決断一アジアの人、増加と食料

ChallengCfmdDecisionlbrlheYear2025

-Populationlnc｢easeandFoodinAsia-（英語版）

向簡2025年的央断一jHIiIl的人、増｣之jhl總食一

（中国語版）

TekadUntukTahun2025-PertambahanPopuIasidaI1

PangandiAsia（インドネシア語版）

５．スライド‘ビデオ

アジアの女性たちはいま･･･…

NewHorizonsforIheWomanolAsia（英語版）

正洲畑女的新リラ径（【'１国語版）

WaIlitaAsiaKini……（インドネシア語版）

平成９年度
平成７年度

1．アジア諸同の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

群一バキスタントョ一

ReI〕orl(〕nlbeBasicSurveyonAgriculturalamdRuralDe‐

velopmentbyProgressSlageiI1A笛iaI1Countries

PakislaIl-（英語版）

１，アジア諸国の発腿段階別凝業・農村･Ｉ)i１発些礎捌査報告

書－ラオス人氏民主共和国一

RepolflonlheBasicSurveyonAgriculluralandRuraI

DevclopmembyPmgressStageinAgianCouI11ries

-LaoPeople1sDemocraticRepubIic｛英語版）

2．アジアの社会開発と人間朋発

SocialDevelopmenlandllumanl〕evelopmenlinAsia

（英紹版）

２．アジア諸国の都市化とljM発基礎調査報告灘

一ネパール国一

ReponorI1heSurvevofUrbanizalionandDevelopmentin

AsiamCounlries-Nepal-（英語版）３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する禰査研究
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報告ilf-マレーシア国－中Ｉ調－－１１海を'１１心に

RCI〕o]｢ｌｏｎＩｈｃＳｕｒｖｅｙｏ〔AgilIgandIIcahhiJlAsian

C()umries-China-Fbcu黒()nShanf;bai-（英語版） ４．水をめぐる211比紀の危機

アジア人、を焦点として－

WalerCrisisinIheTwenWFirsKCeI11ury

-Prospect()fAsianPopulati(〕nandDevelopment-

（英語版）

３．アジア諸国の職業安定制度と雇用政策に閲する澗在研

究雑告７１Ｆバングラデシュ人氏共fI｣国一

平成12年度 ５．スライド・ビデオ

水は生きている一人口と水涜源一

WatorisAlivePopulationandWa【erResources-

（英語版）

水是ｲ1生命的人'｡ｑ水履源一（中国語版）

八i「iIullidup-PendukdanSumderAi「

（インドネシア語版）

1．アジア諸''１の発展段階別腱業・農Ｉ11割発些礎綱杏報杵

諜一ミャンマー連Ｊ１段

RepoInonlhcBasicSurvevonAgriculIuralandRuralDe-

velopmentbyPro錘essSIageinAsianCouI1Il｢ies

-MvaIlmar-（英語版）

２．アジア諸国の高齢化と保健の実態凋査報告祥

タイ国一

Rcp()ｒｔ〔)ｎｌｈｅＳｕＴｖｅｖｏｆＡｇｍｇａｎｄＨｅａｌｌｈｉｎＡsian

CoulI【riesThaiIand-（英語版）

平成10年度

l・アジア諸|固の発展段階別腱業・農村開発基礎調査報瞥

諜一カンボジア国一

ReporlonlheBasicSurvWcnAgriculluralal1dRuralDc-

vcl(】ｐｍｅｎｌｂｙｌ〕rogressStagemAsianC〔》uNllries

-Cambodia-（英語版）

３．アジアi渚国の職業安定制座と雇用政策に|判するiil3恋(！［

先報告書一カンボジア国

平成13年度 ２．アジア諸inilのiIlii齢化と保健の実態調査報告課

大韓民国一

ReporIoll（ｈｅＳｕｒｖｅｖｏｌＡｇｉＩ１ｇａｎ〔lHeaIthinAsianU

CouI1llies-T}leRcpublicoIKorea‐（英語版）

１．人I=I|(１１題を埜礎とした農業・農村開発ijM盃報('識

一カザフスタン国

Rep()rt〔)nSurvevofAgricuI1urfllallｄＲｌＩｒａｌｌ)evelopmcnt

MsedoI】Populationissucs

-TheIRepllblic(〕fKazakll層lall（英語版） ３．アジア識1劃の繊業安定ilil1度と砿用政策に関する調森研

究報告丼一イラン１劃

アジアi渚国のiflTIT化と|)'1発洲杏報(!｢苔

一マレーシア国一一

Repol･IonIheSurvevofUrbaniznIiol1alldl)evelopIlle1,【i【】

AsianCountries-Mahwsia-‐（災活版）

ワ
ー■

４．発展のiIilj約一''１国・インドを中心に

ConstrainsonDeveIDpmeIM-FocusollChinaandII1dja-

（英締版）

５．スライド・ビデオ

地球からの警告一アジア．水と食料の未来一

ＡＷａｍｉｎｇｌｒｏＩｎｌｂｅＥａｒ【h

-TheFutuTeofAsia,WalerandFood-（英語版）

＞k向地球的縛告一亜洲水札籾食的未来

（中国語版）

PeringalandariBumi

-MagaDepanAsia-AirdanPangan-

（インドネシア語版）

3．アジア緒風の織業安定制嘆と嘘用政策に関する洲査研

究搬十Ｉ殻一インドｌｌ４－

平成14年度

１．人｢1問題を蛙礎とした農業・磯村ｉｌ１ｌ発洲査報fIrdlL

-ウズベキスタン国

RcpollonSurveyofAgricullu｢ａｌａｌｌｄＲｕｍｌｌｽﾖvelol〕ｍｅｎｌ

ｂｉｌ鑓。【〕nPopulalionlssues

-TheRepublicofllzbCkistan-（英語版）

平成11年度

1．アジア猪'１』の花鵬段階別農業･農村ljH発甚礎調森報告替

モンゴル同一１１｣央県.センンゲリiLを[''心として－

Roport〔)ntheBasicSurveVonAgricuItumlandRuraI

Devel(DpmentbyPmgressS1ageinAsiamCounlries

-Molll3PliaFocusonTovandSelellge-AimaIlg

（英語版）

２．アジア渚凶のIIHli業安定稀ﾘ度とﾙｺﾞﾐﾉ１１政策に|則-する洲査iil｝

究級告11ヂーベトナム国一

平成15年度

１．人、131題を避礎とした農業・農村|)H苑洲査報(lfiLド

ーパキスタン極

Repo｢toIXSurveyofAgriculluralaI1dRurall)cvelopmelll

b【IsedonPopulaIionlgsucs ２．アジアiiifl却の商齢化と保健の実態調査報告課

7３



－Pakistan－‐（英語版）

２．アジア緒国のj7畳用政策とl副瞭的な労働ﾉj移勤に関する

調査研究報告書一ミャンマー連邦一1．『国連人ロ開発会鰯における注釈のついた概要』（和文）

InlematioIlalConfCl-enceollPopulationandDevelopmeI1lAIl‐

ｎ【)tatedoulliZ1eofthefinaldocumentofIhecoIu企rence,Kot‐

edbytheSecretaryGelleralの｢I本譜版・国際人口開発会

議行動iilimjiの作成過程で．その最終泄倣会議洲催に|句

けて用意された行動計画案である。このＥ概要１Ｊに基

づき、国際人口|刑発会識行動計阿が形成された。行1li1j

計画採択以前に池備されたこの和訓は行lhll計画採択に

際し日本からの働きかけを行う上で大きく寄与した。

平成16年度

１．人、問題をJlL礎とした農業ｑ農村開発調査報告苫

インド|更l-

RepormnSurveyDIAgricuI[uraIandRumlDevelopment

basedollPopulationlssues．－India-（英語版）

2．情報サービス業における(到際分業と労働力需給に関す

る調査研究日本・''１国２．『国際人ロ開発会議行動計画要旨』1995年（和文）

（内容：1994年カイロの国際人口開発会議（ICPD）の

行動計mljの要旨・同文灘関連の出版物としては本邦初」

3．『国際人ロ開発鰯員会議（lCPPD）議事録』1995年（和

文）

（内容：1994年カイロで|到際人口開発会篭（ICPD）に

先駆けて開催された[Ｈ１会議員会議である''３際人口開発

議員会議の議事録。同会議には117力|ｆ]約300名の国会

議員が参加した｡会議宣言文はICPD総会でも発表され

た。また、この会議を契機としてアフリカ・アラブ地

域の国会議貝フォーラムが飛備された｡）

４．国運人口基金『世界人ロ・開発援助の現状一日本の貢

献一』1995年（和文）

（内容：現在の人、分野に対する援助の現状と．資金

の流れを分析。我が国の人1ｺ分野への貢献も併Ilf）

５．『国際人ロ・社会開発議員会蕊(lMPPSD)議事録』1996

年（和文）

（内容：世界社会覗発サミット(WSSD)にあわせ､1995

年３月にデンマーク・コペンハーゲンで開催された人

ロと社会6M発に関する国会議員会談議11録〕）

６．黒田俊夫箸『リソース・シリーズ１国運人ロ会議２０

年の軌跡一ブカレストからカイロヘー』1996年(和文）

（内容：国連主催の第一回人口会議であるブカレスト

会議から1994年カイロの国際人1ｺ開発会議まですべて

の国連主催の人口会議に参加し、人'二I分野における１１

界的大家である籍者が､その推移を概観し分柵した｡）

リソース・シリーズとして銘打った記念すべき鍔ｌ＋士

７．ToshioKurodaResourceSeries2“FromBucharest

toCairo-20YearsofUnitedNaticnsPopuIationCon-

ferences-''’1996年（英文）

（内容：好評をもって迎えられた「リソース・シリー

ーズ１」の英文版｡）

B，『国際女性・人ロ・開発繊員会識（lMPGPD）議事録』

1996年（和文）

（内容：第４回世界女性会雛(ＦＷＣＷ)にあわせ、１９９５

年９月に束〕i(で開催された国際女iiLt・人口・')H発議貝

会議(IMPGPD)の識ﾕ}繋録。同会議には第４回世界女性

祠



会議に対する各国政府代表を'''心とする国会識負が参

ｊ１ｌ１した句）

15．『リソース・シリーズフ欠乏の時代の政治学一引き裂

かれる水資源一』（和文）

（内容：ワールド・ウオッチ研究所からfll行されたSaI1dra

Postel箸､WorldwatchPaperl32,DividingIheWaIers:Fond

Securily,Ecosysteml-IealUl,andtheNewPolilicsofScar‐

ｃｉｌｖの邦訳｡今後人類社会に大きな龍''約を17.えるのが、

淡水賛源の不足である。贈え続ける人口を戈えるため

の農業生瀧もまた淡水資源の逼迫によって大きく制約

を受けると考えられている。地球は水の惑星とＶ､われ

るが飲料や農糞用に安定して使用できる水の総塗lEk地

球｣この水の0.000008％に過ぎない。この水の総鼓は．

有史以来変わっておらず．人｢Iが贈加する分だけ．一

人当たり使用できる水の杜はどんどん減少しているの

が現実だが、このことが＋分に認識されていない。人

Ｉ｣増力I]を支えている地球の|混界が目の前に迫っている

ことに瞥併を発している｡）（n本語版版権取得）

９．ＦＡＯ／UNFPAおよびポートン・ズアユグエン・ティ・

タン署、『リソース・シリーズ３食料安全保障と人口：

資料』1997年（和文）

（Iﾉﾘ容：ｕｌ界食料サミットへの準備として国連食料農

業磯関(FAO)が国連人｢1基金との共同研究された、「人

口噸加と土壌劣化」に関する論文の11本譜版および．

1996年５月にマレーシアのクアラルンプールで開かれ

た。人I」と食料安全保障に関するAFPPD（人口と開発

に関するアジア鍍員フォーラム）特別運営委員会で．

ベトナム国会社会委員会委員長グエン・デイ・タン議

員とマグサイサイ賞受賞者である著名な農業学者ボー

トン・ズアン博士の共著論文の|｣本譜版の台本。世界

食料サミットに向けた資料として作成された.）

10．『国際食料安全保障・人ロ・開発職員会繊(IMPFSPD）

議事録』1997年（和文）

（内奔Ｉ食料農業機関（FAO）主催の世界食料サミッ

ト（WFS）にあわせ、1996年1111にスイス・ジュネー

ブで開催された「iuil際食料安全保障・人ｎ.開発議員

会議」の議二ＩＦ録。同会議の成果は．世界食騨サミット

で公式に配布され､哀たＷＴＯルジェーロ菰務Ajj長にi）

桜井新・会議議災から不渡された｡）

16．国運人ロ基金『人類のための環境』1998年（和文）

（内容：国連人[1埜金ｌｌＩ版物EIwimnmenlforPeopleの

’二|本譜版．人、問題．環境ill1題、｜)'１発|矧題を効率的か

つ実質的に解決するためには.その3つの領域の|川に架

け橋を架け、期閲関係を重視することが必要であると

の視点に立って、主に環境と人I]の'1Mに横たわる様々

な問題を例に．解決のために必要な視点、力法．三F段

を探っている｡）

11．国運人ロ基金『未来のための食料』1997年（和文）

（内容：唾ｌｊ座人、基金出版物Fbodh〕rlheFulureの日本

語版。人ロ墹力１１の抑制と食料確保を行うために、女靴

の参力Ⅱが不可欠であることをさまざまな具体例から解

きほぐしている｡）

17．『リソース・シリーズ８“Parliamentarians'Activities

onPopulationandDevelopment-HistoⅣofPar-

liamentariansⅡActivitiesandItisFindings-,,』1999年，

（英文、－部スペイン語）

1999年２月ハーグの国際フォーラムに合わせて開催さ

れたr1I1際人口開発会議評Iilliのた釣の国会議員フォー

ラム（IFP)」のために準備された川版物である。この}'1

版物の中には1994年の国際人、開発会議以降の人｢Iと

ＩｌＨ苑に問するアジア議員フォーラム（AFPPD）をはじ

めとし､アメリカ地域人ｎ.開発|雪会議且グループ(IAPG)、

アフリカ・アラブ地域人口開発鍍貝フォーラム(lWlP‐

ＰＤ)、ヨーロッパ地域の劃会議_風活jiljの成果である汽言

文と、各議連の活動史をまとめたものである。地域の

枠を超えて人、と開整に関する透l会議員活１libの成果が

～覧にまとめられたJIFはかつてなく、｜副会議貝iIilli1Iの

地球嵯模での広がりをも象徴してv､る。

12.国連食粗農業機構(FAO）『リソース・シリーズ４世

界食料サミット1996年世界食料安全保障のためのロー

マ宣言および世界食料サミット行動計画』1997年（和

文）

（内容：lu界食料サミットのローマ宣言と行動iil画の

本邦初の翻iil<であり，多分野から同文護の'二1本翻訳の

決定版として商い評価を受けた｡）

13．『リソース・シリーズ５FiveYea｢sfromlCPPD-国際

人ロ開発職員会議から５年一人口と開発に関する国会

議員会謹宣言文』1998年（和・英）

（内容：カイロの国際人ｐＩｌＭ発会識から５年間を迎え．

この機会に人口と|卿発に関する国|蕊議員会i瀧．地域雛

員会議の宜言文を集成。今後の更なる発展のための資

料とした｡）

18．『国際人ロ開発会議評価のための国会議員フォーラム(lFP）

報告書』1999年

1999年２月ハーグの国際フォーラムに合わせて１$M催さ

れた「|鼠!際人口開発会議評価のための国会競貝フォー

ラム（IFP)」の報告善である。司会識には103力脛iから

およそ210名の[1J会議員が参加した」i7l会議では国際人

旧|)M苑会議から５年Ｉｌｌｊの進捗状況とその進展を阻む随

害について熱心な討議が行われ、人l」と持続可能な開

発を一貫した視点で扱う事を強く求めた「(卿際人に11刑

発会雛評価のための国会識風フォーラム・ハーグ宣言」

が採択された。このＩﾉﾘ霧は会議聯務総長を務めた桜)|：

新AFPPD議長の手によって､ハーグの[１１藤フォーラム

ならびに３月にニューヨークで|Ⅲ催された雛lIili会雛の

14．『リソース・シリーズ６PcpuIationPolicyinAsia』

1998年（英文）

（内容：ｕｉ財団が主催する「人口と開発に閥するアジ

ア国会識止｣会鍍」で呼びかけをおこなハ各１週の人口

政策を各'１１政府蘭任者もしくは尊}燐ｊ家が記述した。名

IIJの政策にff任を持つ国会i義員が関与している点で、

類例を見ない」

万



カレストからカイロヘー』（復刻）

好評のため絶版となったリソース・シリーズ１を復刻

した。

腸でも発表された。

19,『リソース・シリーズ９第21回国連特別総会特別委員

会報告書「付録」一国運人ロ開発会議行動計画のさら

なる実施に向けた主な行動一』1999年

1999年６月30｢I~７月21｣にかけて`ﾆｭｰﾖｰｸの

ＩＪＩ連本部で開催された「国際人口3M発会議から５年を

経過したその評価のための国連人口特別総会報告群」

日本語版。同会議では、国際人1二1開発会議（ICPD）か

ら５年を経て、その進捗を妨げる障害､ＡＩＤＳなどの予

想以上の蔓延など時代の変化をとり入れ、行動計両

を実)砲する上で必要となる指標や障霄を解消するため

の具体的行動などを国連加脇同が国連総会の場で協議

し確認した，

24．リソース・シリーズフ『欠乏の時代の政治学一引き裂

かれる水資源一』（復刻）

好評のため絶版となったリソース・シリーズ７を復刻

した。

25．国運人ロ基金『人口問題ブリーフイングキツト2000年

度版』2001年

UKFPA,'0PopulationlssuesBTiefingKit20000'の翻訳｡人

、問題は"数,，の問題ではなく、生活をしている“人々”

の問題であるという視点から、現在の人口分野におけ

る様々な課題とその問題への取り組みを概観したもの

で、カイロの行動計画実施の意味を説明してし､る。 20．『人ロと開発に関するアジア議員フォーラム第６回大会

議事録』2000年

世界雌,初の人口と開発に関する議員フォーラムである

「人'二Iと開発に|則する議員フォーラム（AFPPD)」が３

年に一度'1M催する大会の議斗『録。

AFPPDは1981年に設立されてから世界の指導的な人口

と開発に閥する地域議員活動として、アジアのみなら

ず、世界レベルでも人口と開発に閲する国会議貝活動

の指導的な役割を担っている。その提唱者であり、創

設者の佐藤隆・元農水大臣と．桜井新・現議艮の出身

地である新潟県で開催されたAFPPD大会の報告響(｢］

本語版)・同大会では1000年期段後の大会として．２０００

年jUlに向けたアジア・太平洋地域の人口・洲発問題に

関するlＦ１会議員の活Iilj方針を協雛し、その成果は←新

潟宣言」にまとめられた‘

26．国運人ロ基金『人ロ問題ブリーフイングキット2001年

度版』2002年

UNFPA,'PopulationlssLlesBriefingKiI2001,.の翻訳"2000

年に国連本部で開催されたミレニアムサミットで採択

されたミレニアム開発目標の['１に人口問題を位遇付け．

新たなUNFPAの人ロ問題への取り組みを示し､人[｣分

野における儀々な課題とその問題の現状と取り組みを

概観した。

27,『人ロ問題を考える一人類生存の条件と人類社会の未来一』

ＡＰＤＡ創狸0周年を記念して開催された公ＩｊＨフォーラム

の議事録。この公開フォーラムでは、’三1本が1阯界に誇

る各分野の権威者から、宇宙物理学、生物学の視点か

ら生命倫理の視点まで犠々なi11点から人｢111M題を概観

して()らハなぜ人口問題が人類の将来にとって決定

的に正要なのかを論じた。私達が生きるこの世界にお

ける人口問題の意味を様々な視点から論じた類悲はほ

とんどなく，好評をもって迎えられた.

21．『リプロダクテイブ・ライツ・チャート2000』2000年

IPPF(国際家族計耐連盟）が作成した“IPPF／iwaraw，

repro〔Iuctiverights2000'ウォールチャートの｢1本譜版＝

世界各国のリプロダクテイブ・ヘルスやライツに関連

する政篭の現状や進捗状況を一覧にしたものである。

英語版ではアルファベットl頂になってl`,､たものを地域

別・あいうえおl1Jmに編集を加え．読者の便を図ってい

る。また．各種の国名表記は外I務省の表記に飛拠した

正規名称を１１１シ､ている．

28．’１PopulaticnIssues-TheConditionｓｏｆＨｕｍａｎＳｕＭｖ－

ａＩａｎｄｆｕｔｕｒｅｏｆｏｕｒSociety、

リソースNq27了人口問題を考える人類生存の条件と

人類社会の未来一』の英語版．

２９，０DAQuarterly2DO3onPopulationandDevelopment

（英語版）

2003年度に４半期ごとに刊行されたＯＤＡクオータリー

の創刊号から４号までを英訳したもの｡ＯＤＡクオータ

リーは全国会議員に対して人口と'1M発問題に対する'三１

本国からの拠川の亜要性を訴えかけるために作成され

たもので、財団法人家族計１，国際協力財|;Ｈ（JOICFP）

とUNFPA東京事務所との協力で発行されている。

22．国運人ロ基金『女性のエンパワーメントに向けて』2000

年

UVFPAのWorkingloE1npowerWomen,ＵＮＦＰＡ,sExpe-

rienceinlmplelnelxlingtheBeijingljlaIfomlofActionの日

本語版。“女性のエンパワーメン卜”は|到際人口ijM発会

箙（ICPD）行1liI計阿において人口問題の解法を果たす

上での繭要なカギとなる概念として位置付けられた。

また．中睡|北〕l(で開催された第４向世界女性会議では

［'１心的な概念となった。第４回世界女性会議から５年

を踏哀え､人口､女･性''１１題に共通する女･性のエンパワー

メン卜を【''心に､lCPD行勅計画ならびに女性会識の行

動綱領実施と関連するヒドPPAの活動を具体的に紹介し

ている。

30．『地球の人ロと水』

UNFPAの刊行物であるGlobalPopulali(mal1dWaIerの

日本語版。同諜は2003年３月に求都・大阪・滋侭でＩＭＩ

催された第３回世界水フォーラムにおける離縦に資す

るために作成されたもので、食料生鴎安全な水供給．

公衆衛生象どの側面から水と人Ⅲ問題とかかわり左包 23．リソース・シリーズ１『国連人ロ会議20年の軌跡一プ
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括約に扱ったものである。

３１．０DAQuarterly2004onPcpulationandDevelopment

（英語版）

2004年虞に４半期ごとに刊行されたＯＤＡクォータリー

の第５号から８号までを英訳したもの｡ＯＤＡクォータ

リーは全国会議員に対して人ロとIjN発問題に対１－る日

本国からの拠出の重要性を訴えかけるために作成され

たもので、財団法人家族計画国協力財団（JOICFP）と

UNFPA東京nIlF務所の協力で発行されている｡それぞれ

のテーマは、第５号「ICPD＋10兆第６号「人口、持

続可能な開発と環境｣、第７号｢人口、持続可能な開発

と貧困とODA｣、第８号「ミレニアムM1発情l標と人口』。

32．ミレニアム開発目標の達成に向けて一人ロとリプロダ

クテイブ・ヘルスが正否の鍵を握る－人ロ・開発戦略一

UNrPAから刊行された、AchicvinglheMiUenniumDB-

velcpmentGoals-PopulationandReproductiveHeallIlas

Critica］Delem1inants-PoIjulatio}UandDevelopmclll

SIralegies＃10の日本語版。ミレニアム開発目標と人口

関連の目標を関係付け、ミレニアム開発目標とこれま

での達成を図で示し、ミレニアム開発目標を達成する

ためには今後どのような努力が必要になるかを具体的

に示している＝
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ＡＰＤＡ 曰誌U■■ ■■■

(2004年３月～2004年５月）

３
月
剖
日

３
月
路
日
農
林
水
産
省
平
成
応
年
度
委
託
調
査
事
業
「
人
口
問
題
を
基
礎

と
し
た
農
業
・
農
村
開
発
調
査
‐
イ
ン
ド
国
Ｉ
」
事
業
完
了
検

査
。
農
林
水
産
省
国
際
協
力
課
か
ら
、
芦
澤
和
郎
海
外
技
術
協

力
官
、
新
見
友
啓
事
務
官
、
上
野
豊
企
画
係
長
が
来
所
し
事
業

完
了
検
査
を
行
う
。
尾
崎
美
千
生
常
務
理
事
・
事
務
局
長
、
楠

本
修
主
任
研
究
員
、
大
澤
春
美
財
務
・
経
理
課
長
、
竹
本
将
規

研
究
員
が
同
席
。

３
月
躯
日
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
・
総
会
を
参
議
院
議
員
会
館
会
議

３
月
犯
日
農
林
水
産
省
平
成
焔
年
度
委
託
調
査
事
業
「
人
口
問
題
を
基
礎

と
し
た
農
業
・
農
村
開
発
調
査
ｌ
イ
ン
ド
国
ｌ
」
事
業
完
了
。

３

１月
１８１５

日日

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
平
成
肥
年
度
委
託
調
査
事
業
「
情
報
サ
ー

ビ
ス
業
に
お
け
る
国
際
分
業
と
労
働
力
需
給
に
関
す
る
調
査
研

究
」
事
業
完
了
。

室
で
開
催
。

⑪
平
成
Ⅳ
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算

②
役
員
人
事
に
つ
い
て

③
会
則
の
運
用
改
定
に
つ
い
て

山
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
緊
急
支
援
報
告
（
池
上

京
事
務
所
長
）

「
第
幻
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議

（
通
称
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
）
」
準
備
の
た
め
，
楠
本
修
事
務
局
長
補

佐
・
主
任
研
究
員
、
木
村
亮
子
国
際
課
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
イ

サ
ー
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
プ
ノ
ン
ペ
ン
を
訪
問
。
ペ
ン
・
パ
ン

ー
ー
ャ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
副
議
長
ほ
か
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
員
お
よ
び
事
務

局
と
会
議
開
催
に
つ
い
て
協
議
、
会
場
等
の
調
整
を
行
っ
た
。

（
池
上
清
子
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
束

４

１月
３０２９

日日

４
月
町
日
平
成
ｒ
年
度
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
委
託
調
査
事
業
に
つ
い
て
、

厚
生
労
働
省
と
協
議
。
勝
田
智
明
雇
用
政
策
課
長
、
塩
月
英
治

同
課
庶
務
係
長
と
尾
崎
美
千
生
事
務
局
長
、
竹
本
将
規
研
究
員

が
平
成
Ⅳ
年
度
委
託
調
査
事
業
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
。

４
月
幻
日

４
月
四
日

４
月
１
日
山
崎
美
穂
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ア
ソ
シ
エ
ー
ッ
が
来
所
。
耐

尾
崎
美
千
生
事
務
局
長
と
業
務
協
議
を
行
う
。

緊
急
時
に
お
け
る
人
口
を
テ
ー
マ
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
プ
ノ
ン
ペ

ン
市
で
「
第
虹
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代

表
者
会
議
（
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
）
」
開
催
。
日
本
か
ら
の
参
加
者
は
、

清
水
嘉
与
子
（
参
・
目
）
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
副
理
事
長
、
谷
津
義
男
（
衆
・

自
）
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
、
桜
井
新
（
参
・
自
）
、
長
浜
博
行
（
衆
・

民
）
、
武
山
百
合
子
（
衆
・
民
主
）
、
海
江
田
万
里
（
衆
・
民
）
、

生
方
幸
夫
（
衆
・
民
）
、
尾
崎
美
千
生
事
務
局
長
、
楠
本
修
事
務

局
長
補
佐
、
木
村
亮
子
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
、
恒
川
ひ
と

み
国
際
課
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
。
会
議
に
は
、
ア
ジ
ア

太
平
洋
か
ら
胆
力
国
の
代
表
国
会
議
員
、
国
際
機
関
、
７
カ
国

の
国
内
委
員
会
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
、
総
数
弱
名
が
参
加
。

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
・
人
口
開
発
関
連
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
視
察
、
お
よ
び
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
・
津
波
被
災
地
視
察
の

結
団
式
を
開
催
。
外
務
省
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
か
ら
各

国
事
情
と
現
地
の
活
動
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
。

「
石
原
葵
農
林
水
産
事
務
次
官
・
昼
食
会
」
に
竹
本
将
規
研
究
員

が
参
加
。
平
成
Ⅳ
年
３
月
妬
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
に
つ
い
て
、
石
原
葵
次
官
に
よ
る
説

明
を
受
け
る
。



５
月
１
日

～
５
日

５
月
１
日

～
８
日

５
月
⑫
日

５
月
⑫
日

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
に
引
き
続
き
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
の
人
口
・
開
発

事
情
視
察
の
た
め
に
、
武
山
百
合
子
（
衆
・
民
）
、
海
江
田
万
里

（
衆
・
民
）
、
生
方
幸
夫
（
衆
・
民
）
、
尾
崎
美
千
生
事
務
局
長
、

恒
川
ひ
と
み
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
を
派
遣
。
同
国
プ
ノ
ン

ペ
ン
市
と
シ
エ
ム
リ
ア
ッ
プ
市
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
、
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
お
よ
び
、
地
雷
、

貧
困
問
題
に
つ
い
て
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
家
族
計
画

協
会
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
な
ど
の
施
設
を
訪
問
、
保
健
大
臣
と
Ｃ
Ａ
Ｐ

Ｐ
Ｄ
Ａ
と
協
議
を
行
い
、
現
地
事
情
を
聞
く
。

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
に
引
き
続
き
、
「
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
・
津
波
被

害
に
お
け
る
緊
急
支
援
視
察
と
人
口
・
開
発
問
題
に
関
す
る
議

員
活
動
活
性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
実
施
の
た
め
に
桜
井
新
（
参
・

目
）
、
清
水
嘉
与
子
（
参
・
目
）
、
長
浜
博
行
（
衆
・
民
）
、
楠
本

修
事
務
局
長
補
佐
を
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

に
派
遣
。
プ
ー
ケ
ッ
ト
、
バ
ン
コ
ク
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
、

メ
ダ
ン
、
パ
ン
ダ
・
ア
チ
ニ
ジ
ャ
カ
ル
タ
を
訪
問
し
、
津
波

被
災
地
の
視
察
を
行
い
各
国
人
口
・
開
発
議
員
連
盟
と
活
動

活
性
化
の
た
め
の
協
議
を
行
う
。

国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
・
女
性
問
題
部
会
開
催
。
松
本
清

一
杣
日
本
家
族
計
画
協
会
会
長
が
「
性
の
健
康
を
考
え
る
「
女

性
の
健
康
と
少
子
化
を
め
ぐ
っ
て
‐
」
と
題
し
、
性
と
少
子
化

を
と
り
ま
く
問
題
に
つ
い
て
講
演
を
行
う
。

Ｏ
Ｄ
Ａ
ク
オ
ー
タ
リ
ー
の
会
を
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
で
開
催
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
ク

オ
ー
タ
リ
ー
の
編
集
な
ど
に
つ
い
て
協
議
。
石
井
澄
江
ジ
ョ
ィ

セ
フ
常
務
理
事
・
事
務
局
長
、
鈴
木
良
一
ジ
ョ
イ
セ
フ
理
事
・

事
務
局
次
長
、
北
谷
勝
秀
Ｎ
Ｐ
Ｏ
２
０
５
０
代
表
、
池
上
清
子

５
月
肥
日
平
成
Ⅳ
年
度
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
委
託
調
査
に
つ
い
て
、
厚

生
労
働
省
と
協
議
。
塩
月
英
治
同
庶
務
係
長
と
楠
本
修
事
務
局

長
補
佐
、
竹
本
将
規
研
究
員
が
平
成
Ｆ
年
度
委
託
調
査
事
業
に

つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
。

５
月
咀
日
清
水
要
吉
・
公
認
会
計
士
に
よ
る
平
成
焔
年
度
の
会
計
監
査
。

尾
崎
美
千
生
事
務
局
長
、
大
沢
春
美
経
理
課
長
ら
が
立
ち
会
う
。

５
月
四
日
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
・
国
際
協
力
部
会
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
２

０
５
０
と
の
共
催
で
開
催
。
五
月
女
光
弘
・
外
務
省
参
与
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ

大
使
が
日
本
に
求
め
ら
れ
る
国
際
貢
献
に
つ
い
て
講
演
を
行
う
。

５
月
四
日
楠
本
修
事
務
局
長
補
佐
が
外
務
省
で
開
催
さ
れ
た
Ｇ
Ｉ
Ｉ
検
討

会
に
参
加
。
津
波
派
遣
事
業
に
つ
い
て
報
告
．

５
月
別
口
清
水
要
吉
・
公
認
会
計
士
に
よ
る
平
成
蛆
年
度
の
会
計
監
査
。

尾
崎
美
千
生
事
務
局
長
、
大
沢
春
美
経
理
課
長
ら
が
立
ち
会
う
。

５
月
別
日
中
山
太
郎
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
長
と
尾
崎
美
千
生
事
務
局
長
、
竹
本

将
規
研
究
員
が
平
成
Ｆ
年
度
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
会
・
評
議
会
に
つ

い
て
協
議
。

５
月
泌
日
平
成
Ｆ
年
度
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
会
・
評
議
員
会
を
キ
ャ
ピ
ト
ル
東

急
で
開
催
。

Ⅲ
平
成
焔
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

②
平
成
Ｆ
年
度
事
業
経
過
報
告

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
東
京
事
務
所
長
、
尾
崎
美
千
生
事
務
局
長
、
楠
本

修
事
務
局
長
補
佐
が
参
加
。
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◇
二
十
六
年
半
に
わ
た
り
世
界
十
一
億
人
の
信
徒
を
率
い
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
に
君
臨
し
て
き
た
ロ
ー
マ
法
王
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
が
今
年
四
月

他
界
し
た
。
故
法
王
は
そ
の
カ
リ
ス
マ
性
を
縦
横
に
発
揮
し
て
出
身
地

ポ
ー
ラ
ン
ド
を
舞
台
に
東
西
冷
戦
の
幕
引
き
に
一
役
買
っ
た
だ
け
で
な
く
‐

イ
ス
ラ
ム
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
と
の
対
話
や
、
世
界
の
平
和
に
心
を
砕
き
、
そ

の
功
績
を
人
々
は
惜
し
み
な
い
敬
愛
の
情
で
見
送
っ
た
。

◇
世
界
の
大
半
の
メ
デ
ィ
ア
も
「
世
界
を
自
分
の
教
会
区
と
し
た
最
初
の
世

界
指
導
者
」
と
評
価
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
「
彼
の
姿

勢
の
な
か
で
発
展
途
上
国
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
こ
と
が
一
つ
あ
る
」

と
指
摘
し
た
の
は
テ
ィ
モ
シ
ー
・
ア
ッ
シ
ュ
英
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
教

授
で
あ
る
。
「
パ
ウ
ロ
六
世
が
禁
じ
た
人
工
的
避
妊
の
立
場
を
引
き
継
ぎ
、

強
め
た
こ
と
で
貧
困
層
に
望
ま
な
い
子
ど
も
が
生
ま
れ
、
エ
イ
ズ
に
冒

さ
れ
た
子
ど
も
が
増
加
し
た
」
と
。
そ
の
こ
と
で
友
人
か
ら
論
難
さ
れ
た

と
き
法
王
は
「
全
生
涯
を
通
じ
て
諭
し
て
き
た
こ
と
を
変
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
」
と
一
一
一
一
回
っ
た
と
い
う
。

◇
一
九
九
二
年
サ
ン
パ
ウ
ロ
で
開
か
れ
た
地
球
環
境
サ
ミ
ッ
ト
の
際
、
「
ブ
ラ

ジ
ル
を
悪
く
し
て
い
る
の
は
カ
ト
リ
ッ
ク
だ
。
彼
ら
は
信
者
を
失
わ
な
い

た
め
に
人
々
を
無
知
で
貧
乏
に
し
て
お
く
こ
と
が
得
策
な
の
だ
」
と
言
っ

た
年
老
い
た
日
系
人
の
言
葉
を
信
じ
た
く
は
な
い
。
し
か
し
、
妊
娠
と
出

産
に
関
す
る
病
気
で
毎
年
命
を
落
と
し
て
い
る
五
十
万
人
の
女
性
た
ち
も
，

神
の
ご
加
護
を
受
け
る
権
利
は
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
Ｍ
・
９

御
一
苑

表紙の写真説明

アンコールワット

１２世紀に建造されたアンコール

ワットは、傍目には風化が進み、

崩壊の危機にあるように見える。

しかし内部に足を踏み入れれば、

|雲驍筐筋螺iii騨撰
たった今も鮮やかに残っているこ
とに驚かされる。

普段は素朴な心優しさと、穏や
かな微笑みを見せるこの国の人々が、

人ロと開発･夏季号く通刊90号〉

2005年７月１日発行く季刊〉
時折のぞかせる深い心の傷にはっとさ
せられる。ポル・ポト政権下の虐殺、
地雷、エイズ、貧困など、カンボジア

が抱える問題は多く、深い。

長期的な復興と開発には、他国の協
力や援助は欠かせない。日本はカンボ

ジアへの最大のドナー国である。スラ
ムで十分な治療を受けられずに亡くなっ

ていくエイズ患者、医療機器やスタッ

フの不足に悩むクリニックー援助が本

当に必要な人々に届くよう、私たちは
援助の使われ方にもっと関心を払う必
要があると痛感させられた。（`恒川）
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〒1600022

束京都新宿区1-5-1
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ＴＥＬ（０３）3358-2211（大代表）

ＦＡＸ（03）3358-2233

●印刷所
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